









































29歳独身は異世界で自由に生きた……かった。　５
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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ







　タイシです。

　はい、領地をまんまと手に入れて下々の者どもを働かせて領地の整備を始めたタイシです。嫁達も精力的に手伝ってくれて大変助かっています。

　あと一応、勇者です。

　五百年乙女さんとの初夜も終えました。いや、大変だった。

　一部始終をお届けしましょう。

「糸で巻こうとするなっ！　落ち着けッ！　目の色変わって──痛ぇ!?　おい嚙かむな馬鹿！　ちょっ、血の味で更に興奮してらっしゃる!?　痛い痛い背中痛い！　引っ搔かくなコラァ！」

　この後滅茶苦茶夜戦した。

　いやもうね、甘い睦むつ言ごとを交わし合うとかそういう次元じゃない。もっと恐ろしいものの片へん鱗りんを味わったぜ。結局はインフレしたステータス頼りに色々頑張ったんですけどね。

　クスハさんは正気に戻った後の惨状に顔を赤くしたり青くしたり信号機みたいになってました。つかベッドとか跡形も無くなってたしね。今はお互いに慣れてきて、初夜みたいな大惨事にはならなくなってきた。たまに嚙まれるし相変わらず糸で巻こうとしてくるけど。

　まだ危なくて他の嫁とはご一緒できない。




　さて、話を元に戻そう。




　獣人達を初めて現地に連れて行ってから三週間。

　俺は今、建設中の領都を離れて樹海の奥、鬼人族の里に来ている。要件は勿もち論ろん俺の領地に参加してもらおうという内容だ。

　鬼人族という名前でなんとなく想像がつくかもしれないが、彼らは頭に一本か二本の角を持つ人型の種族だ。鬼人族と一口に言っても厳密に言えば大鬼族と小鬼族の二種に分かれるらしい。

　大鬼族は平均的に身長２ｍから２ｍ50㎝くらいの体たい軀くを持ち、男はムキムキマッチョマン、女はボンッキュッボーンって感じのダイナマイトボディ。肌の色は赤っぽいのが多く、青っぽいのもいる。男は下した顎あごから少しはみ出すくらいの牙きばが口から覗のぞく。男女の顔立ちは人間と同じで様々。美男美女もいれば不細工もいる。魔法は不得意だそうだ。

　小鬼族は平均的に身長１ｍから１ｍ50㎝くらい。ドワーフよりちょっと高めといったところ。瘦そう軀くの者が多く、すばしっこい上に力も結構強い。肌の色は青っぽい者が多いけど、赤いのもいる。男女の見た目に大きな差が無く、美しい顔立ちの者が多い。やはりこちらも魔法は不得意らしい。

「我ら鬼人族は人間の言いなりにはならぬ」

　巌いわおのように頑健そうな体軀の鬼がきっぱりと宣言した。

　３ｍにも届こうかという大鬼族の中でも特に身体の大きな偉丈夫である。子供が見たら泣き叫んでトラウマ確定しそうな真っ赤な怖い顔で俺を見下ろすように睨にらんでらっしゃる。にべもないとはこのことか。

「エンキの旦だん那な、クスハの姐あねさんやメイメイんとこも今回の大将の話には乗り気ですし、俺ら川の民も乗るつもりです。どうかそこを曲げて話だけでも聞いちゃくれませんかね？」

　俺のすぐ横に立つ二足歩行の蜥蜴とかげが脳髄に響くかのような渋い声で大鬼を説得しようとする。

　彼はケイジェイ＝ガイ。大樹海を流れる結構大きな河の辺一帯に住む川の民の代表者の息子で、彼の代理人だ。今回は鬼人族との交渉のパイプ役となってくれている。

　彼は過去に数年間鬼人族の里に滞在していたことがあり、その伝つ手てで鬼人族の族長であるエンキに顔を繫つないでくれたというわけだ。

　割と早い時期に川の民と接触を図った俺達は川の民を脅かしていた魔物を駆逐し、彼らと友好関係を築くことに成功した。

　甲殻類のような雰囲気を持つくせに背中の羽で空を飛んだり、鉤かぎ爪づめのついた気色悪い足で這はい回ったりする魔物だった。なんか生意気に電撃を発射する銃のような武器やら当たると凍いてつく霧を噴射してくる武器まで使ってきやがりましたよ。

　とりあえず殴ったり蹴けったりしてみたけど少しばかり効きが良くなかったし、弾はじけ飛ぶ体液がキモかった。しかも属性魔法の効きも微妙だったので、最終的には誘導性を持ち、当たると爆発する純粋魔法の魔弾で跡形もなく消しとばしてやったよ。

　なんでも川の民を夜な夜な連れ去りに来たり、生活の場である川を汚したりと迷惑な存在だったらしい。コミュニケーションも取れなかったのでサクッと殲せん滅めつしました、はい。




　──アレは魔物であって宇宙的恐怖とは決して関係ない。いいね？




　とにかくそんな経いき緯さつがあり、川の民は俺の領民として組み込まれることを了承してくれた。今は領都と川の民の住む河とを結ぶ運河を整備中だ。というかもう通すだけは通してあって、護岸工事に入っている。道中の魔物は魔物除よけの結界を転々と設置して対処している。

「断る。我ら鬼人族は何者の支配も受けない。その卑劣な人間の下につけだと？　あの毒蜘ぐ蛛もが何を考えているかは知らんが、一考にも値せんな」

　そう言ってエンキはケイジェイに向けていた視線を俺に戻し、睨みつけてくる。クスハを毒蜘蛛と言いやがったなこのクソ鬼。ちょっと処女を拗こじらせて五百年くらい経ってたけど、慣れてくるとあれはあれでよく尽くすいい女なんだぞ。

　未いまだに興奮すると嚙みついてくるし、糸で巻こうとしてくるから致す時は必ず流血の事態になるけどな。それも最近かなり大人しくなったんだぞ。でも肩に嚙み付いたり背中に爪を立てたりするのはもう少し加減して欲しいです。

　何にせよ、俺の嫁であるクスハを毒蜘蛛呼ばわりとは許すべからざる暴挙。とりあえず殺意を込めてトロールの出来損ないのクソ鬼を睨みつけておく。

「大将も抑えてくださいよ……今日は喧嘩じゃなく話し合いに来たんですから。というかこの臭いは大将の仕業でしょう？」

「「チッ」」

　睨み合っていた俺達はケイジェイの取りなしで同時に目を逸そらして舌打ちをする。







　　　第一話　～鬼人族の里を訪れました～







　俺とエンキの仲が悪いのには理由がある。

　実は少し前に川の民との接触に先んじて俺は一人で鬼人族の里と接触を図ったのだ。通り道に近かったし、少し顔見せるくらい大丈夫だろうと思ったんだよね。

　しかし鬼人族達は飛行魔法で飛来した俺を見るなり人の話もろくに聞かずに矢を射かけてきやがったのだ。矢といってもこいつらが放つのは人間ではとても引けないような剛弓から放たれるソレである。普通の矢ならものともしないウィンドシールドさんを普通に突き破ってきやがりました。別に鏃やじりが黒鋼製だったとかそういうわけでなく、単純に質量と速度で。

　いやまぁ普通の矢はまだ良かった。問題は大鬼の引く大剛弓である。矢というかね、あれはもう槍やりだ。というかバリスタだ。

　ええ、当たりましたとも。辛うじて胴体に当たるのは避よけたけど左肩の辺りにぶっ刺さりましたよ。衝撃で錐きり揉もみ回転しながら墜落しましたわ。お化けＨＰとＶＩＴバイタリテイのおかげで死にませんでしたけどね。腕千切れるかと思った。

　もうね、ブチ切れですよ。ムカ着火ファイヤーですよ。

　つっても流石さすがにやり合うのは不ま味ずいと思ったからね、穏便に済ませました。

　え？　何やったかって？

　うん、実はイルさんの無慈悲なデスマーチでミスクロニア王国の方々を飛び回っていた時にな、南西部でな、魚を塩水で漬けて発酵させている食品を見つけたんだ。

　そう、元いた世界でも悪臭兵器だの化学兵器だの生物兵器だのと言われるアレである。俺はその臭いを元いた世界で味わったことは無かったが、こっちの世界で味わってそりゃもう仰のけ反ったね。

　南西部方面に行くって言った時のマールとティナのあの生温かい目は絶対に忘れない。絶対にだ。まぁ知ってて言わなかった二人にはしっかり復ふく讐しゆうしてやったがね、ベッドの上で。




　話を戻そう。




　怒り心頭の俺は墜落した森の中からその食品がたっぷり詰まった重さ１００㎏近い大樽だるをクソ鬼どもの里に投げ込んでやったのだ。

　伏せろー、何か飛んできたぞー、ドカーン、グワーッ!?　くさっ！　目が痛い!?　あぁ!?　族長ー!?　とか楽しい音が聞こえました。

　俺は速攻で着ていた服を破棄して生活魔法の浄化を重ねがけした上に、広い範囲で里方向に微風を吹かせましたよ、ええ。失神者、嘔おう吐と者多数の地獄絵図になったらしいですね。ざまぁみろ。

「貴様のせいで我は未だに孫に近寄らせて貰もらえんのだぞ！　臭いが取れぬ！」

「うるせぇ馬鹿、シュールストレミングぶつけんぞ。話し合いに来た相手を問答無用で殺そうとするお前らの対応に比べりゃ穏便だろ」

　俺の言葉にエンキがむむむと唸うなる。何がむむむだ、お前は戦国武将か何かかよ。

　再び睨み合う俺とエンキ。視線で火花を散らす俺とエンキの間にケイジェイが割って入り、押し退のけるようにして二人の間を離す。意外と力あるな、このトカゲ。

「大将も旦那もいい加減にしてください。確かにロクに確認もせずに攻撃した旦那達が悪いですが、大将がやったことも大概です。戦えない女子供も巻き込んでるんですから。ここはお互い痛み分けってことで手打ちにしましょう」

「「チッ」」

「ハァ……やっぱマールの姐さん連れてくるべきだったんじゃないですかねぇ」

　いきなりバリスタみたいな馬鹿げた矢をぶち込んでくるような危険地帯に嫁を連れてこられるわけがない。何を言っているんだこのトカゲは。

　いきなり殺されかけた事には未だに怒り心頭ではあるが、シュールストレミングさんが随分と奴らを痛めつけてくれたようなので溜りゆう飲いんを下げておくか。

「わかった。俺が殺されかけた件に関しては俺もやり返したってことで納得する。臭いに関しては今すぐ全部消そう。それでいいか？」

「フン……良かろう」

「じゃあ臭いを消して回るから案内してくれ」

　こうして俺達はお互いに非建設的なやりとりはやめることにした。本当はさっきの毒蜘蛛発言に対して土下座でもさせたいところだが、今は我慢しよう。いつか機会を窺うかがって足あし蹴げにしてやる。

　俺達はエンキに案内されながら里中に浄化をかけて回った。そう、生活魔法の浄化だ。途中から面倒臭くなったので、里中に効果範囲を拡大して一気に浄化してやった。無理矢理効果範囲を拡大したせいか極大爆破二発分くらいの魔力を消費することになって少々ビビった。まぁこれくらいすぐ回復するんだけどね。

「ふーむ、なるほど」

　豊かな村だ。

　浄化しながら里の中を見回った俺の率直な感想だった。

　フィジカル面で優れている彼らの畑は実に見事なもので、よく耕されて素晴らしい畑だった。俺は別に農家とかではないので詳しいことは正直わからない。だが、素人目に見ても実りの多そうな良い畑のように思えた。

　農産物は多岐にわたるようだが、主食はイモのようなものであるようだ。植えられている数も多く、掘り起こしている場面も目撃した。ちなみに農具もちゃんと金属製の高品質なものだった。鍛か冶じ技術も高いようだ。

　その他に気になったのは一抱え以上ある陶器の甕かめがいたるところに置かれている点だ。中身は水であるらしい。水資源が少ないから雨水でも溜ためているのだろうか？　いや、井戸もいくつか見ているしそういうわけではなさそうだ。農業用水ってわけでもなさそうだし、何なんだろうか。

「あれは防火用の水甕です。以前大火事があったらしく、それから村の各所にああして置いてあるんだそうです」

「そういや鬼人族は魔法が苦手だったな」

　魔法が苦手な鬼人族には水魔法を覚えている者などいないのだろう。いくらフィジカル面が強くても一度に井戸で汲くみ上げられる水の量には限界があるから、消火用の水を備蓄しているんだな。

　人間の街だと街で雇っている水魔法を使える魔法使いがすぐに火事を消し止める。元の世界で言うところの消防士は水魔法を使える魔法使いの有力な就職先だ。他にも飲み水を出せるから船乗りになることも多い。

　その他の魔法使いも各々の魔法を活いかせる様々な職業に就くことが多いのだとか。わざわざ危険な冒険者をやるような魔法使いは割と風変わりな類たぐいであるらしい。

　まぁ、魔法使いの就職事情は置いておこう。

「見事だな。うん」

　掛け値なしの俺の言葉にエンキは何も言わなかったが、心なしか満足そうだ。

　しかしこれはちょっと馬鹿にしてたな。樹海の奥に引き篭こもってる排他的な鬼人族を正直舐なめていたというか、どこか見下していたのかもしれない。

　アルケニアの里はアルケニア自体は強力ではあるものの、その個体数の少なさから長期的に見て緩やかな行きづまり感があった。アンティール族はその個体能力の低さから現状以上の発展が事実上不可能だった。川の民は強力な魔物に生活圏を徐々に削られ、得られる物資が先細りして遠くない未来に全滅していただろう。

　妖よう精せい族は……世界が滅びてもあいつらは生き残ってる気がするから置いておこう。

　とにかく、鬼人族には外敵を排除する十分な武力があり、全員を養って余りある生産力があり、満ち足りた生活を送るための技術力もある。小さな問題は幾つかあるだろうが、それはきっと致命的な問題にはなり得ないものだろう。

　特に農業技術と陶器作りの技術は高い水準であるように見える。ぶっちゃけていうと指導役として欲しい。鍛冶に関しては俺ができるし、ペロンさんも招しよう聘へいする予定だからなんとかなるだろうけど。

「この里には俺の支援なんて必要無いんだな。俺が思い上がってたよ」

「フン、今更わかったようだな。そうだ、我々は貴様の施しなど要らぬ。そして言いなりにもならぬ。だから貴様の持ってきた話は受けん」

「いやいや、それは話が別じゃないか？」

　確かに完全に自立している彼等には俺の支援、言うなれば施しは必要ない。ならば協力者や商売相手としてはどうか？

　生活に余裕がある彼等は領都に一番近い優良なお客様となり得るのではないだろうか。別に経済的に侵略しようとかそういうことは考えてない。考えてませんよハハハ。

「樹海の奥で鬼人族は確かに豊かに暮らせているようだ。だが、いくら鬼人族が強きよう靭じんな肉体と不屈の精神を持っているとしても、足りないもの、手に入らないものはあるんじゃないか？　例えばそうだな──病気や怪け我がに効く薬。塩、砂糖や酒などの嗜し好こう品。麦や米などの穀物。海産物なんかの樹海では手に入りにくい食料品はどうだ？」

　エンキは俺の言葉に眉まゆ一つ動かさずにじっとこちらを睨にらみつけてきた。勿もつ体たいぶらずにとっとと先を話せという雰囲気だ。

「うちの領都でそういった品を扱うことになる。この樹海にカレンディル王国とミスクロニア王国を結ぶ交易路を作る予定だからな。十中八九、両国の交易品が大量に行き来する交易都市になるだろう。それらの品をこの里に供給できるようになるな。勿もち論ろん対価はそれなりに頂く形になると思うが」

「まどろっこしい。結論を言え」

「うん、俺もまどろっこしいのは好きじゃない。提案はこうだ。俺は鬼人族の農業や陶器作りの腕を買いたい。勿論、余剰生産物があるならそれも適正価格で買い取らせてもらいたい。対価として俺は鬼人族に貨幣を支払う。貨幣が嫌なら現物でもいい」

　食料になるような生産物はいくらあってもいい。現状はカレンディル王国とミスクロニア王国からの輸入に頼っている状態だから、少しでも自領内で賄えるようにしてしまいたい。

　領外にカネを払うより領内にカネを払う方が領内の経済が活発化するからな。

「フン……縄張りについてはどうする？」

　多少は興味を持ってくれたらしい。依然として不機嫌そうな表情ではあるが、向こうから今後のことについて質問してきてくれるのは良い傾向だ。

「それは難しい問題だな。鬼人族もこの樹海の全すべてを把握しているわけではないだろ？　俺達だってそうだ。それに樹海に線を引くことだってできないしな。勿論、こちらの領都やそちらの里の中ではそれぞれの掟おきてに従う形になるだろう。こちらとしては里の位置をあらかじめ周知して不用意に近づかないように、鬼人族に迷惑をかけないように周知徹底して違反者を罰するしかないな。こちらの要望としては最低限、鬼人族も人間をいきなり殺しにかかってくるのは無しにして欲しい」

　この提案が蹴けられるならどうにもこうにも厳しい。粘り強く説得する他ないが、いよいよとなれば戦う必要があるだろう。

「……人間は欲深く、狡こう猾かつで、残忍だ。我々の祖先も遥はるか昔は人間と共に暮らしていたと聞いている。そして、裏切られたと。貴様の目的は何なのだ？　貴様は何な故ぜわざわざこのような辺へん鄙ぴな場所に自分の縄張りを持とうとする？」

　厳しい顔に僅わずかな困惑を滲にじませながらエンキが問いかけてくる。

　そう言った問いに対する答えははっきりと決まっている。というかもう、腹の探り合いというかそういうのが面倒くさいからぶっちゃけることにした。

　こういう手合いは腹割って話した方が良いだろ、多分。

「カレンディル王国で今にも滅びそうな獣人の集落を見つけてな、その面倒を見てやろうと思ったのがきっかけだ。動機はまぁ、完全に自己満足だな。とりあえずあいつらが大手を振って生活できる場所が必要だったから、カレンディル王国とミスクロニア王国に話をつけて両国の国境にあったこの大樹海を俺の領土として分捕った。魔獣の跋ばつ扈こする大樹海なら無人だろうと思って調査をしてみたらお前らが居て、この状況になってる」

　エンキは俺の言葉に噓がないかを見透かすように俺をジッと見つめた後、俺のすぐ横にいるケイジェイに視線を向けた。

「や、旦だん那なの気持ちはよくわかりますが本当です。俺も領都の建設予定地を実際に見てきましたが、獣人が沢たく山さんいました。少しですが人間の商人も。それに大将は人間の嫁を三人、獣人の嫁を四人、エルフの嫁を一人、それにクスハの姐あねさんも含めて九人も嫁を取ってます。しかも形式的にってわけじゃなく普通に好きあってです。人間じゃないからって色眼鏡で見るようなお人じゃないのは確かですよ」

「……人間ではなく淫いん魔まの類たぐいではあるまいな？　俺の孫はやらんぞ」

「はっはっは。まぁあれだ、ぶっちゃけると誰に憚はばかることなく獣人をモフモフしたいから始めたことだ」

　努めて爽さわやかにエンキの言葉を流す。不本意ながら称号欄に淫魔があるので否定できない。最近クスハによく嚙かまれたり引っ搔かかれたりしているせいかドＭって称号がついてた気がしたけどきっと気のせいだ。くそう、この称号管理してるやついつか絶対泣かす。

「一考はする。が、期待はするな。ただ、我らも無益な争いは望まぬ。殺しはせぬように配慮しよう」

「わかった。じゃあ一週間後にまた来るぞ。遅くなったが、これは手土産の酒だ」

　そう言って俺は大きな酒樽を二十ばかりストレージから取り出し、並べて見せた。中身は葡ぶ萄どうを原料とするワインや麦を原料とするエール、ウィスキー、そして米を原料とする清酒や濁酒どぶろくといった鬼人族の里では原料を得難い作物で作った酒だ。
















　元の世界では俺は酒をあまり飲まなかったし、所謂いわゆる飲みニケーション的なものも正直嫌いだった。アルハラとかパワハラに晒さらされるのが嫌なタイプの人間だったからな。

　だがこの世界では酒を奢おごったり贈ったりするのが関係構築に非常に有効である。特に質の良い酒は場所を問わず大変喜ばれる傾向が強い。娯楽の少ないこの世界ではお手軽な嗜好品だからね。

　塩や砂糖もかなり喜ばれる。いつでも安価で好きなだけ手に入れられた元の世界では考え辛づらいことだが、質の良い塩や砂糖もこの世界では貴重品なのだ。

「受け取っておこう」

「くれぐれも頼むぞ。特に酒に関しては便宜を図るから」

「酒の味次第だな」

　エンキが初めて口角を少し上げ、笑みを浮かべた。

　うん、笑顔なんだろうけど怖いわそれ。
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「おかえりなさい。どうでしたか？」

「まぁ一足飛びにはいかんなぁ。とりあえず没交渉って感じにはならなかったし『人間殺すべし、見敵必殺』ってのは止めてもらえるように話は通せたから良しとするべきじゃないかね」

「そうですね！　これで一歩前進です」

　ティナとマールが俺の報告を受けて口元を綻ほころばせる。

　ここは領都の領主館。

　え？　ほんの三週間くらいでどうやって館やかたなんて建てたのかって？　カレンディル王国の首都アルフェンで適当な物件を購入してな、空間魔法で土台ごと分離してストレージに収納して移設した。

　いやぁ、さすがに無理かなと思ったけどストレージに収まった時は流石さすがに笑ったね。





　【名称】家屋

　【品質】普通






　とか表示されるのな。

　まぁ最初から上う手まくいくとは思ってなかったから、最初はボロい中古家屋をいくつか買って試してみた。最初に土魔法でやろうとしたら土台が歪ゆがんだのか、領都に移設するときに崩れ落ちた。三つくらいやってみてこりゃだめだという話になり、空間魔法の空間切断とか結界とかを併用して土台ごとくり抜いて収納することに成功したのだ。

　そっくり領都の設置場所の地面と土台ごとの建物を置換してから土魔法で土台を固め直すことによってやっと移築が成功した。

　崩れた建物はそのまま他の建物とかを作る石材や木材として再利用し、また崩れるまではいかなかった家屋に関しては修繕して使うことになった。エコは大事だよね。

　話を戻すと、この領主館は王都アルフェンの壁内区画で売りに出されていたそこそこ見栄えの良い館を移設したものだ。

　元々地方領主が王都に来た際に過ごすための別邸だったのかな。

　この領主館とは別に俺達の屋敷を用意してある。あっちはミスクロニア王国の首都クロンで伯爵邸として使われていたものだったか。瑕か疵し物件──いわゆるいわくつき物件で、なんか幽霊っぽいものが憑ついていたのだが、無慈悲な光魔法で浄化してやった。元公爵だか王弟だか知らんが、俺の快適な生活を邪魔するものは許さん。

　部屋数も多いし立派で大きい風ふ呂ろも付いていたので、なかなか満足できる物件だった。地下室というか地下牢ろうがあったりしたのだが、どう考えても使う予定がないのでそこは潰つぶしてしっかり排気関連の工事をしてから鍛か冶じや錬金術の工房にした。

「開発の進しん捗ちよくはどうだ？」

「領都の区画整理はだいたい終わりましたね。今は上下水道の整備をしているところです」

「アンティール族の方々のおかげで土木工事は順調ですねー。逆に建築の方の進捗が今ひとつです」

「あー、アルケニアとか鬼人族の事とか考えるとやっぱなぁ。図ずう体たいでかいし」

　住人となる予定の種族の体格の違いが問題となっており、建築に関しては今ひとつ進捗がよろしくない。何せ人間や獣人サイズで作ると入り口が小さすぎて彼らでは建物に入ること自体ができないのだ。

　その上建物内で動き回ることを考えるとあっちこっちにぶつかったりなんだりで大変よろしくない。

「今日訪れた鬼人族の里の家が良さそうな感じだったな。戸口が広くてな」

「なるほど。色々と試行錯誤するしかありませんかねー」

「鬼人族の大工でも雇えれば良いんだがな」

　最終的にはそういう関係になりたいものだが、さて。どうなるものかな。

「あなた、この後は？」

「思ったより早く帰ってこれたからな。領都を見回りつつ手伝えることを手伝ってくるわ」

「うーん、それなら外壁の方を見てきてもらって良いいですか？　石材が心こころ許もとないって陳情が上がってきてますから」

　マールが手元の書類をいくつか確認し、指示を出してくる。うむ、優秀な嫁で実に助かるな。まぁ、いつまでも執務にかかりきりにしておくわけにもいかないしできるだけ早い段階で仕事を任せられる人材を見つけないとな。

　そうしないとおちおち子作りもできないし。

　子作り……いかん、脳内がピンク色に染まりそうだ。どうどう、ステイ、俺ステイ。よし。

「了解、サクッと補充しとくわ。二人とも、根をつめすぎるなよ？」

「わかりました！　気をつけて行ってきてくださいね！」

「お気をつけて」
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　さて、現在領都は幾つかの区画に分けて整備されている。

　まずはこの街の目玉である中央水生成施設。当初は蛇じや龍りゆう玉ぎよくを用いて造る予定だったのだが、例の名状し難き肉塊から手に入れた魂こん魄ぱく結晶というヤバめな品を用いることにした。

　どっちも無尽蔵に魔力を生成する品なのだが、魂魄結晶の方が出力に於おいて遥かに優れているためだ。現状で出力の二割ほどしか使っていないのだが、水の生成量は過剰なくらいである。後々余剰出力で様々なことができるように、かなり余裕を持たせた設計にしてある。

　さて、問題は領都内にどうやって水を行き渡らせるかという点だ。

　慣れ親しんだ元の世界の水道と同じように地下に水道管を埋設しようかとも考えたのだが、末端まで滞りなく水を行き渡らせるためにはその広さに応じた水圧が必要となることにすぐに思い至った。

　この圧力をどうやって生み出すか、という点について色々と考えてはみたのだが、今ひとつうまい手を思いつかない。

　最初に考えついたのは、高圧に耐えられそうな球形の頑丈なタンクのようなものを造り、そこに調整可能な弁をつけて内部に水の生成装置を封じる方法だ。

　この状態で水を生成すれば行き場のない水が強烈な圧力を生み出すというわけである。質量保存の法則を始めとした物理法則に真っ向から喧けん嘩かを売ってるが、できるんだから仕方ない。

　とは言え、この方法は容器や弁の耐久性の確保に課題があり、しかも万一破裂などした場合には大惨事が予想されるので即行でお蔵入りになった。

　次に俺が考えたのは水が高いところから低いところに流れる性質を利用した方式だ。自然流下式というやつだな。最初は給水塔のような高所に水の生成装置を作り、それを空中配管か水道橋で各所に廻めぐらせようと考えた。ただ、あまり高くするとメンテナンス性が問題だ。

　そこで閃ひらめいた。これを合わせればどうだろうか？

　高い給水塔を造り、そこに水生成装置を設置。高低差を利用して地下配管に水を通すのだ。うん、これはいけるんじゃないか？　なんだっけ、こういうのなんつったっけ。サイフォンの原理だっけか。うろ覚えだぜハッハッハ。

　で、その水の生成施設を中心として上下水道を整備しているところである。これは穴掘りというか、土木工事が得意なアンティール族に頑張ってもらって急ピッチで進んでいる。

　水生成施設の外観は天に向かって聳そびえ立つ真っ黒い塔のような外観だ。土魔法を使ってコツコツと三日かけて俺が造った。俺の膨大な魔力によって極限まで強化と研磨を施され、黒大理石のような艶つやのある光沢を放っている。ちなみにソーンが普通の鉄の剣で斬りつけたら傷一つつかずに剣の方が欠けた。地盤もしっかり固めてあるので耐震性もバッチリだ。

「おつかれー、頑張ってくれよー」

『『『『了解であります！』』』』

　巨大地下通路を建設しているアンティール族達を労ねぎらうと、可愛かわいらしい少女の声で沢山の声が返ってくる。うん、相変わらず声だけは可愛いな。見た目が完全にでかいアリだけど。

　アンティール族は例外なく土魔法を使えるため、掘った穴をそのまま土魔法で固めてトンネルを掘ることができる。今は領都の地盤固めと並行して地下通路を張り巡らせて貰もらっているところだ。

　広めに造った地下通路を領都の地下に張り巡らせて、そこに水道管や下水管を設置していく予定である。そうした方が単に地面に配管を埋めるだけよりもメンテナンスが楽だからだ。

　広めに造っておけば後々上下水道以外のものを通すのにも使えるかもしれないしな。換気口も各所に作らせてあり、そこに浄化と送風の効果のある魔道具を配置している。そんなに魔力のいる術式でもないので、ミスリル製の金属プレートに簡単な魔法刻印を施すだけで済んだ。大きさも精々クレジットカードくらいなので、コストもそれほどでもない。

　地下通路と配管のメンテナンスは基本的にアンティール族に任せるつもりだが、他の種族の人員も投入する予定だ。何かの事情でアンティール族が俺たちの下から離れた際に、メンテナンスができなくなるんじゃお話にならないからな。
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　考え事をして歩いているうちに西側外壁建設現場に辿たどり着いた。ここも急ピッチで整備が進んでいる区画の一つだ。

　防衛上の観点と精神衛生上の観点の両方から領都に城壁を造ることはすぐに決定された。ミスクロニア王国から築城のプロが呼ばれ、俺の監修の下、この世界で二例目となる星形城壁の設計が為され、既に着工している。地均ならしと基礎工事を俺が魔法で片付けたからこそのスピード着工だ。

　星形城壁とは言っても本当の星形ではなく、四角形の四つ角に菱ひし形がたの突端が付いているような形状だ。城門を設置する東西から攻められた場合、城壁からの攻撃に加えて更に両突端から十字砲火をかけられるため、非常に防御力が高い。

　城壁そのものはそんなに高くはなく、その代わりに土や煉れん瓦がを多用して分厚くなっている。これは強力な攻撃魔法を撃ち込まれた場合、背の高い石の城壁だと容易に破壊されて倒壊する恐れがあると考えられるためだ。あと、飛行型の魔物などの航空戦力を考えると高くしてもあまり意味がないしね。まぁ表面は石材にするけど。

　その他にも豊富な水を利用した深い堀なども作る予定だが、それは後の話だ。

　この建設現場では勤務体制を朝から昼、昼から夕方にかけての二パートに分けて区切っており、それぞれ食事と日当を提供している。朝食を食いにきてそのまま働き、日当をもらって午後からは他の事をするやつもいれば、昼飯をここで食って夕方まで働き、日当を貰って一日を終えるやつもいるようだ。休みも自分の判断で取れるので概おおむね好評のようである。

　今のところは露骨にサボって飯と金だけせしめるような奴はいないらしい。まぁ自分達の街を守るための外壁だからな。それにそのような事が発覚した場合は厳しく処断することになっている。

　例えば毛皮のある獣人の場合は全身の毛を剃そられることになっている。これは獣人にとっては大層不名誉というか恥ずかしいことらしく、ソーンやマルクスといった獣度の高い獣人はガチで震え上がっていた。

　他にもいろいろあるんだが、実際のところ刑法に関してはまだ策定中だ。外壁工事のサボりに対する罰は身内の罰ゲームに近い気もしないでもない。まぁこの辺はおいおい考えていこう。

　とりあえず判断に困る場合は俺に話が来ることになっている。俺のドＳ度が試されるな。胸が熱くなってきた。

「おーい、石材が足りないって聞いてきたぞー」

　俺が声をかけると、現場監督をしていたケンタウロスの女がこちらにパカパカと蹄ひづめの音を立てて駆けてきた。確かこいつはデボラの取り巻きだった奴だったかな。名前はなんだっけ？　そういや聞いてない気がする。

「主あるじ殿、わざわざご足労いただいて申し訳ありません。石材の集積場にご案内します」

　なんだか妙に恭しい対応をされた。あれぇ？　こいつっていっつも俺の事を睨にらんでくるような感じのキャラじゃなかったっけ。

　俺の困惑した様子に気が付いたのか、ケンタウロスの女が頭を下げた。

「先日までの無礼な態度、誠に申し訳ありませんでした。正直なところ、この土地に連れてこられるまでは主殿の事を疑っておりましたので……今は己の不明を恥じております」

「ああ、うん。気にしないでくれ。今信じてくれてるなら良いから。慎重なのは良いことだと思うぞ」

　そんな話をしながら石材の集積場へと向かい、土魔法を使って大量の石材を生成する。生成するとは言っても別に無から有を生み出しているわけではなく、アンティール族が掘り出してここに集積している土を固めて生成するのだ。

　まぁ、魔法には質量保存の法則とか関係ないから物質を生み出すこともできるんだけどね。元々の材料があったほうが魔力消費は遥はるかに少ない。

　これで大きな岩を作り、土魔法で手頃なサイズに分断する。後はこれを積み上げ、ある程度積んだところで土魔法で隙間を埋めて固めるわけだ。

　ぶっちゃけて言うと、俺がかかりきりになれば一人で城壁を造ることは容易たやすい。そうしないのは獣人達に労働の場を与え、自立心を維持してもらうためだ。一から十までおんぶに抱っこで俺が全てしてしまえば、獣人達は自立した生活を送れなくなってしまうだろうからな。

　今のところは外壁を始めとした各種施設の建設、という公共事業が領都の住民の主な働き先であるわけだが、いずれはそれも先細りしていく。

　無論自己責任論を振りかざして放置する気は無いが、いずれ住民達には自分で金を稼ぐ方法を獲得してもらわなければならない。例えば樹海の魔物素材や薬草なんかを採集する狩人かりゆうどだとか、それを加工する職人だとか、それを扱う商人だとか、そういった方法をだ。

　無論、技術が無いとできないことも多いだろう。だから俺はミスクロニア王国やカレンディル王国からそういった技術やノウハウを持つ職人や商人を招き、職業訓練なども行うつもりだ。

　既に食事を提供する屋台を始めている住人もいるらしいし、カレンディル王国で拾ってきた商人の下には散髪などに使う理容器具や皮革の加工に使う道具などの注文や問い合わせが入っているそうだ。

　既に自分で自分の食い扶ぶ持ちを稼ぐべく動き始めている目端の利く奴もいるってことだな。

「ふむ、こんなものかな」

「ありがとうございます、主殿」

　文字通り山積みになった石材を適当な形に整え、崩れないように積み直して一息つく。

「他に不満や要望は上がってきていないか？　この外壁建設現場のこと以外でも良いから、何か聞いていたら教えてくれ」

「そうですね……私の知る限りでは特にありません。先日開通した水場はかなり好評ですね。働いた後に水浴びができるのがやはり嬉うれしいようです」

「ああ、井戸で水汲くみ上げて水浴びするのめんどいもんな」

　とりあえず試験運用として外壁の建設現場や外壁の外にある農地区画、それと本格的な住宅を造るまでの仮設住宅区画に給水管を通したのだ。地下配管ではなく地上に露出した形で出しているので、地下配管の方が通ったら撤去する予定だけど。

　建設現場では豪快に水浴びができる水風ぶ呂ろのようなものと、水飲み場を設置している。かなり大きめに作ったので、プールみたいに泳いで遊んだりしているやつもいるようだ。

　領都には既に蜥蜴とかげ人間のリザードマンや鰐わに人間のアリゲーティアン、どう見ても河童かつぱにしか見えない自称サハギン、褐色肌の水すい棲せいエルフ──単に水エルフとか海エルフと呼ばれるらしい──など、一部の川の民も移住してきている。

　彼らは水に濡ぬれるのを全く厭いとわないので、運河の整備に従事してもらっている。

　運河は領都から川の民の領域まで既に開通済みで、彼らには護岸工事や魔物除よけの結界柱の設営などをしてもらっているわけだ。

　え？　二週間でなんで運河ができているのかって？　そりゃお前、純粋魔法レベル４の魔マジツク砲カノンで直線上の障害物を薙なぎ払って、見通し良くなった所を土魔法で一気に陥没させて力技で作ったに決まってるじゃないか。

　ついでに排水や下水を溜ためる溜め池も作ったよ。極大爆破を数発ぶち込んで更地を作ってから運河と同じく土魔法で地面を陥没させてな！

　なんかそれを見てから住人達が俺に敬意というか畏い怖ふの感情を抱いたようだが、あまり気にしないことにしている。ふははは、我を畏おそれ敬うが良い。

　溜め池の底には蛇龍玉で作った水質浄化装置を設置してある。実はこれ、あまり水を澄ませ過ぎても生き物が住めなくなるから調節が難しい。一応浄化の出力は調整できるようになっているので、その管理を川の民に委託した。

　そのうち下水とかも入ってくるし大丈夫かな、と心配したのだが川に動物の排はい泄せつ物が流れるのは彼らにとってはある意味当たり前のことらしく、あまり気にしていなかった。

　寧むしろ領都から流れてくる水の綺き麗れいさに驚いているそうだ。まぁ超純水みたいなもんだしね、生成してる水は。

　ちなみに運河にはもうすでに水を流している。そんな中で護岸整備なんてできるのかと思うだろ？　その辺はさすが川の民を名乗るだけあって、水魔法を使って護岸整備するところだけ水の流れを変えて上う手まくやっているようだ。土魔法に適性のある者もそれなりに多いようで、連携して事に当たっているらしい。

　サハギンというか河童達が良い仕事するんだよ。水魔法も得意だし、力持ちなんだよね、あいつら。意外と手先も器用だしな。

「主殿、この街は今後どうなっていくのですか？」

　ケンタウロスの女の唐突な質問に俺は少し考えてから口を開いた。

「んー……そうだなぁ。先まずは住人が生きていけるだけの色々な基盤の整備だな。同時にカレンディル王国とミスクロニア王国を結ぶ街道を整備する。最終的には両国の貿易をここに集約する。きっと両国の全てがここに集まるぞ。人も、物も、金もな。お前らはその全てがある場所で生きていくんだ」

「大丈夫でしょうか？」

　不安げな表情をこちらに向けるケンタウロスの女に俺は笑って見せる。きっと今の俺は不敵な笑みを浮かべているだろう。

「そりゃお前ら次第だろうな。俺はお前らが誰憚はばかることなく暮らせる場所は作るが、一人一人の面倒を全て見るわけじゃない。最低限、飢えて死んだりするやつが出ないようにはするつもりだが、働きもせず怠惰を貪むさぼるようなやつまで養うつもりは無いしな」

　俺の言葉を聞いたケンタウロスの女の表情は晴れない。そりゃそうだ。なんとかなる、大丈夫だ、俺が守ってやる、みたいな言葉を期待してたんだろうしね。

「今のお前達はあれだ、旅の初心者みたいなもんだ。歩き方も知らない、路銀を稼ぐ術すべもない。だから、慣れるまでは歩き方を教えてやるし、背負ってもやるし、路銀を稼ぐ方法も教えてやる。だがな、慣れたら自分の足でしっかり歩いてもらうし、路銀も自分で稼いでもらう。外敵からは俺が守ってやるけど、自分で自分の身くらいは守れるようになってもらわないとならんな」




　ヒヨッコ以下の駆け出し領主のくせに何を偉そうに、と自分で思いながらも表情には出さずに高説を垂れる。

　実際問題俺が全部面倒を見るのは健全じゃないからなぁ。まぁぶっちゃけると面倒臭くもあるんだけどさ。

「……うん、そうですね。そうあるべきです。我々が子供を育てる時と同じですね」

　今の俺の言葉のどこかに彼女にとって安心できる点があったのか、ふっと表情が安心したかのように安らいだ。旅人に喩たとえたのがケンタウロスの伝統的な子育てのイメージと被かぶったのかね。
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　石材の補充をしたついでに城壁建設の進しん捗ちよくを確認した俺はケンタウロスの女──リサという名前だった──と別れ、中央給水塔の近くまで戻ってきた。

　この辺りは後々行政や経済の中心地となる予定で、冒険者ギルドや商業ギルドの他、役所などもこの地区に置くつもりである。それらが必要になるのはもう少し先の話なので、今は建設予定地の区分けだけを終わらせてある状態だ。

「おう、調子どうよ」

「いらっしゃいませ、オーナー。そうですね、ぼちぼちですよ」

　俺がやってきたのはこの領都で今のところ唯一の商店であるパルミアーノ雑貨店だ。

　立地は西の城門予定地から少し歩いた中央給水塔の近く。将来的に一等地になること間違いなしの場所である。

　そんなこの場所に店を構えているのはベンジャーノ＝パルミアーノという人間の商人である。二十六歳、独身男性。背は低めだが決してひ弱ではない。所謂いわゆる細マッチョというやつだ。濃い茶色の髪の毛を短く切ったツンツン頭で、顔はイケメンとは言えないが愛あい嬌きようがある。

　カレンディル王国各地とマウントバスを回っていた行商人で、そろそろ腰を落ち着けて店を持ちたいと思っていたところを商業ギルドのヒューイ経由で俺が拾った。

　これから発展間違いなしの超好立地に店を持たないか？　というあからさまに怪しい誘いにホイホイ乗ってきた度胸のあるやつである。本人的には行商人の勘が働いたと言っているが、鑑定眼で見てみると『直感（機）』というスキルを持っていたので、恐らくスキルの恩恵だと思う。

　このスキルは俺のスキル取得一覧にも出てこないんだよね。もしかしたらユニークスキルなのかもしれん。

「売れ筋はやっぱ調理器具か」

「そうですね。狩人から肉や樹海で採取した山菜やキノコなんかを分けてもらって自炊する人が増えてきてるみたいです。調味料とかも売れ筋ですね。後は布と裁縫セットと糸とか、ブラシやハサミなんかが売れ筋ですよ」

　やはり食事関連と衣類関連が売れているらしい。売上明細を斜め読みしてみると嗜し好こう品として酒も売れてるみたいだな。今のところ酔っ払って騒ぎを起こすやつはいないようだが、気をつけないといかんね。

「どうだ、環境は。嫌がらせとかそういう類たぐいのことは無いか？」

「いえ、最初は怖がられてるみたいでしたが最近はそういうことも無くなってきてますね。嫌がらせとかも別にないですし、パメラさんとかレリクスさんとかブレイクさんがたまに様子を見にきてくれてますから大丈夫ですよ」

「ほう、あいつらもちゃんと仕事をしているようだな」

　最初に俺と接触した五人の獣人──狼獣人のソーンとブレイク、豹ひよう獣人のレリクス、兎獣人のパメラ、牛獣人のマルクス──この内ブレイクとレリクスとパメラの三人は領都内の治安を維持する衛兵としての仕事に就いていた。

　主な業務は喧けん嘩かなどのいざこざの仲裁、事件や事故が起こった際の迅速な対処、領都内の見回り、領都周辺に寄ってきた魔物の排除である。勿もち論ろんメンバーはこの三人だけでなく、デボラの取り巻きその二こと虎獣人のミース（最近名前を知った）や先ほどのケンタウロスの女のリサもそのメンバーである。他にも元狩人の数名が衛兵の任に就いている。

　牛獣人のマルクスは畑を耕している方が性にあっているらしく、農業担当に就いている。ソーン？　ソーンはもっと愉快な職に就いてもらってるよ。

　俺直属の私兵という名の新装備の実験台にな！

　俺が作った自重してたりしてなかったりする様々な新装備の試用をソーンにはしてもらっているのだ。後々設立する領軍の制式装備を模索するための重要な役割である。

　流石さすがにソロでは危ないし、そもそもたった一人では試せる装備も少ないので、アルケニアや川の民、妖よう精せい族から選えりすぐられた精鋭で俺の私兵は構成されている。

　後々俺以外の人員が作ることも想定して品質はそこそこで抑えている。

　一点物ならともかく、軍などの組織で運用するのであれば製造に極端に高度な技術が必要になるのも、コストが高すぎるのも論外だ。それでいて使用方法も簡便であるべきだし、簡単には壊れない耐久性も必要だろう。

　余裕ができれば使用に専門の知識を必要とする装備を扱う特殊技能兵の育成なども視野に入るが、今はまだその時ではない。まぁ私兵は実験部隊だから色々使わせるけどな。

「売上の傾向に関しては領主館にも報告書を出しておいてくれ」

「わかりました」

　まだ閑散としているパルミアーノ雑貨店を後にする。もう数分もすれば午前中の仕事を終えた領民達が押し寄せてくるだろうからな。金を出しているだけのオーナーは商売の邪魔にならないようにさっさと退散するのだ。
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　パルミアーノ雑貨店を後にした俺は次はどこに行こうかと少々考え込んだ。今の領都で他に見て回るところとなると、とりあえずの建設が終わった仮設住宅区、工事中の溜め池と運河、食料やその他資材を集積している集積場と、すぐ側に併設された作業場、後は領主館と俺達の邸宅──ああ、建設中の城壁外にある農地区画と訓練場もあるな。

　うーん、そろそろ昼になるし領主館に行ってマール達と食事を取るか。その後で見回りを続けよう。昼時には他の嫁も集まってくるしね。

　ふと我に返ると俺の周りにちびっ子達が集まっていた。

　半分はケモミミとか尻しつ尾ぽをはじめとした動物の特徴を持つ獣人の子供で、もう半分は様々な形状や模様の羽を背に持つ子供達だ。手のひらに乗るサイズから獣人の子供達と変わらないサイズまで様々な見た目の子達がいる。

　後者のちびっ子達は妖精族だ。

　本来の大きさは手のひらに乗っかるサイズだが、最大で身長１４０㎝くらいまで大きくなれるらしい。ほぼ全員が複数属性の魔法を操る魔法使いで、かなりすばしっこく飛び回ることができる。それと透明化する能力がある。ガチの光学迷彩である。羨うらやましい。

　そのすばしっこさと魔法を操る能力、透明化の能力を駆使して樹海で生き残ってきたらしい。魔物としても食いでが無い上に魔法も操る妖精族はあまり相手にしたいと思われないらしく、襲われることも殆ほとんど無いそうな。

「にーちゃん今日はどかーんてしないの？」

「今日は予定ねぇなぁ。なんだ、どかーん見たいのか」

「「「「みたい！」」」」

　ちなみにどかーんというのは俺が魔法で運河やら溜め池やらを作ることである。極大爆破でクレーターを量産したり魔マジツク砲カノンで樹海を薙ぎ払ったりするのが見ていて楽しいらしい。

「でもな、どかーんするとそれだけそこにいる植物とか虫とか動物とかな、魔物以外の生き物も一緒にどかーんしちゃうんだよ。そんなの可哀想だろ？　だから無意味にどかーんするのはあんまり良くないんだ」

　俺の言葉にちびっ子達が不満げな表情をしたり、悲しい表情をしたりする。

　思えば今のこの領都には子供が遊べる場所があまりないな。有り余る土地と水遊びできる水場はあるが、樹海は魔物が強すぎて危険だから子供達だけでは入れない。作業場や城壁は色々と危ないし、大人達に追い払われてしまう。

　ふむ、昼まではまだ少しばかり時間があるな。

「よーし、パパ子供達の遊び場作っちゃうぞー」

　俺の言葉に首を傾げる子供達を引き連れて住宅区画予定地へと移動する。

　ここは仮設住宅区画からも近いし、見通しも良いので大人の目も届きやすい。立地としては最適と言えるだろう。

「ここを公園とする！」

「にーちゃん、こーえんってなに？」

「お前達のようなちびっ子が思いっきり遊べる場所だ。ちょっと離れてろ」

　そう言って俺は地面に手をつき、魔力を練って流し込む。そうすると俺の思い通りにズズズズ……と重い音を立てて真っ白い巨大な岩が地面からせり出してきた。高さは３ｍ、横幅は20ｍ近いだろう。

「こんなもんでいいかな」

　ちびっ子どもが後ろでキャッキャと騒いでいるのを聞きながら、俺は土魔法で岩を削り、くり抜いて階段や滑り台、斜面板などを複合した大型遊具を作り上げる。

　他にも平均台や雲うん梯てい、鉄棒、ストレージからロープと木材を取り出してブランコなども作る。遊び方を教えてやるとちびっ子どもが思い思いに遊び始めた。妖精族は一緒に遊んでいるやつもいるが、単にニコニコしながら遊ぶちびっ子達を眺めている奴もいる。恐らく妖精族の中でも歳としをとっている奴らだろう。見た目は変わらないから解りづらい。

「怪け我がに気をつけて遊べよー。あと見守ってる奴らはもし怪我したら面倒見てやってくれな」

「「「はーい！」」」

　ちびっ子達の返事を聞いた俺はその場を後にする。滑車があればターザンロープも作れたんだがな。とりあえず重篤な怪我の防止用に遊具の周りの地面は柔らかい砂にしておいた。

　まぁ大人の妖精族もいるし大丈夫だとは思うが、できることはしておいて損は無いだろう。それでも怪我する子供はまぁ居るだろうが、そこまでは知らん。何が危険で何が危険でないか怪我をして覚えるのも勉強だろう。

「もし怪我したらマールの作った超絶マズい魔法薬を飲んで治してもらうからな。気をつけて遊ぶように」

「「「はい」」」

　めっちゃはしゃいでたちびっ子達が凄すごい神妙な顔で頷うなずいた。流石マールの薬。効果は抜群だ！　この数週間でマールの回復薬のお世話になった住人の数はそれなりにいる。どの住人も身体からだの傷は治ったが、魔法薬が入っているようなガラスの瓶や魔法薬っぽい液体を見ると冷静さを欠くようになったそうだ。不思議だね。







　　　第二話　～嫁のご機嫌取りをすることにしました～







「ところでタイシさん。折角整理した区画に計画外のモノを建てましたか？」

「建ててない」

「そうですかありがとう。子供達の憩い場凄いですね」

「それほどでもな──あ、勝手に建ててごめんなさい酢の物追加らめぇぇぇぇっ」

　俺の目の前に海藻の酢の物が山盛りに盛られた皿が置かれる。なんということだ。俺の幸せな昼食タイムが死んでしまった……。基本的に好き嫌いは少ないんだけども、酢の物は駄目なんだよ。

「まったく……しっかりと計画を立てて区画を指定してるんですから、あまり勝手をしちゃダメですよ。それとその酢の物は残さず食べてくださいね」

「はい……」

　やろうと思えば食べたふりをしてストレージに放り込むという手も使えるのだが、それをすると作ったデボラに失礼なので涙を吞のんで食べることにする。

　この場にいるのはマール、メルキナにクスハに俺の四人だ。フラムは私兵部隊に交ざって朝から周辺の魔物狩りに出征中。カレンとシェリーはお弁当を持って城壁外の農耕地で魔法を使って土いじり。シータンは外壁の炊き出しを手伝っている。ティナは領主館でミスクロニア王国とカレンディル王国から出向してきている人達と昼食。クマさんことデボラも一緒だ。

　本日の昼食メニューは鶏卵とマッスルパイソンの蛇肉を使ったスープと、マッドボアのステーキ、海藻の酢の物に朝焼いたパンをトーストにしたものである。

　鶏卵は領都開発初期に導入したもので、城壁内に鶏舎を作って管理している。朝産んだばかりの新鮮な卵だ。マッスルパイソンとマッドボアは周辺で狩られた魔物で、マッスルパイソンは全長15ｍ以上の大蛇だ。

　細い見た目以上に力が強く、人間くらいなら絞め潰つぶす程の力がある。肉は意外と軟らかく、滋味溢あふれるので恐らく魔力で身体強化をしていると思われる。

　マッドボアは牛くらいの大きさがあるでかいイノシシである。狂った（ｍａｄ）イノシシではなく泥（ｍｕｄ）イノシシで、畜生の分際で土魔法を操って泥弾を放ってきたり、相手の逃げ道を泥状にして逃走を妨害したり、逆に自分が逃走する際に地面を泥状にして追跡者の妨害をしたりする。こいつも肉が美う味まい。

　さて、現実逃避をやめて視線でマールに容赦を求めてみるが、無言で首を振られた。これはマールさん激おこですわ。観念して酢の物に箸はしをつけようとしたところで横から伸びてきたスプーンとフォークがごっそりと山盛りの酢の物を取っていった。

「別に良いいじゃない、土地は余ってるんだし。子供達のために良かれと思って作ったのに、罰するなんてタイシが可哀想よ」

　そう言っていつの間にか俺の隣に座っていたメルキナが俺にニコリと微笑ほほえむ。

　最近のメルキナは俺に対して終始こんな感じだ。もう徹底的に甘やかしてくる。母性が溢れすぎて眩まぶしいレベルだ。出会った当初のツンデレ具合とか夢か何かだったんじゃないかと思うくらいにデレデレの甘々である。

「むー、ズルい！　私だってタイシさんを甘やかしたいのに！　メルキナさんはずるいです！」

「マーリエルのやり方が稚拙なのよ。諫かん言げんを呈すだけでいいでしょう？　設置した意図も、設置した場所もちゃんと考えてあるみたいじゃない。こんな嫌がらせみたいな罰を与えようとするのが悪いわ」

「ぐぬぬ……ッ」

　和気藹あい々あいとした雰囲気であったはずの食堂が険悪な雰囲気に塗り潰されていく。

「あいたぁ!?」

　ここはひとつ俺がガツンと言うべきか、と声を上げようとしたところで。メルキナが悲鳴をあげた。

「お主が言うことも尤もつともじゃが、お主はお主で大人気ないわ。嬢が未熟な小娘なのは確かじゃが、それをわざわざ煽あおるお主も同レベルじゃ、たわけ」

　いつの間にか音もなくメルキナに近寄っていたクスハがゲンコツを落としたらしい。序ついでに俺の皿に盛られた酢の物を更に半分自分の皿に移している。

「主あるじ殿を慕うのは当然じゃが、それで我らがいがみあって何とする」

「むー、だって可哀想じゃなーい。良かれと思って皆の為にやった事を責めて虐いじめるなんて酷ひどいわ。わざわざ嫌いなものを山盛りにするのはやり過ぎよ」

「お主の言うことも尤もと言ったじゃろう。妾わらわもそれには同意見じゃ。しかし、主殿が横紙破りをしたのもまた事実。それに対してちゃんと物申すのは伴はん侶りよたる者の務めじゃろう。それを悪し様に言って嬢を煽るのは大人気ないというものじゃぞ」

　クスハはそう言って俺の皿から海藻の酢の物を一口分箸で取り、俺の口元に持ってくる。酢の匂いがツンと俺の鼻を突いた。

「それもこれも主殿が横紙破りをして嬢を怒らせたのが悪い。やったこと自体は良い事じゃし、ちゃんと考えてやったんじゃろう。だが主たる者が掟おきてを破れば掟が掟として機能しなくなる。守られぬ掟に意味はないのじゃ。わかるな？」

「はい」

　クスハにあーんされて酢の物を食べる。酸っぱくてやっぱり苦手だった。

「嬢に言うことは？」

「悪かった。いつもごめんな。それと注意してくれてありがとう。今度はちゃんと相談してからやるよ。それとメルキナも庇かばってくれてありがとうな」

「うむ、主殿は素直で可愛いのう」

　クスハが俺の頭を抱き寄せて頭を撫なでてくる。お胸がふかふかですが、なんですかこの未いまだ嘗かつてない甘やかされっぷりは。何か企たくらんでいるとかじゃないですかね、これ。

「ところでなんで俺はこんなに甘やかされているんだ？」

「これは異な事を言う。女房が亭主を甘やかすのに理由がいるのか？」

「いや、んなことはないと思うが……」

　艶えん然ぜんとした表情で間近から見つめられて思わず顔を逸そらす。クスハは下半身こそ蜘く蛛もみたいになっているが、そこから上は本当に美人なのである。艶つやのある黒髪はフラムに勝るとも劣らない輝きを放っているし、ふっくらとした唇や整った目鼻立ちもまるで名工の手がけた芸術作品のようだ。まぁ、普通の目の他に宝石みたいな赤い複眼が額にあるんだけども。

　何が言いたいかというと、落ち着いて見つめ合うのが憚はばかられるくらい美人なのだ。

「主殿が照れておる。夜は野獣なのに昼間は可愛かわいいのう」

　そう言いながらクスハはチラリとマールに視線を向ける。まるで挑発でもするかのよう──というか完全に挑発してますわ。これ。

　しかしマールはそれに反応せず、知りませんと言わんばかりに溜ため息を吐ついて椅子に座り、チビチビとスープを口に運び始めた。あ、これアカンやつや。完全に不ふ貞て腐くされてるぞこれ。

　ここ二週間程を振り返ってみると、開発やら増えた嫁やらに対応するためにマールと接する時間が減っていたように思える。カレンやシェリーやシータンには流石さすがに手を出してはいないが、クスハやメルキナ、デボラと早く打ち解けるために彼女らと多めに時間を取っていた感は否めない。

　俺を抱擁しているクスハの手をやんわりと解ほどき、席を立ってマールの隣の席に座る。ちらりとマールがこちらを見てくるが、直ぐに視線を逸らしてしまう。

「マールさん」

「なんですか」

「怒ってますか」

「怒ってません」

「そうですかありがとう。視線逸らし凄いですね」

「それほどでもありません」

　マールはすました顔でスープを口に運び続ける。

　ちょっとあれですよ？　私の悪戯いたずら心がそのすました顔を吹き飛ばしてやるって言ってますよ？　さて、どうしてやるか。よし、ここは不意をついていくスタイルで行こう。

「マールさん」

「なんですか」

「デートしよう。明日あしたから二泊三日くらいで」

「そうですか……え？」

　俺の言葉を流しかけたマールが凄い勢いで隣に座っている俺の顔を凝視してくる。鳩が豆鉄砲食ったような顔とはまさにこのことか。目がまん丸だぜ。

「いやいやいや！　無理ですよ、やらなきゃいけないことが山積みですし……」

「色々と遅れが出ても俺が馬車馬のように働けばすぐに取り返せる。三日くらい何てことないさ。それよりも俺はマールを大切にしたいんだ。な？　頼むよ」

　困った顔をするマールから視線を外し、クスハとメルキナにチラリと視線を送る。
















「うむ、主殿と嬢の抜けた穴は妾達が埋めてみせよう。メルキナも協力してくれるじゃろうし、な？」

「……ま、仕方ないわね。ここは正妻に譲りましょうか」

　俺の視線の意味を正しく汲くんでくれたクスハがメルキナを上う手まく宥なだめ、理想通りに事を運んでくれる。本当にいい女だ。これで夜の大暴れがなければ最高なんだけどな。

「というわけで決定。マールは今日の仕事は早めに切り上げて明日の用意をすること。いいな？」

「えっ、えぇっ!?　いや、あの」

「よし、そうと決まれば俺も用意しないとな。ちょっと各方面に話を通してくるわ」

　俺の分の昼食をストレージに収納し、さっさとその場から退散する。酢の物の入った皿はついうっかり収納し忘れた。ついうっかりだから許して欲しい。ついうっかりだから。
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「それで今日はあっちこっち飛び回ってたわけね」

「うむ。そういうわけですまんが明日から二泊三日で空ける」

　あの後はそこそこ大変だった。

　まずは時間を見てティナに接触し、なんとか許可を得た。

　交換条件として一ヶ月以内にマールと同様のお泊まりデートを要求された。こちらとしてもそれは望むところだし、今回一番負担が大きいのは間違いなくティナなので即決でＯＫを出しておいた。

　次に大樹海の中で魔物の掃討を行っていた私兵部隊の直上にダイナミックにエントリーしてフラム以外の私兵を魔物ごと吹き飛ばし、邪魔者を排除した上でフラムから許可を得た。フラムが混乱している間に俺がいない間は出撃を控えることも約束させた。

　あと、怒り狂ったソーン他私兵部隊の隊員達に本気にかなり近い殺意を持って攻撃された。支給した防具の性能チェックがてらちょっとしたお茶目をしただけなのに。やはりあの『ごっめーん☆　テヘペロ☆』が良くなかったのだろうか。場を和ませるつもりだったんだけどなぁ、ハハハ。

　樹海から帰ってきたら郊外にいるカレンとシェリー、城壁にいたシータンを回収して屋敷に帰還。カレンにかなり駄々を捏こねられたが、粘り強く交渉した結果、夕食後に一緒にお風ふ呂ろに入って洗いっこをするという条件で妥結した。

　なんとか理性は保ったが、獣人三人娘による攻勢は日々激しさを増している。不屈の心で立ち向かいたいとは思うが、俺の鉄壁の理性が突き崩される日はそう遠くない予感がする。

「で、私は一番最後？」

「デボラなら許してくれるかなって。こうして夜にゆっくり話せるのは決まってたしな」

　今日の夜のお相手はデボラだというのは決まっていた。嫁達の協議により、俺の毎晩の夜よ伽とぎの相手はローテーションが組まれているのである。

　基本はマールから順にフラム、ティナ、クスハ、メルキナ、デボラの順番でローテーションが組まれており、不定期に『お休み』の日が入る。

　お休みの日は俺がお相手を決めるのだ。ぐひょひょ。

　ああ、デボラとの夜の生活に関しては心配のしすぎだったと言っておく。確かに顔とか手足はモフモフでクマそのものなのだが、意外とイケました。何と言ってもおっぱい様は普通の人間とそんなに変わらないし、身体の方は毛も薄くてちゃんと色々柔らかい。

　俺より身体が大きいから、抱き締められると包容力が凄すごいです。幼児退行しそう。

「仕方ないわね……留守はちゃんと守っておくから、しっかりと羽を伸ばしてきなさい。マールちゃんはちょっと無理し過ぎだからね」

「ん、やっぱそう思うか」

「まぁ、そうね。なんというか、貴方あなたを無理に立てすぎというかなんというか……上手く言えないけど、自分よりも貴方を大事にし過ぎているみたいに感じるわね。もう少しマールちゃんは我わが儘ままになっても良いと思ってるわ。私が言うのも変な話だけどね」

　デボラの言わんとするところは俺もわかる。なんというかマールは『理想の正妻』であろうと無理をしているように感じるのだ。

「うん、それに乗っかってやりたい放題の俺だよね。ははは……」

「それは私としては何とも言えないわねぇ……そのお陰でこうしていられるわけだし」

　デボラが苦笑しながら子供をあやすかのように俺の頭をその豊満な胸に搔かき抱いだく。

　あー、このボリュームはアカン。アカンて。自己嫌悪に陥ってだだ下がりだったテンションが上向いてくる。おっぱいで元気になってしまうのは男の性さがだね。

「あんっ。もう、随分でっかい赤ちゃんね？」

　うん。俺が基本的に駄目人間なのは今に始まったことじゃない。アニメや漫画や小説の主人公じゃあるまいし、清廉潔白な完かん璧ぺき超人になんてなれっこないんだよな。元々はただの三み十そ路じ近いおっさんだぞ。しかもモテなんてのとは無縁の。溺おぼれるのも仕方ない。だって男の子だもの。

　それを自覚した上で俺のできる範囲でできることをやっていこう。まずは目の前のおっぱいを攻略することに専念すべきだ。一意専心、じっくりねっとりと。
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　はい。翌日です。デボラの大きなお胸を満喫した翌日です。

　早起きした俺は準備万端、身支度をしてマールの準備が終わるのを待っていた。本日のマールの出いで立ちは柔らかい革の鎧よろいをベースにした旅装だった。

　動くのに邪魔にならない程度の大きさの肩掛けの旅行カバンに、柔らかく鞣なめされた白い革のマント。腰には俺の贈ったミスリルの短剣と曲刀がキラリと輝きを放っている。

　実はあのカバンは空間拡張の魔法が付与された逸品で、見た目以上に物が入る。いわゆる魔法の鞄かばんってやつだ。魔導具作製スキルを試すために作ってみたら、うまい具合にできたのでプレゼントした。

　それよりも危険なのは実はあの革マントで、裏地に試験管を収めることのできるホルスターが多数付けてある。表側に衝撃吸収の魔法が、裏地には物品保護の魔法が付与されていて、衝撃で試験管が割れたりしないようになっている逸品だ。魔法の鞄で味を占めたマールさんに熱烈におねだりされて作ったのだが、少し早まったかもしれないと今になって思っている。

　この前、美しくも寒々しいチェレンコフ光みたいな青い輝きを放つ試験管がマントの裏地に多数挿さっているのを見たのだ。コワイ！

「まずはテレスコに行くんですか？」

「うむ。そこから北東にあるガンディルって街に行こうかと思ってるぞ」

　カレンディル王国北部最大の街であるテレスコは大だい氾はん濫らんの際に俺が最後に解放した街である。確か悪人顔のゾンタークさんの妹君がテレスコの太守夫人だったかな。

　堅けん牢ろうな城壁と効率的な大型兵器の運用で大氾濫の魔物を寄せ付けていなかった。

　ガンディルはそのさらに北東、カレンディル王国の中ではゲッペルス王国に一番近い街であるらしい。ゲッペルス王国との貿易が一番盛んな街で、ゲッペルス王国から色々なものが流入して発展している街なのだとか。

「領都の参考になりそうな街ですね」

「それもある。けどゲッペルス王国経由で第二大陸からの舶来品とか、ゲッペルス王国の特産物とかも集まって大規模なバザーが開かれているらしいぞ」

　俺としてはどちらかというとそっちの方が主目的だ。その他にもゲッペルス王国の料理が食える店とかもあるらしい。他の目もく論ろ見みとしてはゲッペルス王国の情報とかも手に入れられないかと考えている。

　俺が聞いた話では大氾濫の魔物による襲撃がまだ続いているらしいし、ケンタウロス族をはじめとした亜人の部族と内戦状態にあるという話も聞いている。なんとか最新情報を入手したいところだな。

　さて、それはそれとして俺の格好はヒドラレザーならぬ八やま岐たの大蛇おろちレザーのパンツとジャケットである。これに指抜きグローブがあればパーフェクトだが、そこまで勇者にはなれなかった。

　ちなみに八岐大蛇の皮は柔らかくなめされて黒く染められたものを使用している。柔軟性が高くて着心地が良く、それでいて生半可な刃を通さない優れものだ。

　耐衝撃魔法を付与してあるため、その防御力はミスリル製の全身鎧に匹敵する。

　魔法の付与はどうやったかって？　これも魔導具作製スキルでやり方を覚えました。

　魔動具ではなく魔導具。声に出すと両方とも『まどうぐ』なんだが、この二つは似て非なるものだ。

　魔動具は使用者から直接、あるいは魔石などから魔力の供給を受けて様々な効力を発揮する道具であるが、魔導具はそういった仕掛けなしで自ら魔力を生成し、或あるいは周囲から魔力を吸い上げてなんらかの魔法効果を発揮し続ける。

　水生成施設や浄化施設もこれの応用で作った。何を素材にするかで付与できる魔法の方向性は大体決まるっぽい。まだ色々と未検証だが、そんな感じだ。

　例えば鉄製のヤカンに付与できたのは沸騰と冷蔵だけだったが、銀製やミスリル製だと清浄化の魔法効果を付与できた。黒鋼性だと何の付与もできなかった。この辺の法則性は今のところまだよくわからん。

　あと、武器にも付与することはできた。

　鍛か冶じスキルで習得した魔法刻印の方が効果は高いが、魔導具作製スキルで習得した魔法付与の方がお手軽にできる。魔法刻印は刻印を彫りさえすればどんな素材のものにも同じ効果を付加できるが、魔法付与は素材やその形状によって付与できる魔法が限られる。

　正直どっちも一長一短だ。ちなみに共存はできない。少なくとも今のところは。

　まぁ布や皮革製品に付与するなら魔法付与の方が遥はるかに便利で楽だ。魔法刻印は彫れる素材じゃないと施せないし、何より手間が半端ないからな。

「今日のタイシさんはいつにも増してお洒落しやれですね」

「そりゃデートだしな。あんまりそういうセンスに自信は無いけど、まぁ無難にな。お前は可愛かわいいから何着ても似合うな。抱き締めたくなる可愛らしさだぞ」

　八岐大蛇レザーの上下を褒めてきたマールを褒め返す。これだけでデレデレしてくれるマールさんはほんとチョロいよな。子犬のように擦り寄ってくるマールを軽く抱き締めてその鳶とび色いろの髪の毛を触る。サラサラで手触りが良い。

　マールは最近胸も育ってきたので、セクシー系も似合うようになってきた。まさに隙が無い美少女である。それでいて子犬のように甘えてきたり、ちょっと抜けたところもあるので可愛くて仕方が無い。




　惚ほれた贔ひい屓き目めがあることは否定しない。




「じゃあササっとテレスコまで跳ぶか。準備はいいな？」

「はいっ！　部屋から跳ぶのも風情がないので、門を潜くぐってから跳びましょう」

「確かに。そうするか」

　マールの言葉に同意しながらドラゴン革の剣帯をストレージから取り出して装備し、神銀製の剣を差す。いつものミスリル製の長剣は私兵部隊を率いることになったソーンにくれてやったので、その後継だ。

　装飾なども特に派手な部分がない、ぱっと見ではどこにでも売っていそうな長剣である。俺の趣味と、仕込んだ仕掛けを有効利用するために柄つかだけは普通の長剣よりも少し長めだ。切っ先は鋭くしてあるが、刃はさほど鋭くない。斬るというよりは叩たたき潰つぶすことを主体とした剣だ。切れないわけじゃないけど。

　この剣、実は本来はもっと長大な特大剣なのだ。それを魔法刻印によって縮小して通常の片手剣サイズにしてある。柄を捻ひねる事によって魔法刻印の効果が変わり、縮小倍率を変更できる素敵武器だ。

　片手剣モードだと柄を含めた全長は80㎝程度で、俺の腕の長さとほぼ同程度だ。イメージとしてはちょっと柄の長いショートソードで間違いないだろう。対人戦闘や小型の魔獣相手の戦闘を想定している。

　大剣モードだとその全長は一気に倍の１６０㎝程度になる。一般的なツーハンデッドソードくらいの大きさだ。これはオークやトロール、いつぞやの竜魔人くらいの大きさの中型魔獣を相手に戦うことを想定した。俺の膂りよ力りよくだとまだ普通に片手で扱える長さだ。

　そして縮小倍率ゼロ、特大剣モードではその全長は３２０㎝になる。これはドラゴンや巨人などの大型モンスターと戦うことを想定して作った。この前の気持ち悪い触手と脳みその融合体みたいなのもでかかったしな。流石さすがにこの長さになると片手で振り回すのは辛つらい。重さと長さで体勢が崩れるのだ。俺の体重は変わらないからな。

　ベースはあくまでも特大剣なので、片手剣モードでも特大剣と同じ重量がある。俺以外の人間がこの剣を振るうのは実質的に不可能だろう。

　逆にこの重さと神銀の頑丈さが俺にとっては大きな武器になる。俺のお化けみたいなＳＴＲストレングスの高さのおかげでこれくらいの長さなら小枝のように振り回せるからな。オリハルコン以外の素材の武具でこの剣での攻撃を受けたら折れるか砕けるか曲がるか……使い物にならなくなるのは避けられない。例外は魔法を付与されている武具くらいか。

　ちなみに、竜革の剣帯には重量軽減の魔法を付与している。じゃないと剣が重すぎて歩いているうちに剣帯ごと穿はいてるズボンがずり下がってくるんだよ……。
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　居残り組の嫁達に挨あい拶さつし、屋敷を出る。テレスコからガンディルへは馬車で三時間程で着くらしい。歩くと一日で着かないくらいらしいから、距離はきっと四十㎞前後ってところじゃないだろうか。

「ガンディルまではどうするんですか？」

「馬車が出てるんじゃねぇかなぁと思ってる。出てなかったら俺がマールを抱っこして走るけど」

「じゃあそっちで行きましょう」

「まぁじでぇ。まぁそっちのが間違いなく早いけどさ」

　三時間もガタガタ揺れる馬車に乗っていたらケツが痛くなること請け合いなので、まぁ走った方が良いか。問題は物もの凄すごく目立つこと間違いなしってとこなんだが。

「いっそ飛ぶか」

　どうせ目立つなら走っても飛んでも大差あるまい。

「えっ？」

　惚ほうけた声を出すマールをお姫様抱っこして長距離転移でテレスコへと跳ぶ。

「わぁっ、も、もう跳んだんですか？」

「跳んだよ。これから飛ぶけど」

「へっ？　あ、あれ？　なんだか地面が遠のいてませんか？」

「はっはっは。行くぞー」

　風圧を減殺するためにウィンドシールドを展開し、一気に加速を始める。

「ひゃあああぁぁぁっ!?　と、飛んでるぅぅぅぅっ!?」

「そう驚くなって、絶対に離したりしないから。下を見るのもいいけど、先を見てみ？　あそこにあるのがガンディルじゃないか？」

「そ、そんなこと言われてもいきなり飛んだら怖いですよ!?」

　俺の首に手を回したマールがぎゅっと力一杯抱きついてくる。最近育ってきているお胸様が俺の頰に押し付けられて幸せである。なんまんだぶなんまんだぶ。

　下を見てみると道はテレスコとガンディルの間にある大きな丘というか小さな山を迂う回かいするために大きく曲がりくねっている。歩いて一日かと思って身構えていたが、空を飛んで直線距離でいけばすぐについてしまいそうな距離しかなかった。

「ほら、速度を落とすからよく見てみろ。空を飛ぶ機会なんてあんまりあるもんじゃないぞ」

「ちょ、ちょっと怖いですけど確かに良い眺めですね」

　恐る恐るといった感じでマールが眼下の景色を眺めている。確かに良い眺めだ。足元にはテレスコ、遠くにはガンディルの街が見えるし、街道を行く人々の姿もちらほらと見える。

「なんで山を切り開いて道を作らないんだろうな。行き来がずっと楽になるだろうに」

「うーん、景観の問題、古くからの言い伝えか何かがあってできない、強力な魔物が住んでいる、整備費用と比べて費用対効果が低い、領主同士の仲が悪い……色々と理由は考えられますね」

「ああ、俺基準で考えてたわ。そうだよな、手作業であの山ぶち抜いて道を作るってなるとすげぇめんどくさそうだよな」

　そんなことをしなくても徒歩一日、馬車で三時間で移動できるならわざわざ山を切り拓いたりなんかしないか。

　実際に人力で木の生い茂っている山を崩そうとしたらまず藪を払って木を引っこ抜きながら土掘って、岩石が出てきたらどかすか砕くかして、出た土砂や岩石を廃棄して……気が遠くなってくるな。魔法があるこの世界なら土魔法の使い手が建設重機並みの働きをするんだろうけども。魔法使いを雇うのは高くつくらしいしな。

「タイシさん基準で物事を測ると色々ととんでもないことになりますね。この山を切り拓ひらくのだって一時間もかからないんじゃないですか？」

「何の邪魔もなければそれくらいで済むだろうなぁ」

　土魔法使って山を割るか、純粋魔法を使って不要な部分を消し飛ばすか。休火山とかだったりしたらいきなりマグマが噴き出してきて大惨事とかもあるかもしれないけど。

　今思うと俺も随分人間離れしたもんだ。今自覚して急に怖くなってきたぞ。

「空の散歩はこれくらいにして降りるか。ガンディルの近くに降りるぞー」

「ぎゃー!?　タイシさんゆっくり！　ゆっくり降りてください！　落ちるぅー！」

「落ちてない落ちてない」

　騒ぐマールを宥なだめながらガンディルへと降下していく。




　　　　─☆★☆─




「身分証を提示してくれ」

「ああ……身分証、身分証ね」

　はい、すっかりこれ忘れてました。いや、身分証はあるよ？　冒険者カードがね？

　ただ、この身分証は勿もち論ろん正式なものだからさ、俺の名前がモロに載ってるわけよ。カレンディル王国の大だい氾はん濫らんを跳ね返した勇者、タイシ＝ミツバさんの名前がね？

　今回は完全にプライベートで来てるわけだし、ネームバリュー故の厄介ごとはあんまり嬉うれしくないわけだ。俺はマールの分の冒険者カードも受け取り、まとめて門番の兵士に渡す。冒険者カードを受け取った門番は一瞬目を見開き、俺達の顔をガン見してきた。

　俺とマールは人差し指を唇の前に立て、静かにするようにジェスチャーで伝える。門番がガクガクと首を縦に振るのを見てから俺は口を開く。

「今回はごく個人的な用事でこの街に観光に来たんだ。余計な厄介ごとはできるだけ避けたい。できるだけな。門番さんも余計な厄介ごとは抱えたくない、だろ？」

　困惑する門番に上官には俺達がこの街を訪れていることを報告しないように要請し、ついでに一番上等な宿を聞き出して何枚か銀貨を握らせておく。

　賄わい賂ろはまずいと困っていたが、良い宿を教えてくれた情報料で正当な対価だと言って押し付けておいた。

「タイシさんも小悪党っぷりが手慣れてますよね」

「小悪党ってなんか違わね？」

　確かに口止め料の意味も込めて多めに銀貨を握らせた。情報に対して対価を払ったというのは建前ではあるが、別に噓というわけでもない。もし咎とがめられたとしても情報の価値なんてものは買い手がつけるものだ。俺がそれだけの価値を見み出いだしたと言えばそれまでである。

　若干ダーティな香りがするのは否定できないけどな。
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「とりあえず宿とって、それから適当に見て回るか」

「そうですねー。朝ごはんもまだですし、適当に屋台でなにか摘つまみながら行きましょう」

　そんなことを話し合いながら門番に教えられた宿を目指す。

　ガンディルの街はカレンディル王国とゲッペルス王国との交易拠点である。

　そのためか、メインストリートの道幅はかなり広い。馬車数台が余裕で行き交えるほどの広さがあり、このメインストリートはガンディルの街を一直線に貫いている。遠目にだが、ゲッペルス王国側に抜ける大きな門も見える。

「カレンディル王国じゃあんまり見かけない感じの建物が結構あるな」

「日干しレンガを使った建築ですね。カレンディル王国は石材が、ミスクロニア王国は木材が豊富なんですけど、ゲッペルス王国はそれらの資源が豊富ではないので。確か粘土とわらで作る日干しレンガをよく使うそうですよ」

「へぇ、国によって違うもんだな」

　黄土色っぽい壁の建物が連なっているのを見て異国情緒を強く感じる。確か元の世界では中東辺りの建物がこんな感じだったような気がする。

　ゲッペルス王国の民族衣装なのか、ゆったりとした長い布を使った衣服を身につけている人をよく見かける。カレンディル王国の人々の衣服は普通のシャツとパンツって感じだから見分けがつきやすいな。

「しかしなんだ、妙にピリピリしてないか」

「そうですねー。ゲッペルス王国の情勢が不安定ですから、その影響じゃないでしょうか」

「ああ、それにケンタウロスが目立つな」

　そう、獣人に対する差別が強いカレンディル王国の街にしてはケンタウロスの数が多い。ただ、女子供や老人が多いような気がするな。戦火を逃れて来たのだろうか？　だとしたらカレンディル王国に逃げてくるのは悪手だと思うんだが。

「それもピリピリしてる原因かもしれませんね。難民が増えているならトラブルもあちこちで起きているでしょうし」

「なるほどなぁ。施政者側としてはどうするのがベストかね」

「うーん、そうですねぇ」

　そんな話をして歩いているうちに目的の宿に着いた。

　宿の位置はガンディルの中心部に近く、人通りがかなり多い場所だ。しかし宿の建物そのものに減音の魔法でも施されているのか、外の喧けん騒そうは宿に入った途端ほぼ聞こえなくなった。まるでこの宿の中だけ別世界であるかのように錯覚しそうになる。

　旅装ながらも小こ綺ぎ麗れいな格好をしている俺達を上客と見たのか、宿の主人は俺達を丁重に扱った。一泊一人大銀貨１枚で豪華なベッドと風ふ呂ろ付き。宿泊料金に含まれるのはディナーだけだが、この宿のレストランで贅ぜいを凝らした食事と酒を楽しめるとのことだ。

「二人で一泊金貨１枚ですか」

「まぁ、家具とか調度は灼しやく熱ねつの金かな床とこ亭ていと比べるべくもないよな。部屋に金かかってるのは間違いない」

　主人が言うには各国の貴族も利用する宿であるらしい。確かになんというかこう、いかにも貴族って感じの豪華な調度だとは思う。笑いながらこっそりと防音であることも伝えてきた。ああなるほど、密談にも使えるってことね、と思うほど初う心ぶでも鈍感でもないので、つまりはそういうことだろう。

　近所迷惑になるのを心配しなくて良いってのはありがたいけどね。

　特に置いていく荷物もないので軽く部屋を確認してから宿を出る。

「まずは市場ですね！　何ど処こでしょうか」

「歩いてたらわかるんじゃないか。メインストリートからそう離れてはいないだろ」

　メインストリートをゲッペルス王国門側に少し歩くとすぐに市場らしき場所を見つけることができた。らしき場所、である。

「なんか閑散としてませんか？」

「あー、ゲッペルス王国との交易がストップしてるんじゃないか。大氾濫と内乱のダブルパンチで」

「ケンタウロスが多いところを見ると、交易路がケンタウロスに制圧されているんじゃないでしょうか」

　マールの言葉にああなるほど、と得心がいく。本来であれば交易路の閉鎖なんてのはゲッペルス王国としては決して容認できないのであろうが、恐らくは封鎖を解くだけの戦力的な余裕が無いんじゃないだろうか。

　難民らしきケンタウロス達の様子を見る限り、ケンタウロス族の状況も良いようには見えない。そしてカレンディル王国の人間からすればケンタウロス達は交易路を封鎖している上に難民として流入してきている厄介な存在というわけだ。

「なんとなくピリピリしてる理由がわかってきた気がするな。わかったところでどうすることもできんが……おっちゃん、串くし焼きとジュースくれ」

　閑散としているとは言っても営業している屋台や露店はそれなりにある。

　俺が買ったのは何かの獣の肉をたっぷりの香辛料をかけて炙あぶり焼きにしたものだ。食欲をそそるスパイスの香りとほのかな辛さがしっかりと下味をつけてる肉に実にマッチしている。この肉はあれだな、羊っぽいな。

「タイシさんならてっきりどうにかするかと思いました」

「どうにかって言ってもなぁ。そりゃ転移門で難民を領都に連れてくのはできなくはないし、そりゃ養ってやることも可能だろうけども」

　マールと二人で串焼きを齧かじりながら何かの実を搾ったジュースで喉のどを潤す。赤っぽい琵び琶わくらいの大きさの実で、ドライフルーツとしてよく食べられるらしい。ああ、そういやこのドライフルーツ見覚えあるわ。俺もこの世界来てから食ったことあるわ。

　元の世界でも見たことある気がする。確かデーツとかいったか？　ナツメヤシの実だったかな。

「なんだか煮え切らない感じですね」

「ぶっちゃけるとめんどい。あと、べつにケンタウロスってモフモフしてないし」

「えー……そんな理由ですか」

　俺にとっては重要な要素です。

　今言ったのも理由の一つではあるけど、まぁ細々と懸念事項はある。適当な場所に腰掛けつつ、俺の考えをマールに話す。

　まず樹海の中という環境がゲッペルス王国のケンタウロス達に合うかどうかがわからない。広大な草原を走り回っているケンタウロスにとって鬱うつ蒼そうとした樹海での生活はストレスになるんじゃないだろうか。

　そもそもケンタウロス達が俺による救済を受け容いれるかどうかもわからない。ゲッペルス王国との内戦を放り出して遠く離れた樹海に逃げることになるというのを受け容れられるだろうか？　これまでにお互いに多くの命を奪いあってきただろうしね。俺は内戦の理由も知らない。ケンタウロスの難民を受け容れた結果、無駄にゲッペルス王国の機嫌を損ねるのも避けたい。

「ゲッペルス王国のご機嫌は今更じゃないですか？」

「それもそうだな」

　マールの言葉に俺は素直に頷うなずいた。二人連続で未来の妃きさき候補を横から搔かっ攫さらったわけだから、そこは確かに今更か。

　さて、手元の食い物も無くなったし追加で何か買いに行くか。

「もう少しなんか食いたいな。何にする？」

「私は甘いものがいいです！」

「俺はもうちょっとガツンとしたものがいいな」

　マールは多種類のナッツがぎっしりと入ったパイに甘いシロップをかけたようなものを買った。俺も一口食べさせてもらったがナッツの香ばしさにシロップの甘みがマッチしてて美お味いしい。みんなも喜びそうなのでお土産に多めに買ってストレージに放り込む。

　俺は俺で肉の塊を豪快に焼いて削そぎ切りにしたものを焼いた生地に挟んだものを買った。あれだな、これは知ってるぞ。ドネルケバブだ。元の世界でも何回か食べたことがある。ソースはヨーグルトベースのようで、サッパリしていた。

　腹ごしらえを終えた俺とマールは市場を適当にブラブラする。

　やはりゲッペルス王国から入ってきた様々な品がメインのようだ。主に香辛料なのだが、俺もよくわからないようなのが沢たく山さんある。俺のうろ覚えの元の世界の知識よりも錬金術士として勉強しているマールの方が遥はるかに詳しかった。

「香辛料は薬として錬金術の分野でもかなり研究が進んでますからね！」

　ふふんって感じでドヤ顔しているのがちょっとイラっとしたので頰を伸ばしてやった。マールのくせに生意気な。

「いひゃいいひゃいれふ」

「あー、なんかこのやり取り久しぶりの気がするなぁ。なんかすげぇ落ち着く」

「人のほっぺたつねってなんて言い草ですか!?　私も同意はしますけど」

　プリプリと怒るマールを笑って宥なだめながら香辛料を買い込んでいく。ちょっと高かったがバニラエッセンスのようなものも入手できた。これでプリンとかバニラアイスクリームとか作れるよ！　やったね！

　レシピはうろ覚えだが、プリンなら多分作れる。アイスクリームもまぁ大丈夫だろう。

　スパイスいっぱいあるけどカレー粉とかは無理。配合とかわからん。ホットケーキはトライしたけど膨らまなかった。多分ベーキングパウダーが必要なんだろうけどベーキングパウダーの作り方がわからん。重曹を使うんだろうってことだけはわかるんだけどね。今度重曹でチャレンジしてみるかな？

「ずいぶん買い込みましたね」

「おう。まぁデボラとかシータンがスパイスに関しては研究してくれるんじゃないかな。このバニラエッセンス使って俺もデザート作れるぞ、多分」

「それは楽しみです！　絶対私にも食べさせてください」

「勿もち論ろんだ」

　その他にも色々と珍しいものを買い込む。ナツメヤシのドライフルーツが安くて大量にあったので買い込んでおいた。ストレージに入れておけば絶対に腐らないし、そもそも保存食として結構な長期保存ができるらしい。パルミアーノ雑貨店に卸してもいいな。

　そうして買い物をしていると、先ほどの食い物屋台の辺りに戻ってきた。

「ちょっと飲み物でも、と思ったんだが」

「どうもそれどころじゃないみたいですね」

　どうやら決定的な事態が起こってしまった後らしい。すりこぎみたいな棍こん棒ぼうを手にしたいかつい顔の屋台の店主と、頭を殴られて怪け我がをしたらしいケンタウロスの子供、それを支える何人かのケンタウロスの子供と、少し年とし嵩かさのケンタウロスの少年が対たい峙じして睨にらみ合っている。

「そんな棍棒で殴ることはないだろ！　まだ子供なんだぞ！」

「盗ぬすっ人とに子供も大人もあるか。むしろ子供だからぶん殴るだけで済ましてやってんだ。本当なら衛兵に突き出してるとこだ」

　歯を剝むいて怒鳴るケンタウロスの少年に対し、いかつい顔のおっさんは棍棒を手にあくまで冷静に対応していた。

　この世界の刑罰に関してはその街や或あるいは衛兵の裁量によって大きく変わるんだが、基本的に少額の盗みは罰金刑だ。もし払えなかった場合は犯罪奴隷落ちで、犯罪奴隷は基本的に過酷な労働で使い潰つぶされるので、罰金を払えない場合はほぼ死刑みたいなものだ。基本的に盗みを働く人間が罰金を払えるわけがないので、盗みで捕まるとその後どうなるかは推して知るべしである。

「どうするんですか？」

「どうするもこうするもなぁ……別に積極的に関わる理由もないんだが」

　頭を搔きながら緊迫感の漂う両者の間に進み出る。両者の視線だけでなく、周りの野次馬の視線までもが俺に集まった。そんなに見るなよ、穴が空いたらどうするんだ。

　俺はケンタウロスの少年を一いち瞥べつし、彼が怯ひるんだところでいかついおっさんに視線を向ける。おっさんが棍棒を握りしめ、緊張した様子でゴクリと喉を鳴らした。




「冷たい飲み物を要求する！」




　努めてキリッとした表情を維持したまま銅貨をおっさんに差し出す。

「……まいど」

　おっさんは一瞬怪け訝げんな表情を浮かべたが、すぐに気を取り直して自分の屋台に戻って飲み物を用意し始めた。

「あ、二つね」

「はいよ」

　後ろを振り返ると、ケンタウロスの少年がポカンと惚ほうけた表情で俺を眺めていた。棍棒で殴られた子供やそれを支えている子達も同じような表情だ。周りの野次馬達はいつの間にかやれやれといった感じで解散し始めていた。

「ま、待て！　いきなり来てなんだよお前！　そいつとまだ話が──！」

「見てわからんのか。お客様だよお客様。せっかく見逃してくれてるんだから素直に従っとけって。商売の邪魔ってもんだぞ。あ、おっちゃん注文追加で。肉串くれ、肉串。これで」

「……何本買うつもりだ」

「それで焼けるだけ適当に頼むわ」

　ジュース二杯と引き換えに俺から更に銀貨３枚を追加で受け取ったおっさんが短く溜ため息を吐ついて肉串を大量に焼き始める。俺は適当にケンタウロスの少年の背中を軽く叩たたいて宥めながらマールの待っている場所へと導いた。市場の一角に古くなった木箱や樽たるを利用して飲食できるスペースが設けられているのだ。

　ケンタウロスの少年は憮ぶ然ぜんとした表情だったが、素直に従った。他のケンタウロスの子供達も手招きすると同じように寄ってきた。男の俺一人ならついてこなかっただろうが、行き先にマールがいたから警戒心が薄れたんだろう。

「まぁなんだ、あんまり騒がしくするとおっかないのが飛んでくるからな。ほどほどにしとけ。それと殴られた子はこっちにこい」

　素直に俺の目の前まで歩いてきた子供の頭に回復魔法をかけてやる。ちょっとたんこぶになってるだけだからなんてことない傷だ。あのおっちゃんも手加減したんだろう。

　急に殴られたところが痛くなくなってびっくりしたのか、子供のケンタウロスが目をぱちくりさせて驚いている。

「おらちびっ子ども、お駄賃やるからこの兄ちゃんとお前達の分の飲み物も買ってこい」

　人数分の飲み物を買って少し余るだけの銅貨を子供達に握らせて飲み物を買いに行かせる。関わった以上は色々と聞き出しておいた方が無駄が無い。ゲッペルス王国の情報はあんまり聞いたことが無いからな。特にケンタウロスとの内戦に関しては殆ほとんど情報が入ってこない。
















　マールに任せようと顔を向けるが、マールはジュースを受け取ってニコニコとこちらを見るだけだ。どうやら徹底して俺にやらせるつもりらしい。なんなんだよもう。

「あー、そのなんだ。余計な事だったかもしれんが気になってな。まぁ変わり者のお節介だ。犬に嚙かまれたとでも思って諦あきらめてくれ」

「……いや」

　ケンタウロスの少年は言葉少なに返事をして俯うつむいた。よく見れば頰が少しこけているし、どこか疲れ切ったような雰囲気だ。まだ十五かそこらだろうに、相当苦労しているらしい。

「タイシだ、こっちはマール。まぁ、冒険者かな。他にも色々肩書きはあるけど」

「マールです。タイシさんの妻です」

「……イニン族のティダ。あんた達、何が目的だ？　俺みたいなケンタウロスを助けてもいい事なんて一つもないぞ」

　ティダと名乗ったケンタウロスの少年は疲労の滲にじむ目で俺達を軽く睨みつけてきた。今は薄汚れているが、肩の後ろまで伸ばしている髪の毛は俺と同じく黒い。きっと綺き麗れいにすればフラムのように艶つやのある美しい黒髪であることだろう。顔つきも俺から見るとなかなかのイケメンである。少しこけた頰と疲れた目が本来ならば少年らしい顔つきであろう彼を青年のように見せている。

「さっきも言ったがただのお節介だよ。ついでにゲッペルス王国というか、ケンタウロス達の事情を聞きたいと思っただけさ。旅行の土産話にね」

　そうして話していると子供のケンタウロス達が飲み物を持って戻ってきた。流石さすがに下半身が馬なだけあって速いな。

「次はさっきのおっさんのとこ行って串くし焼きを貰もらってこい。金は払ってある。ちゃんと謝るんだぞ。さぁ行け！　ほら駆け足だ！」







　　　第三話　～ケンタウロス達に喧嘩を売ることにしました～







「ふーむ、なるほどなぁ」

　子供達が確保してきた串焼きを摘みながらティダから話を聞く。

　俺もマールもさっき朝ご飯を食べたところなので、本当に摘む程度だ。大半は子供達とティダが平らげた。久々にお腹がいっぱいになって眠くなったのか、子供達が身を寄せ合ってうつらうつらし始めていた。

「ゲッペルス王国西部が主戦場で、ゲッペルス王国と大だい氾はん濫らんの魔物に挟撃される形となったケンタウロス達は勢力を大きく削られながらカレンディル王国との国境付近である南西部に後退を余儀なくされた、と。大氾濫が来るのはわかってたはずですよね？　一時停戦の交渉などはなかったのですか？」

「詳しくはわからないけど、あったみたいだ。でも誰も戻ってこなかったって。俺の兄貴達──若い戦士がすごく怒ってた」

　戦況やゲッペルス王国との交渉に関する話はティダも基本的に又聞きであるため情報の確度は高くはなさそうだが、そういったことに関わっていないケンタウロス達の一般的な認識であろうと思われるため、それなりに有用な情報だ。

　逆に、ガンディル周辺にいるケンタウロス達の生活や状況に関しては生の情報を得られた。ガンディルの領主の厚意でケンタウロス達の滞在は半ば黙認されているが、そんなに働き口があるわけではないので生活はかなり苦しいらしい。

　元々遊牧民であるケンタウロス達は半ば自給自足に近い形で生活してきたのもあり、現金などの蓄えはあまり多くない。そのため家畜が主な財産なのだが、その家畜も大氾濫の魔物にやられたり、移動時の食料として消費されたりであまり数が残っていないそうだ。

　しかもゲッペルス王国との停戦交渉に赴いた各部族の有力者が誰一人として帰還しなかったのも痛い。無論、すべての有力者が出払ったわけではないので集団としての統率は取れているのだが、抜けた穴が大きくそこもまた苦労の因もととなっているようだ。

「この辺りは獲物となる魔物が少ないんだ。それに、俺達ケンタウロスは隊商の人間を襲ったりしないのに、俺たちがいるのを理由にしてゲッペルス王国から隊商が来ないって。カレンディル王国から出て行った隊商も戻ってこないって……俺達は何もしてないのに！」

　無実の罪を着せられて遣やる瀬無い気持ちで一杯なんだろう。ティダは悔しげにそう言ってテーブル代わりにしている空の樽に握った手を叩きつけた。

「うーん、なるほどなぁ」

　もしケンタウロス達が隊商を襲っているならもう少し楽な生活をしているだろうと思う。今、カレンディル王国からゲッペルス王国に輸出しているのは主に食料や医薬品、武器なんかの軍事物資だと思われる。大氾濫と戦うゲッペルス王国を支援するためだ。

　本当にそういった軍事物資を運んでいる隊商を襲って物資を略奪しているのなら、わざわざこのガンディルに留とどまる必要はないはずだ。

　どうにもきな臭い感じしかしない。

「どう思う？　マール」

「大氾濫の魔物を利用してケンタウロスの力を限界まで削そぎ落とすつもりでしょうねー。隊商に関してはゲッペルス王国側からは出さなければ良いだけですし、カレンディル王国から来た分に関しては帰り道の安全を保障できないとでも言って留め置くか、ミスクロニア王国側に抜けられる優先通行権や交易に有利な伝つ手てでも紹介してカレンディル王国に帰さないようにしているんでしょう。流石に殺してるってことはないと思います。国際問題になりますから」

「その上で交易が止まった理由をケンタウロス達に押し付けてるってわけだな。そうなりゃ今のガンディルみたいに住民はピリピリするし、ケンタウロス達を助けようと思う人間もあまり出ない。そもそもカレンディル王国は亜人に対して厳しいしな。真綿で首を絞めるようにケンタウロス達を追い詰められるって算段か。陰険だなぁ」

　他国に突つかれるような隙が見えないのがなんともいやらしい手口だ。大氾濫の魔物の侵攻があり、敵対状態にあるケンタウロスの支配領域で隊商の安全を確保できるだけの護衛戦力を用意する余裕がない。そう言ってしまえばカレンディル王国もミスクロニア王国も納得せざるを得ない。

　その話がガンディルに滞在しているゲッペルス王国の商人に伝われば、特にこれといった工作活動をするまでもなくケンタウロス達の悪評がガンディルやその周辺の国境の街に伝わり、広がっていくわけだ。

「ど、どうしたらいいんだよそんなの……」

　ケンタウロスの少年が縋すがるような目でこちらを見つめてくる。俺とマールはどちらからとも無く顔を見合わせた。

「選択肢その一、カレンディル王国に亡命する」

「ゲッペルス王国との関係を悪化させてまでケンタウロスを受け容いれることにメリットを見み出いだせるとは思えませんね。そもそも、カレンディル王国は人間至上主義な国ですから。ケンタウロスを受け容れるとは思えません」

　うん、俺もそう思う。

「選択肢その二、ミスクロニア王国に亡命する」

「亡命を受け容れる可能性は無いこともありませんが、まぁ難しいのではないでしょうか。ケンタウロス達がカレンディル王国とミスクロニア王国間の交易ルートを完全に掌握して、交易ルートごと支配下に入る。それくらいのことをすればミスクロニア王国だけでなくカレンディル王国も喜んで受け容れると思いますけどね。ただ、ゲッペルス王国もそれを許すはずはありませんから、防備を固めてくるでしょう。不可能だと思います」

「そもそもミスクロニア王国まで踏破できるか？　落らく伍ご者が続出しそうに思えるな」

　俺とマールの言葉にケンタウロスの少年が顔を俯かせる。子供達にさえ満足に食わせてやれない状況で大氾濫の魔物とゲッペルス王国軍を突破してミスクロニア王国に辿たどり着くのはまぁ、無理だろう。下手すると全滅するんじゃないだろうか。

「同様の理由でマウントバスに行くのも大森林に落ち延びるのも難しいでしょうね。両方ともミスクロニア王国より遠いですし」

　まぁなんだ、口に出しては言わないが、ケンタウロス達はほぼ詰んでると言って良い状況だろう。他に彼らに取れる選択肢は一つしかない。

「第三の選択肢、ゲッペルス王国に降伏する」

「降伏は受け容れられるでしょうが、ケンタウロスの指導者に連なる人達は処刑でしょうね。生き残った人達は……まぁ、子々孫々まで奴隷落ちか、それとも土地を持たぬ流民となるか」

　マールの言葉を最後に場に重い沈黙が訪れる。

　第四の選択肢として俺の領都に招くというものがあるが、先ほどもマールに言ったように俺はあまり乗り気ではない。『使い道』が無いわけでもないが、それを彼らが受け容れるかはわからないしな。

　というかもう一度言うがぶっちゃけめんどい。俺はマールとイチャコラしにきたんだよ！　ケンタウロスを救うために来たわけじゃないんだよ！

　俺は自由に面白おかしく生きたいんだよ！　しがらみに縛られず、好きな時に女を抱いて、好きなもん飲み食いして、気まぐれに他人を助けて自己満足して、好きな時に好きなだけ暴れて、綺麗な景色や宝物を眺めて過ごしたいんだよ！

　だってのに。

「くそっ……これで見捨てたら寝覚めが悪いったらないじゃないか。それじゃこれからの楽しみが半減だ」

　俺がぼそりとそう呟つぶやくと、マールはよくできましたとでも言うように笑みを浮かべた。




　　　　─☆★☆─




　ガンディルはカレンディル王国とゲッペルス王国との国境に作られた街である。カレンディル王国側の街門から出た先はカレンディル王国の領土で、ゲッペルス王国側の街門から出た先はゲッペルス王国の領土だ。ではガンディルはどちらに所属する街なのか、と問うとある住民はカレンディル王国と言い、ある住民はゲッペルス王国と言う。

　なんていい加減な街なんだと思ったが、税金や統治に関しては商業ギルドの協力を受けて両国の役人がうまくやっているらしい。実質的に、この街は商業ギルドの支配する街といっても良いのかもしれない。

　さぁ、そんなガンディルの街だが今は二つの問題に頭を悩ませている。

　一つは隊商が来ないということだ。

　これはゲッペルス王国の隊商が来ないというだけでなく、カレンディル王国からゲッペルス王国に行った隊商も戻ってこないという内容である。冒険者ギルドに馬鹿高い料金を払って確認したところ、戻ってこない隊商に関してはゲッペルス王国によって足止めされていることがわかった。

　仕方ないので帰ってこられない隊商に関してはミスクロニア王国へと商いをしに行くように商業ギルドで指示を出したらしい。

　もう一つはケンタウロスの難民問題だ。

　これはゲッペルス王国とケンタウロス達が小競り合いを始めた頃から懸念されていた事態ではあったらしい。それが大氾濫が始まると同時に顕在化し始めた。

　今はガンディルの城壁の外、ゲッペルス王国側の土地に多くの天幕を立てて居座っているそうだ。しかしガンディル周辺は獲物となる魔物も少なく、隊商が来ないので仕事も少なく、かなり食い詰めているらしい。隊商が行き来できなくなってるのはケンタウロス達のせいだと吹ふい聴ちようする者もおり、お互いに鬱うつ憤ぷんが募ってきているのかトラブルが絶えないという。

「まぁ、街の現状はそんなとこですわ」

「なるほど。ゲッペルス王国は結局のところどういう狙いがあってケンタウロスとやりあってるんだ？」

「流石さすがにゲッペルス王国がどう考えているかまでは……私のようないち商人では計り知ることはできませんなぁ」

「追加でショートソードを二本」

　俺は嘆息しながらそう言って目の前のいやらしい笑みを浮かべる豚──じゃなくてガンディルの商人ギルド長に指を二本立てて見せる。

　さて、何な故ぜ今ガンディル商業ギルドのギルド長と会談しているのか。

　あの後、ケンタウロス達のいる場所をティダに聞いてから彼らと別れた俺とマールはその足で商業ギルドを訪れていた。商人の多いこの街で確実な情報収集をするのであれば、その元締めに当たるのが一番だと考えたからだ。

　俺は商業ギルドの受付に俺が大氾濫の時に量産した新品のサーベルを見せ、商業ギルドのギルド長との面会を求めた。

　俺がカレンディル王国のゾンタークのおっさん経由で流通させた超越的品質の武器は、各地の商業ギルドでかなり話題になった──ということはカレンディル王国の商業ギルドで聞いている。

　俺の要求によってあれらの武器はゲッペルス王国にも輸出されたはずだから、交易の要衝であるこの街も通っただろうと思ったわけだ。きっとどこの商業ギルドでも喉のどから手が出るほど手に入れたい商品に違いないだろう。そう考えて餌にしてみた結果は見ての通り、大正解だった。

　で、俺は在庫の融通を武器にして豚──ではなくギルド長から情報を引き出しているわけだが。

「ああ、でも噂話が……もう少しで思い出せそうなんですがねぇ」

　既に現時点で俺の作ったサーベル四振り、ショートソード四本を供出している。市場価格は既に金貨50枚を超えているだろう。あまり大量に放出すると値崩れを起こすかもしれないので、これ以上の持ち出しは控えたい。というか、いくら情報が貴重なものといってもぼったくりすぎだろう。そろそろ締めておくか。

「ところでギルド長。サイデン子爵をご存じかな？」

「ふむ？　ミスクロニア王国のサイデン子爵ですかな？　ええ、存じあげております。ゲッペルス王国との国境に近い領地を治められているお方ですな」

「そう、そのサイデン子爵が今行方不明になっていることは？」

　ずいっと身を乗り出し、にこやかな笑みを浮かべて見せる。決してニヤリではない。

「……それは、初耳ですな」

「この前彼の領地を訪れたんだが、逢あえなくてね……なんでも一切の痕こん跡せきも残さずに忽こつ然ぜんと消えたらしい。ご存知の通り彼は国境近くに領地を持っているからね。屋敷は紛争時にも立て篭こもることができるように堅けん牢ろうで、警備も厚かった。だが、誰にも気づかれることなく彼は忽然と消えた」

「そ、それは奇妙な話、ですな」

　青い顔で引きつった笑みを浮かべる豚──ギルド長の顔からは先ほどまでの意気揚々とした様子は消し飛んでいた。うん、あまり欲張るのは良くないな。出荷するぞこの豚めが。

「そうだろう？　さて、ところで何の話だったかな？　確かケンタウロスに対するゲッペルス王国の狙いだったと思うが」

「そ、そうでしたな……その、噂に聞いた話では王太子の主導であると聞いとります。カレンディル王国や大森林の部族と交易する際にはどうしてもケンタウロス達の縄張りを通らなければなりません。実はその際、荷物の一割に当たる金額をゲッペルス王国がケンタウロス達に支払うという建国以来の約定があるのです。それを嫌った王太子がケンタウロス達の排除を画策したという噂ですな」

「それはなんとも……その約定ってのは一体どういう？」

「えー、確か五百年くらい前のゲッペルス王国建国時の話だったと思いますがね。色々端折はしよりますが、早い話が建国時にゲッペルス王国はケンタウロスに対して大きな借りを作っとったというわけです。その対価としてゲッペルス王国の西部平原をケンタウロスの縄張りと認めて、交易等の際にはケンタウロス達が道中を護衛する、その対価としてゲッペルス王国はその交易で得られる利益の一割をケンタウロスに払う、そういう約定を交わしたんですな」

　ギルド長がすらすらと要点を纏まとめてくれる。こいつは欲の皮の突っ張った豚だが、できる豚だな。出荷は見送ってやろう。

　しかし一割、一割かぁ。一割はデカいなぁ。しかも建国時の約定かぁ。うーん。当時の建国王はよほどのパッパラパーだったのか、それともそれだけケンタウロスに恩義があったのか。

「道義的な問題は別としてケンタウロスを排除したい気持ちはわからんでもないなぁ。道義的な問題は別として」

「まぁ、そうですなぁ」

「ですね」

　俺とギルド長とマールがお互いに顔を見合わせて頷うなずきあう。

　いや、だってお前、護衛という任は負っているにせよミスクロニア王国以外への貿易利益の一割が五百年前のカビの生えたような約定で持っていかれるとかやってられんだろ。一体全体年間にしてどれだけの支出になるんだ？

　俺でも不義理とは思いつつもサックリとケンタウロスをいなかったことにしたくなるわ。むしろ五百年もの間それを守り続けてたゲッペルス王国の義理堅さに賞賛を贈るべきじゃないのか。

　いや、実際にケンタウロス達とゲッペルス王国との間でどんなやり取りが行われてきたのかはわからんけどさ。ゲッペルス王国は素直に払ってなかったのかもしれないし、ケンタウロス達は提示された金額に納得せず約定を盾に利益を毟むしり取ろうとしていたのかもしれない。

　歴代のゲッペルス王国の王や財政担当者はさぞこう思ったことだろう。

『どうしてそんな約定を交わした！　言え！』

　ってな。そして言いながら建国王の首を絞めたかったと思う。俺だってそう思う。どう考えても後の遺恨にしかならないし負担がデカ過ぎる。

「まぁ、やり方とか道義的にどうかというところは横に置いて、ゲッペルス王国──というか王太子がケンタウロスを消したい理由はよくわかった」

　そう言って俺は席を立つ。

　とりあえずゲッペルス王国側の事情はわかった。後はケンタウロス達をどうにかするだけだ。
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　ケンタウロス達のキャンプは正に難民キャンプ、といった様相を呈していた。あり合わせの布や廃材で作った粗末なテント、空腹に耐えるためか固まってじっとしているケンタウロス達。全体的に活気がない。

　負傷者や病気の者は少ないようだが、見る限り病気が蔓まん延えんし始めるのも時間の問題のように思える。そんな状況でふらりと現れた二人のよそ者に視線が集まるのは当然のことだろう。しかも、二人とも腰には武器を帯びているのだから。

「待て、何の用だ人間。ここは我らケンタウロス達の縄張りだぞ」

　当然というかなんというか、すぐに武装したケンタウロス達が飛んできて誰すい何かしてきた。恐らく魔物の革でできているであろう鎧よろいと、穂先だけでなく柄つかまで鉄製の槍やりだ。さぞ重く、また高価な武器だろうがケンタウロスは軽々とその鉄槍を扱っている。

「お前らに喧けん嘩かを売りに来た」

「なんだと!?」

　武装したケンタウロスの中でも特に若く、血気盛んそうなやつが気色ばんで鬣たてがみのような髪の毛を逆立てる。他のケンタウロス達も怒りを滲にじませて睨にらみつけてきたが、武装したケンタウロス達を率いている壮年のケンタウロスは槍を手にしていない片手を上げ、他のケンタウロス達を黙らせた。

「喧嘩を売りに来た、とは穏やかではないな。我々とお前は初対面の筈はずだ。何故我らと争うというのだ？　ゲッペルス王国の命令を受けて我らケンタウロスを滅ぼしに来たとでも？」

「いんや。どっちかって言うと俺もゲッペルス王国からは嫌われてる身でな。横からいろいろ搔かっ攫さらってやろうと思ってるだけさ」

　そう言って俺は腕を振り『荷物』をストレージから取り出した。

　袋に入った小麦粉、焼き締めたパン、干し肉に干し野菜、ドライフルーツ、エールやワインや水の入った樽たる、燃料や大きな鍋なべ、清潔な布や毛布、しっかりとしたテント……今、この難民キャンプに足りない全てがストレージから吐き出されて山のように積み上げられていく。

「腹が減っては戦はできぬって言うだろ。それに、腹を空すかせた女子供が心配じゃ本来の力も出し切れないに違いない。まずは飢えと渇きと心を満たせ。喧嘩はそれからだ」

　壮年のケンタウロスは次々と湯水の如く湧いてくる物資を瞠どう目もくして見ていたが、俺の言葉にハッとして俺の目をじっと見てきた。俺の目から何を読み取ったのかわからないが、一瞬だけほんの僅わずかに頰を緩めたように見えた。

「……女達を集めろ、煮炊きの準備をするぞ」

「は？　はっ！」

　壮年のケンタウロスの指示でこの場に集まっていたケンタウロス達が三々五々散っていく。キャンプが徐々に活気づいてきているようだ。

「かたじけない……私はシュメル族のペネロペ。この集団のリーダーを務めている」

「タイシ＝ミツバだ。肩書きは色々だが……今は新米領主かな」

「マーリエル＝ブラン＝ミスクロニアです。結婚式はまだですが、タイシさんの妻です。マールと呼んでください」

　俺とマールの名乗りを聞いたペネロペの目が大きく見開かれた。驚かれる心当たりは幾つか考えられるが、まぁどれでも構わない。これからやる事に変わりはないからな。

「話し合いでどうにかできれば一番なんだがなぁ……なぁ、ペネロペ殿。ペネロペ殿はここのリーダーだろう。あんた達はゲッペルス王国への復ふく讐しゆうを捨てられるか？」

「それは……難しいでしょうな。我も含め、ここに残る同族達はゲッペルス王国に多くの身内を殺されております」

　そうだよな……俺だって相手の一方的な都合で身内を殺されたら復讐を諦あきらめられるとは思えない。

「そうなる前に話し合いではどうにもならなかったんですか？」

　マールの言葉にペネロペは苦笑いを浮かべた。

「難しかったでしょうな……西部平原の土地は瘦やせていて雨も少なく、農耕に向かんのです。耕して土を作ってもたまに降る大雨で流されてしまうのですな。それに、最近はゲッペルス王国で家畜の飼育が目覚ましい発展を遂げているようで、以前ほど家畜が売れなくなりました。一割の約定に関して譲歩することは、我らにはできなかったのです」

　俺は専門家ではないので、土壌の改良を行うのがどれくらい大変なのかはよくわからない。だが、土を掘り起こして肥料やら何やら色々混ぜて、大雨で土が流されないように工夫をして……そんな作業を手作業でやるのがどれくらい大変なことなのかはある程度想像できる。

　俺が土魔法を使ってズルをしたとしても、大変な労力だろう。それを専門知識もないであろうケンタウロス達が独力でやり遂げるのは……。

「うーん、難しいだろうなぁ。まぁ過去のことをうだうだ言っても仕方ないか。これからのことを考えよう」

「そうですね、これからどうするかが重要です。ペネロペさん、貴方あなた達は老若男女全すべて合わせて今何人いるのですか？」

「ゲッペルス王国との戦と大だい氾はん濫らんの魔物の影響で、戦える者は男女問わず多くが命を落としてしまいました。今は戦士が六十ほど、経験の浅い見習いや年老いたが戦える者が九十ほど。身重であったり、年老いて戦えぬ者が八十ほど。まだ戦うこともできぬ子供が四十ほど。合わせて二百七十ほどですな」

　思ったより少ない。地図を見る限りかなりの広範囲がケンタウロスの縄張りであったようだから、いくら戦闘で損耗したとはいっても軽く五百は超えてくるかと思ってた。

　ちなみに今の領都の人口は獣人達が百名ほど、アルケニアやその配偶者が二十名弱、水の民が四十名ほど、妖よう精せい族は……あいつらはよくわかんね。多分三十名くらいだろうけど、見るたび大きさが違ったりずっとステルスしてるやつとかいるし。その他、よそから引き抜いてきた普通の人間の商人とか職人が二十名ほど。後は半人半蛇のラミアや半人半鳥のハーピィ、体の一部に魔力結晶を持つ晶人族、捻ねじれた角と腰に小さな蝙蝠こうもりのような羽、鏃みたいに先端が尖とがった細い尻しつ尾ぽを持つ夜魔族やドワーフなどの女性達──例のサイデン子爵が隠し地下室に監禁していた違法奴隷の女性達だ──が十二名。合わせておよそ二百二十名ほどだ。

　一気に人口が二倍以上に膨らむな。

　やったねヤマトちゃん！　仲間が増えるよ！

　マールやティナの補佐について様々な物資や住居、人員などを主に差配しているできる馬ことヤマトが歓喜のあまり血涙を流す姿が脳裏に浮かぶ。大丈夫だヤマト、上う手まくいった暁にはケンタウロスの中からいい感じの奴を見繕って同僚にしてやるからな。

　我が領都は文字通り馬車馬のように働くウマ達によって回っていくのだ。

「わかった。まぁなんとか上手くやろう」

　既に血が流れすぎているし、そもそも俺は当事者ですらない。当事者同士を話し合わせる権限も持ち合わせていない。

　説得をすることができないのであれば、直接交渉するしかないだろう。自分の命とか、大量の物資とか、金貨とか、そういったものをチップにしてな。

　それで主導権を握って、あとはこっちの土俵に引き込んでやればいい。
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　マールと手分けして難民キャンプを回り、負傷者や病人を診ていく。意外なことに、怪け我が人はそれなりにいたが病人はいなかった。ケンタウロス達の強きよう靭じんな肉体によるものだろうか。治療の序ついでに話を聞いてみると、どうやら家畜はかなり数を減らしたものの、まだそれなりの数がいるらしい。

　餌が確保できず、やむを得ず潰つぶした分に関してはケンタウロス達の貴重な食料になったそうだ。それなりの数の家畜も手に入るかもしれないと思うと心が躍る。畜産に関して知識のあるケンタウロス達も手に入ると考えれば思ったよりこの判断は良かったのではないだろうか？

　え？　もうケンタウロス達が俺に従うと思っているのかって？

　そりゃそうさ。確信がなければこんなことをしようと思うものかよ。それに自分を信じないとできることもできなくなるもんだしね

「さて……そろそろ良いかな」

　色々と見て回ったり炊き出しをしたり物資の分配をしたりとやっているうちに昼過ぎになっていた。日の傾きから見るに、午後二時から三時ってところだろうか。俺とマールは怪我人を治した後はケンタウロス達の邪魔にならなそうな所に椅子とテーブルを出して、俺のストレージから取り出したサンドイッチやらを食ったり久々に異世界風チェスのブリッツをやったりして時間を潰していた。

　まだ一回も勝ててない。マールさん強すぎでしょう？

「そうですねぇ。あ、それチェックですよ」

　気がついたら外堀を埋められて身動きが取れなくなっていた。いつもこのパターンだよ！　毎回俺も考えて打ってるんだけどなぁ。俺がワンパターン過ぎるのかマールが型に嵌はめるのが上手いのか……両方か。

　眺める先にケンタウロス達が集まってくる。老若男女問わず、難民キャンプにいる全てのケンタウロス達が集まってきたようだ。

　リーダーであるペネロペは勿もち論ろんのこと、先ほど激げき昂こうしていた若いケンタウロスやティダの姿もある。あの時のちびっ子達は無邪気にこちらに手を振っていた。

　俺とマールは席を立ち、テーブルやら何やらをストレージに放り込んでケンタウロス達と向き合う。

「落ち着いたかな、色々と」

「配慮痛み入る。女子供に満足に飯も食わせられず、誠に恥ずかしい限りだ。我ら一同、この恩は決して忘れない」

　そう言ってペネロペが胸の前で手を組んで頭を下げると、他のケンタウロス達も同じように胸の前に手を組んで頭を下げた。

「なに、今から俺が言うことを聞けばそんなもん吹き飛ぶさ……さて、俺はここに来てお前達にこう言ったな。喧嘩を売りに来た、と」

　ケンタウロス達の視線が集まる。厳しい表情の者、怒りを露あらわにする者、施しを受けた手前、怒っていいものかどうか困惑する者、不安げな表情をする者、無表情の者、キョトンとする者、その表情は様々だ。

「歯に衣着せず言うが、有り体に言ってお前達は詰んでる。獲物の少ない地域に追い込まれ自活はできず、カレンディル王国はお前達を受け容いれない。ミスクロニア王国への道にはゲッペルス王国軍が展開しているだろう。大森林は知っての通り余よ所そ者を受け容れないし、あっちの方はまだ大氾濫の魔物の勢力が強い。そもそも、長距離を移動するだけの体力も物資もない。ここでじわじわと死んでいくか、ゲッペルス王国に降伏するか、この二つしかお前達には道が無い」

　ティダのような子供はともかく、ある程度の年齢のケンタウロスはその事実に気づいていたらしい。思ったよりも動揺は少なかった。

「俺が新しい選択肢を用意してやる！　お前達に新天地を与えよう。安心して眠れる安全な寝床を与えよう。生きていく糧を得るための仕事を与えよう！　俺についてこい、そうすれば今言った全てを俺が用意しよう！」

　手を翳かざし、俺のすぐ横に大量の物資を吐き出す。切り詰めればケンタウロス達が一ヶ月は過ごせるほどの量だ。荷物がどんどん山のように積み上がる。

　最後に鉄枠で補強された木箱を出し、その蓋ふたをマールに開けさせてケンタウロス達に中身を見せつける。箱の中身は大量の金貨。その数、５０００枚。

　輝く黄金を見たケンタウロス達にどよめきが広がり、場に興奮と熱狂が広がっていく。オーケーオーケー、摑つかみは悪くないな。俺がやっていることは大衆扇動そのものだ。

「もちろん美う味まい話だけじゃない。お前達が一方的に得をするだなんて、胡う散さん臭くさい話だろう？　まず、お前達には故郷を捨ててもらうことになる。新天地からこの広大な草原に戻ってくることは難しいだろう。更に、お前達にはゲッペルス王国への復讐心を捨ててもらうことになる。まぁなに、こいつに関しては俺が全てを受け継ぐさ。俺はお前達を嵌めた王太子に嫁ぐ予定だったミスクロニア王国の姫を二人、横から搔っ攫ってるからな！　そして最後に俺をお前達の王として認めてもらう。お前達は俺に奉仕する義務を負い、俺はお前達をゲッペルス王国や、飢えや、寒さから守る義務を負う」

　俺の言葉にケンタウロス達がざわざわと騒ぎ始めた。故郷も恨みも捨てるのは難しい。何より今日出会ったばかりの俺を王としろというのは無茶苦茶な話だろう。それはもちろん俺だってわかっている。

「そこで最初の話に戻る。そう簡単にこんな提案飲めやしないだろう？　だから喧嘩を売りに来た。お前達はお前達自身を賭かける。俺は俺の命と大量の物資、そしてこの金貨５０００枚を賭ける。どうだ？」

　そう言って俺はできるだけ挑発的に見えるように口元を歪ゆがませて見せた。
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「勝負は伝統に則のつとり、トーガにて行う！」

　ペネロペの宣言にケンタウロス達がどよめいた。

　トーガってなんじゃらほい。マールに視線を向けてみるが、マールも首を横に振る。マールも知らないらしい。

「タイシ殿達はケンタウロスの伝統を知らぬだろうから説明しよう。トーガとはケンタウロスに伝わる伝統的な決闘方法だ。大きく分けて五つの種目があり、両者の同意によってそのうちから三つを選んで対決する」

「ほう、面白そうだ。どんな種目があるんだ？」

「一つは走り比べ。同時に走り始め、折り返し地点にある旗を取って開始位置まで戻ってくる速さを競う。二つ目は力比べ。お互いの身体に結わえた綱を引っ張り合い、相手の足の裏以外の場所を地面に触れさせるか、相手を一定以上の距離引っ張った方の勝ちとなる。三つ目は射うち比べ。より遠くの的を正確に射止めた方の勝ちとなる。四つ目は家畜の扱いの勝負だ。柵さくの中により早く、より多くの家畜を集めた方が勝ちとなる。最後は武を競い合う勝負だ。自分の得意な武器で戦い、相手の武器を使えなくするか、降参させるか、戦えなくさせた方の勝ちだ。この中から三つを選んで決闘を行う。いずれの競技においても魔法は扱わない。これがトーガだ」

　勝負内容を聞いた俺は暫しばし考える。恐らくだが、どの勝負でも勝てるだろう。家畜の扱いだけは自信がないが、確か生産系のスキルに調教スキルがあったはずだから、あれのレベルを上げてしまえばなんとかなるはずだ。次点で心配なのは射撃だが、俺の場合は投とう擲てきで参加することを認めさせれば問題ない。まぁいざとなったら射撃スキルを取れば大丈夫だろう。他の三つに関しては何の心配もいらないな。

「競技は三つ選べると言ったよな？　二つ要望がある。俺は家畜の扱いなんてまともにやったことがないから、できれば除外して欲しい。どうしてもというなら受けて立つけどな。もう一つ、俺は弓は殆ほとんど扱わない。ただ、投擲は得意だ。射撃の勝負をする場合、投擲による参加を認めて欲しい」

　俺の要望にペネロペは頷うなずき、ケンタウロス達に向かって声を張り上げた。

「タイシ殿は我々ケンタウロスとは違う。普段家畜を扱わぬ人間の勇者だ。その生業なりわいは剣を振るい、魔法を扱い、魔物を討つことにあり、家畜を扱うことではない。我々ケンタウロスとしても魔法の勝負はできない。我々のトーガが魔法を廃しているのに対し、タイシ殿が家畜の扱いを勝負に含めないというのは公平だと私は思う。是か非か！」

「「「「「是！」」」」」

　ペネロペの問いにケンタウロス達が満場一致で是を唱えた。おお、流石さすがにこれだけの数のケンタウロスが一斉に声を出すと腹にドンとくるな。俺もテンション上がってきた。

「射ち比べは元より弓で行うものと投げ槍やりや投げ矢、投石で行うものがある。タイシ殿も投擲武器の扱いが得意というのであれば是非もない。三つの競技のうちの一つに入れようと思うが」

「問題ない。他の二つについてもそちらで決めてもらって構わない。家畜の扱いだけは勘弁だけどな。あと、こっちは一人だがそっちは複数人でも構わないぞ。例えば走るのが速いやつや射撃の上手いやつ、力の強いやつも甲乙つけ難いのもいるだろ？　さっきも言ったが、俺一人対ここにいるケンタウロス全員の喧けん嘩かだ。容赦はいらん」

「随分な自信だ。少々我らを見くびりすぎではないかな？」

「さて、どうかな。自分の実力に自信があるのは確かだ。そちらが良ければ家畜の扱い以外の四競技全すべてで競っても俺は構わんよ？」

　ペネロペとお互いに笑みを交わし合う。既にペネロペの笑みはただのにこやかなそれではなく、俺を食い殺さんばかりの獰どう猛もうな笑みだ。俺もきっと同じような笑みを浮かべていることだろう。

「ではそのようにしよう。後で吠ほえ面づらかくことにならなければ良いが」

「その言葉、そのまま返してやる。完膚なきまでに叩たたきのめしてやるから覚悟しておくと良い」

　俺の言葉にニヤリと笑いながらペネロペは興奮した様子のケンタウロス達へと向かって行く。恐らくメンバーの選抜をするんだろう。それを見送ってから横を見ると、マールがなんか凄すごくニコニコして俺を見ていた。

「どうした？」

「いえ、タイシさんが生き生きしてるなー、と」

「なんだそりゃ。まぁ楽しいけど」

　なんとなく恥ずかしくなったのでマールのほっぺを指先で突ついてやる。きゃー、とか言いながらも嬉うれしそうに突つかれているマールが可愛かわいくて仕方がない。なんだかよくわからないが、楽しんでくれているようで何よりだ。

　まぁ、見るもの見尽くしたら食事以外は取った部屋で爛ただれた時間を過ごすくらいしか娯楽が無さそうだから、丁度良かったかもしれない。

「あ、そうだ。ちょっと冒険者ギルドで済ませたい用事を思い出したので、行ってきますね。一時間もかからないと思いますから」

「む、一人で大丈夫か？」

「大丈夫ですよ。昨日見た限りガンディルはそこそこ治安が良いみたいですし。それにいざとなったらマントの裏にある私の切り札が唸うなります」

「気をつけろよ……あまり遅かったら勝負を放り出してでも捜しに行くからな」

「はい。じゃあ、ちょっと行ってきますね」

　マールがにっこりと笑い、自然な動作で俺の頰にキスをしていく。むむ、俺の懐まで踏み込んでくるとは腕を上げたな……別に不意のことで恥ずかしくなんてなってないぞ。なってないったらなってない。
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　程なくして人員の選抜が終わったらしく、若くて精せい悍かんなケンタウロスから少しばかり歳としを召したケンタウロスまで。まさに老若男女のケンタウロス達が集められた。

　俺は、というと体の節々を伸ばすストレッチをしてその様子を眺めている。ストレッチというか、うろ覚えのラジオ体操だけど。そうしているとポクポクと蹄ひづめの音を鳴らしながらペネロペが近づいてきた。

「タイシ殿、こちらの人員の選抜は終わったが……何をしておられるのかな？」

「体の節々を伸ばしたり解ほぐしたりする準備運動だ。怪しげな踊りに見えるだろ」

「はぁ、まぁそうですな」

　とりとめのない会話をしていると、マールがガンディルの方から走ってくるのが見えた。まだ三十分くらいしか経ってないけど、もう用事は終わったのかね。

「間に合いました！」

「おうおかえり。用事は済んだのか？」

「はい、済みましたよ！」

　そう言って笑みを浮かべるマールの顔は赤い。今の会話に恥ずかしがるような要素はどう考えても見当たらないよな？　よほど全力で走ってきたんだろう。

「では、始めるということでよろしいか？」

「おう。どういう順番でやるんだ？」

「走り比べ、射ち比べ、力比べ、武威比べの順番ですな。走り比べと射ち比べは明るいうちにやった方がよろしい。力比べと武威比べは明かりがあればできますからな」

　ペネロペの言葉になるほどと納得する。もう二時間もせずに陽が落ちる頃合いだ。闇の中走るのは危ないし、あまり暗くなると遠くの的が見えなくなる。

　何人かのケンタウロス達が的となるのであろう藁わら束たばのようなものを持って駆けて行った。もう射ち比べの準備を始めたらしい。

「よっしゃ、んじゃ始めようか」

「そうしましょう」

「タイシさん、頑張ってください！」

　マールの声援に手を振って応こたえ、出走者らしきケンタウロス達が並んでいる場所へと案内される。どのケンタウロスも無駄の無い引き締まった馬体で、いかにも走ったら速そうな奴ばかりだ。男だけではなく、女のケンタウロスもいる。ふむ、どのケンタウロスも最近栄養状態が悪かったせいかやつれ気味だが、目には生気が溢あふれているな。

　出走者達を眺めていると、そのうちの一人──女のケンタウロスと目が合う。

「何？」

「いや、みんな見事な身体してるなぁと思って見てただけだ。柔軟性と強きよう靭じんさを兼ね備えてるように見える。まるでよく鍛えられた鋼みたいだな」

「むっ……そんなに褒めても負けてはやらないわよ」

　そう言って軽く睨にらんでくるが、微妙に顔が赤い。鍛えられた鋼のような肉体って表現はケンタウロス的に女性にも通じる褒め言葉なのか……カルチャーショックだぜ。
















　しかし恥ずかしげに顔を赤くした女性に睨まれるのってなんかこう、ゾクゾクするね？

「はっはっは、心配するな。余裕でぶっちぎってやるから」

「おお？　そりゃ聞き捨てならないな！」

　同じく出走者らしい若い男のケンタウロスが声をかけてくる。

　なんだこいつは……他のケンタウロスとそんなに違った格好をしていないのに、どこか雰囲気がチャラいぞ。すげぇ、チャラ男だ。この世界にもチャラ男はいたんだ。

「その短くて太い二本足で俺たちに勝てるかな？　言っておくが俺は速いぜー。なんたって俺には風幸神の加護があるからなっ！」

「特に加護とか無いけど俺だって負けんぞ。勝負だな」

　チャラタウロスが親指をビシッと立ててきたので俺も同じように返して笑いあう。なんというか親しみやすいなこのチャラタウロス。他の出走者のケンタウロス達とも軽く挨あい拶さつを交わす。どいつもこいつも気の良い奴らのようだ。俺から喧嘩を吹っかけたのに、悪く思っている奴はあまりいないらしい。

「そりゃそうっしょ。アンタは俺達が弱ってるままトーガを挑むこともできた。でもアンタはそうしないで俺達に施しをして、力を取り戻させた上で正々堂々挑んできたんだ。それに感謝する奴はいても悪く思う奴なんていやしないよ」

　チャラタウロスの言葉に出走するケンタウロス達も同意するように頷く。その時、遠くで甲高い笛の音のような音が聞こえた。ケンタウロス達が一斉に音の鳴った方向に視線を向ける。

「用意ができたようね」

　女ケンタウロスがそう言ってスタート地点に足を向ける。俺もそれに倣ってスタート地点に並んだ。俺の左右に走者となるケンタウロス達が並ぶ。どのケンタウロスもサラブレッドのような見事な馬体を持つ立派なケンタウロス達だ。元の世界の常識で考えれば、人間がサラブレッドと競走をして勝てる道理はない。それこそ逆立ちをしても。

　だが、この世界の道理ではどうか？

「位置についたな……？　ではこの鏑かぶら矢やが発射されたと同時に走り出すように。ここからでも僅わずかに見えると思うが、真っ直ぐ走った先に旗が用意されている。その旗を持って最初に帰ってきた者がこの走り比べの勝者だ。では、用意……」

　ペネロペが説明を終え、短弓に矢を番つがえる。鏃やじりが特殊な形状をしていて、射ると笛のような音が鳴る鏑矢だ。キリキリと弓を引き絞る音に俺を含めた出走者達がスタートに向けて緊張を高める。

　俺は左足を前に出したスタンディングスタートの体勢だ。ケンタウロス達は顎あごを引き、上半身を僅かに反らしている。スタートと同時に上半身を前に振って勢いをつけるんだろうな、あれは。

　ピイィッ！　と甲高い音が鳴った瞬間、俺達は一気に走り始めた。

　ドドッドドッと重量感のある走行音が左右から聞こえ、しかも顔を目掛けて左右のケンタウロスが巻き上げる土がかかってくる。

　ぶほっ、ちょ、お前ら汚いぞコラ。

　まぁあいつらの頭は俺よりずっと高いところにあるし、普通であれば気にもならないんだろう。悪気は無いと見た。魔法が使えるならウィンドシールドでも張るところなのだが、魔法禁止なのでそうもいかない。

「うおりゃああぁぁぁっ！」

　仕方ないので走るペースを上げてケンタウロス集団から抜け出ることにした。ペースを上げて前に出る俺を見て左右のケンタウロスがギョッとした顔をする。短時間でもケンタウロス的に並走すること自体が信じられなかったのに、まさか抜こうとしていくとは思わなかったのだろう。

「うはっ、あんたほんと人間？」

　集団から抜け出た俺に涼しい顔で並走してくるケンタウロス──いや、チャラタウロスがいた。他のケンタウロスは割と必死そうなのだが、こいつはまだ余裕があるらしい。

「どっからどう見ても人間だろうが」

「いや、人間が俺らぶっちぎるとか無いから」

　俺に並走しながら笑って手を振るチャラタウロス。こいつマジで余裕あるな。よし、そのにやけた顔を吹き飛ばしてやる。

「旗取ったら本気ダッシュで勝負な」

「お？　おっけーおっけー。久々に本気出しちゃおうかな」

　お互いに徐々にペースを上げながら旗へと向かう。既にチャラタウロス以外のケンタウロスは遥はるか後方だ。俺とチャラタウロスはまさに風のようになって駆けていく。

　そのままの勢いで旗を摑つかみ取り、互いに逆方向にＵターンしてスタート地点へと駆け始める。

「風幸神の加護ぞある！」

　チャラタウロスがそんなことを叫んだかと思うと、その身に風を纏まとって一気に加速していった。おいコラ汚ねぇぞ！　それ魔法じゃねぇのか！　良かろう。そっちがそういうつもりならこちらも手加減は抜きだ。少しは接戦を演出しようとしていたんだけどな。

「ははっ、流石さすがにこれはついてこられえええええええっ!?」

　叫ぶチャラタウロスを置き去りにして更に加速する。どん、と何かが顔にぶつかったような感覚があった。低く倒した上半身は全く揺れず、足だけが高速で回転する。今なら身体中から衝撃波を出したり指パッチンでなんでも真っ二つにできるかも──いや、普通に魔法でできるな、俺。

　あっ、後続集団。やべ、交差した衝撃波で何人か吹っ飛んだ気がする。許せ。
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「えー……審議の結果、タイシ殿に魔法を使った形跡は認められなかったので、走り比べはタイシ殿の勝利とする」

　わー、ぱちぱちぱちと無邪気に拍手をしてくれるのはマールと子供のケンタウロス達である。ティダくらいのある程度物心がついた年齢以上のケンタウロス達は口をあんぐりとあけていたり、え？　マジ？　こいつ何なの？　ＵユＭーＡマ？　みたいな顔でこっちを見ている。

　チャラタウロスはもう笑うしかないって感じで笑い転げていたが、超音速で走る俺が発生させた衝撃波で吹っ飛ばされたケンタウロス達が異議を唱えたのだ。いやまぁ、気持ちはわからんでもない。俺だって疑うわ。

　全力で走ったり飛んだり跳ねたりしてプチ環境破壊を引き起こして異議を唱えられた俺に対し、ペネロペのおっさんが先ほどの宣言をしたという流れになる。

　力比べとか武威比べをする予定のケンタウロス達の顔面が青空みたいになってるが大丈夫か？

「次は射うち比べだが……タイシ殿、ここからあの的を狙えますかな？」

「あれかぁ」

　黒鋼製の投とう擲てき杭くい（スローイングパイル）をストレージから取り出して目標の的を見る。距離はどれくらいかねぇ。三百ｍくらいか。的ちっさいな。

　一般的に投擲で狙う距離じゃないな。弓矢でも当てるの難しいんじゃないかね。精度の高いスナイパーライフルを装備した熟練狙撃手ならわけもない距離だろうけど。

　投擲杭を構える。

　これはこの前の気持ち悪い肉塊戦で得た教訓を基に改良したもののうちの一つだ。後部に安定翼をつけて長距離投擲の際の弾道安定性を増したものである。威力よりも精度と射程を意識したタイプだな。重心を先端に持っていくために先端が膨らんでいる太矢のような形──デザイン的には小型の迫撃砲弾みたいなもんだ。総黒鋼製で炸さく薬やくとか入ってないけど。

「そぉいっ！」

　ドバァン！　と大気を割る音を立てて投擲杭が一直線に的へと向かっていく。また魔法を使ったと思われるのも面倒だから、全力の半分くらいの力だ。全力で投げたら投擲杭が空気との摩擦で赤熱化して軌跡がレーザーみたくなっちゃうからな。

　遠くの的が俺の放った投擲杭の直撃を受けて木っ端微み塵じんになった。ううむ、もっとソフトに投げるべきだったか。そう思いながら背後を振り返ると、何か悟りを開いたような表情のペネロペと、目から光が消え失うせた射ち比べ参加予定のケンタウロス達がいた。両者は空虚な乾いた笑い声をあげている。なにこれ怖い。

「はははは……タイシ殿、あの的は弓でも狙うのが難しい距離の的でしてな。投擲ではそもそも届かんのです」

　ですよね。

　確か元の世界で助走つけての槍やり投げで世界記録が百ｍに届かないくらいだったと思うし。三百ｍ先の的に投擲で狙って当てるとか人外の業ですよね。わかります。

「俺の勝ちってことで」

「はい」
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　その後はなんというかもうグダグダであった。

　力比べでは当然ながら一対一では話にならず、最終的に五対一でも圧倒した。武威比べでは開始前から無理無理死ぬ死ぬマジで勘弁してくださいという心の声が聞こえてきたので、内容を変更することを提案した。

「そっちは好きなだけの人数で組織的に俺を攻撃する。俺はそれを搔かい潜くぐってお前らの体のどこかに触れるか、武器を破壊する。どちらかを俺にやられた奴は戦死扱いで退場。俺は基本的にお前らに怪け我がをさせないように努力する。お前ら全員が戦死するか、降伏する。あるいは俺が行動不能になったり降参したら決着。これでどうだ」

「本来の様式とはだいぶ異なる上に、普通に考えれば我らが有利ですが……よろしいのですかな」

「一対一で戦う方が良いいなら俺は構わんが」

「ではタイシ殿の案で。良いな？」

「「「「「応ッ！」」」」」

　お前ら変わり身早すぎでしょう？

「では少し作戦を立てる時間を頂きますぞ」

　ペネロペはそう言っていそいそと戦士達の集団へと入っていき、対俺作戦をああだこうだと議論し始めた。圧倒的な実力差を前に心が折れそうになりつつも、やるからには勝とうというその心意気は評価できるな。

　俺は少し離れた所にいるマールの下へと向かう。ケンタウロスの女や子供達に交ざって観戦しつつ、ケンタウロス達の生産物をあれこれ見せてもらったり買ったりしていたらしい。民族衣装やそれに使う布地を手に取ってニコニコしていた。

「あ、タイシさんおかえりなさい」

「おう。戦士達は作戦会議だとさ」

　乾いた草原には大きな厚手の絨じゆう毯たんが敷かれ、ケンタウロス達は蹄ひづめを拭ふいてその上に上がって寛くつろいでいた。マールや俺が履いているブーツは脱ぐのがめんどいので、絨毯の端に腰を下ろして乾いた草原に足を投げ出している。

「あんた強いねぇ。勇者って奴かい？」

「そんな感じです。ありがとう」

　おばちゃんケンタウロスが勧めてくれた椀わんを受け取り、口をつける。酸味のかなり強い飲み物だ。乳製品っぽい感じがする。微かすかなアルコールも感じる。馬乳酒だろうか？　少し運動して疲れた体に沁しみ渡るようだ。

　大きめの椀に注がれていたそれを俺は一気に飲み干した。

「酸味が強くてサッパリするね。美お味いしいよ」

「はっはっは、良い飲みっぷりだ！　そうだろう？　クミンの乳で作った乳酒だからね」

　そう言っておばちゃんケンタウロスがマールのすぐ隣に座っている美人ケンタウロスさんに意味ありげな視線を向ける。美人ケンタウロスさんはおばちゃんの言葉を聞いて一瞬ポカンとした表情をしていたが、いきなりボンって擬音が出そうな程顔を真っ赤にして猛然と俺に走り寄ってきた。

　え？　なになに？　なんなの？　いくら美人さんとはいえケンタウロスの巨体で走ってこられたら怖いんだけど。

　彼女は俺の前で立ち止まると、空になった椀と俺の顔を何度も見て口をパクパクと動かした。顔が真っ赤でなんか涙目である。え？　だから何よ？

「クミン、美味しかったってさ？」

「わあああああっ！　キャスおばさんのおばかあああああっ！」

　そう言って美人ケンタウロスさん──クミンさんは凄すごい勢いで走り去って行ってしまった。ええとその、つまり。この乳酒は美人ケンタウロスさんことクミンさんの乳で作ったサムシングってことですかね。何その二重の意味で本人の与あずかり知らぬ授乳プレイ。

「タイシさん」

「はい」

「何か言うことはありますか？」

「……ごちそうさまでした？」

　笑顔で脇腹を抓つねられた。超痛い。理不尽過ぎる。

「いたた……なんというかこう、色々聞きたいことはあるんだが……ケンタウロスって妊娠とかしなくても乳が出るのか？」

「出せるよ。女のケンタウロスは普段から少しずつ溜ため込んでいた栄養をこういった緊急の時に乳として出すことができるんだ。ただ、まぁ未婚の女にとっては恥ずかしいことでね？　普通は女子供の間でだけ飲むもので、男には飲ませないのさ。で、折角恥ずかしい思いをして搾って作った乳酒を捨てるのも勿もつ体たい無いから消費しているってわけ」

　ケンタウロスってすげー。生命の神秘すぎるだろ……乳に栄養溜めておくってラクダか何かかよ。しかも自分の意思一つで分泌できるとかどうなってんのそれ。

「で、なんで俺に飲ませた」

「あっはっは！　おばさんのちょっとしたお茶目だよ。美味しかっただろ？」

「ご馳ち走そう様でいたいいたいマールさん痛い！」

　脇腹の肉が千切れるよ！　マジで痛いって！

　ケンタウロスの乳で作られた乳酒か。ボトルに搾った美人ケンタウロスの写真をつけて特産品として売るとかどうだろう。ちょっと色っぽい絵とかつけて。うん、危険な香りしかしないな。忘れよう。

「なんか変なこと考えてませんか？」

「いいえ、かんがえていません」

「棒読み凄いですね」

　マールが俺の頰を人差し指でぐりぐりしてくる。やーめーろーよー。

　そうやって戯れているうちに作戦会議と準備が終わったのか、ペネロペをはじめとした戦士達が俺を迎えに来た。よし、気持ちを切り替えていこう。
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　俺の正面に完全武装したケンタウロスの集団が展開している。その数およそ六十騎。

　人間でいえば腰に当たる部分に曲刀を差し、矢筒を背負い、手には弓か騎兵槍やり。更に馬体の背に投げ槍も装備している。自分では恐らく手が届かなくて取れないだろうから、仲間が使うことを前提としているのだろう。

「タイシ殿、覚悟はよろしいか？」

「おう、いいぞ」

　対する俺もそれなりに準備をしている。一応安全のためストレージから取り出した神銀製のシンプルなデザインの兜かぶとを被かぶり、両手には同じく神銀製の手甲を装備した。これで頭と手も守られる。他の部位はオロチレザーのジャケットやズボンが守ってくれるだろう。

　腰の神銀自在剣（今命名した）を抜き、切っ先を地に向ける。

「本当に鏃やじりはそのままでよろしいのかな？」

「問題ない。殺す気でこい」

「そうか。では……」




　少し離れたところにいる鎧よろいを着ていないケンタウロスの女が弓に矢を番つがえる。恐らく先ほどと同じく、音の鳴る鏑かぶら矢やだろう。キリキリと弓が引き絞られ、ケンタウロス達の緊張が増す。

　ピイィッ！

　音がした瞬間、正面の騎兵槍を持った三騎のケンタウロス達が突進してきた。その他のケンタウロスはまるで一つの生き物のように滑らかに左右に展開し、半包囲を敷いた上で移動しながら矢を射かけてくる。

　それはまさに矢や衾ぶすまだった。左右斜め前から殺到してくる矢だけでなく、逃げる先である正面と真後ろに向けても矢が射かけられている。まるで逃げ場のない面制圧だった。ただ物量で弾幕を張ってくるオークどもの矢衾とはわけが違う。

「ふっ！」

　矢衾に対して俺が取った行動は前進。

　思い切り踏み込んで左右斜め前からの射撃をやり過ごしつつ、右手に持った神銀自在剣を振るって当たりそうな矢を切り払う。流石さすがにいくつか命中したが、オロチレザーのジャケットはケンタウロスの放った矢を通さず、また神銀製の手甲や兜も鋼鉄製の鏃を軽く弾はじいた。

　とは言え、下がれば延々と矢を射かけられてジリ貧なのでここは前に出るのが良い。

　そうしているうちに突撃してきた三騎が正面と左右から微妙にタイミングをずらして槍を突き出してくる。一本目の槍は神銀自在剣を叩たたきつけて穂先を砕き、返した刃でもう一本の穂先を斬り飛ばす。最後の一突きを紙一重で避よけ、お返しの体当たりで吹き飛ばしてやる。

　なんか色々折れた音が聞こえたが、死にはしないだろう。とりあえずあいつはリタイアだな。

　最初の攻撃をやり過ごして一瞬気を緩めたのがいけなかった。突撃してきた三騎の後ろに隠れて四騎が遅れて追従してきていたのだ。俺には接敵しない距離を保って駆け抜けていく四騎が、すれ違いざまに何か投げつけてくる。同時に後ろへと走り抜けていった二騎の方向からも風切り音が聞こえてきた。

「むっ」

　ケンタウロス達が投げつけてきたのは三つの錘おもりを紐ひもで結びつけた投とう擲てき物──ボーラだった。クルクルと回転しながら飛んでくるボーラを神銀自在剣で二つほど切り払ったが、後ろから飛んできたものを含めて四つが俺に命中して手足に絡みつく。ついでに錘があちこちに当たって割と痛い。

「グランドスパイダーの糸を撚より合わせて作った紐だ。ワイバーンでもそいつは千切れないぜー？」

　ボーラを投げつけてきたケンタウロスの中にチャラタウロスが紛れていたらしく、そう言って全力で遠ざかっていく。手足を搦からめ捕とられた俺の眼前には完全に半包囲を敷いて俺に弓を構えるケンタウロス達。

「降参ですかな？」

「いいや？　早く撃ったほうがいいぞ？」

　降伏勧告してきたペネロペにニヤリと笑いながらそう言ってやると、彼は表情を変えずにその手を振り下ろした。一斉に矢が放たれるその前に、俺は手足を拘束するボーラの紐を引き千切る。

「えっ。マジで？」

　後ろからそんな声が聞こえたが、それに構わず俺は全力で前に跳ぶ。

　俺の人外じみた脚力で蹴けられた地面が爆散して弾け、景色が加速した。手元で柄を捻ひねり、巨大剣へとその刀身の大きさを変えた神銀自在剣を盾にして一気に間合いを詰める。

　巨大剣越しにこちらへと弓矢を向けるケンタウロスの顔が引き攣つるのが見えた。そのケンタウロスを撥はね飛ばし、ケンタウロスの集団に突入する。

「ぎゃあっ！」「ひぎぃっ！」「ごはぁっ!?」「や、めえぇェン！」

　再度柄を捻って片手剣モードへと刀身を縮めた神銀自在剣の腹でケンタウロス達の腹を叩き、平手で背中に紅葉を作ってやり、側頭部をハイキックで打ち抜き、馬体の尻しりを平手で張ってやる。悶もん絶ぜつして倒れこむケンタウロス達。

「近くにいる者は抜刀！　押し潰つぶせ！　他の者は散開して距離を取れ！」

　ペネロペの指示で俺の近くにいるケンタウロス達が一斉に曲刀の鞘さやを払ってその刃を振り下ろしてくる。幅広の曲刀は振り下ろし攻撃に強力な打撃力をもたらす。つまり一撃が重い。

　だが、俺の身体能力と神銀自在剣を相手取るには鍛えられたただの鋼の曲刀では力不足だ。

「ふんっ！」

　気合一いつ閃せん。

　四方八方から振り下ろされた鋼の曲刀が砕け散り、夕日を照り返してキラキラと光る。

　あの剣術馬鹿のお義父さんおつさんに半ば無理矢理剣の鍛錬に付き合わされること数度。この程度の芸当は俺にも可能になっていた。

　義父殿は俺の剣を技術に経験が追いついていない、気持ちの悪い剣だと評していた。そこを見抜くとは流石は剣術レベル5+の人外である。

「そぉいっ！」

　剣を捻って大剣モードに変更しながら剣を振り抜いた勢いを更に加速して周囲のケンタウロス達を剣の腹で薙なぎ払って吹き飛ばす。まかり間違ってサクラ肉のミンチにしてしまわないようにそっとである。なんかそっと触れた場所が内出血でドス黒くなってたり、そっと撫なでたケンタウロスが白目剝むいて痙けい攣れんしている気がするけどきっと気のせい。

「撃て撃てぃ！　あれを人間と思うな！　ドラゴンとかそういう類たぐいのモノと思え！」

「ドラゴン如きと一緒にするなよ！　あれくらいワンパンで殺せるわ！」

　矢やらボーラやら投げ槍やらが飛んでくるが、気をつけるのは投げ槍だけだ。矢はよほど当たりどころが悪くない限り通らないし、ボーラによる拘束は一瞬俺の動きを妨げる程度にしかならない。投げ槍だけは直撃すると痛そうなので、しっかりと回避して切り払っておく。

　馬の脚力で逃げながら射撃を繰り返してくるケンタウロスを追い掛け回して各個撃破していく。

　しかし弓の扱いは流石だな。必死に逃げながら射かけてくるのだが、てんでばらばらに射うってくるのではなく、しっかりとある程度の数をまとめて一斉発射してくる。

　狙いも正確だし、時間差でしっかりと避ける先にも矢を『置いて』くるからどうしても一瞬足止めされることが多い。どうせオロチレザーのジャケットやパンツを抜いてくることは無いので気にする必要は無いと言えば無いのだが、衝撃は抜けてくるのでそこそこ痛いのだ。

　わざわざ痛い思いをするのも馬鹿らしいので律儀に切り払っている。

　しかしそれもこれまでだな。実力は引き出せただろう。そろそろ決める。

　全力の二割くらいで動いていたのだが、四割くらいにペースアップする。見る見るうちにケンタウロス達と俺との距離が詰まり始める。

「やめろー！ 死にたくなごばぁっ！」「もうだめだぁ、おしまいだぁ」「望みが断たれた！」

その数が十程度になったところで流石にケンタウロス側が降伏した。







　　　第四話　～開き直って大暴れしました～







「さぁ、回復してやろう」

　負傷したケンタウロス達を魔法でまとめて回復してやる。死人はいなかった。手加減したからね！　まとめて薙ぎ払ったうちの一人が三さん途ずの川を渡りかけてたけど間に合ったからセーフ。セーフです。

「重ね重ねかたじけない」

「いや、気にしないでくれ。大した手間でもないんだ。魔力は有り余ってるからな」

　最後まで俺に追い回されたケンタウロス達は疲労困こん憊ぱいといった具合で荒い息を吐きながら地に伏している。矢弾を撃ち尽くし、槍も投げ尽くし、最後には抜剣突撃まで仕掛けてきたが俺に傷一つ負わせられなかった。そのせいで心がポッキリと折れてしまっているようだ。

　その他のケンタウロスの戦士達は矢の回収などを始めていた。金属製の鏃はそれなりに高価で、貴重な品なのだ。刀身の砕かれた曲刀や騎兵槍を眺めて悲しげな表情を見せる者もいた。思い入れのある武器だったのかもしれない。少し悪いことをしたな。

　俺はあれこれと指示を出しているペネロペに声をかけ、武器を失ったケンタウロスに俺の作ったサーベルとショートソードの刀身を流用して作ったロングスピアを与えるように言ってそれらの武器を押し付けておいた。

「敢闘賞ってことで」

「承知」

「明後日あさつての朝、お前達を新天地に連れて行く。荷物や家畜をまとめて移動の準備をしておけ。移動にあたって家畜を減らす必要はない。魔法で空間を渡っていくから、移動そのものも一瞬で終わる。明後日の朝に出発して、午前中には全員が新天地に着くだろう」

「御意」

「明日も昼過ぎに一度顔を出す。必要な物資があればこの資金を使ってガンディルで買っておけ」

　そう言って俺は金貨が50枚ほど入った袋をペネロペに渡しておく。最初に渡した物資だけで明後日まで保もつのではないかとも思ったが、ケンタウロス達がどれくらい食うのかわからないしな。

　俺から金を受け取ったペネロペは膝ひざを折って俺に頭を下げた。うむ、苦しゅうない。

「よし、とりあえずの段取りはこんなもんか」

　俺の言葉にマールが頷うなずく。

「そうですね。そろそろ陽が落ちますし、宿に戻りましょう」

　ケンタウロス達に別れを告げてこの場を辞去する。後は宿でディナー、その後は風ふ呂ろに入って部屋で寛くつろぐとしよう。土つち埃ぼこりを浄化の魔法で落としながらマールと共に宿へと向かう。

「えへへ……」

　なんかやたらとマールがニマニマクネクネしている。距離もいつもよりもずっと近く、俺にピタリと抱きついて離れない。なんだか随分と甘えてくるな？　久々に二人きりだからかね。

「随分とご機嫌じゃないか」

「そりゃもう、タイシさんと二人きりですから。そんなに前のことじゃないのになんだか懐かしくて。覚えてますか？　前にもクロスロードの街をこんな風に歩きましたよね」

「ああ。色々服買ったり、猫主人の武器屋で武器を見たりしたよな。あん時はトロール討伐でザクザク儲もうけたんだっけか」

「そうですそうです。その後、騎士団にタイシさんが呼び出されて……」

　マールの表情が翳かげる。

「あの時、クロスロードから逃げていなかったら、フラムさん達の暗殺部隊が襲ってこなかったら、私達は今頃どこでどうしていたんでしょうね？」

「そうだなぁ……まぁ、なんだかんだで同じような事になってた気もするが。もしかしたら気楽な二人旅を続けてたかもしれないな？　大だい氾はん濫らんを死なない程度に目立たずやり過ごしていればな」

「あはは、でもタイシさんは優しいですからね。きっと目の前で他の人が沢たく山さん死ぬのは見捨てられなかったでしょうね。そうなったら、似たような事になっていたかも？」

「さぁどうかな。俺はそこまでの正義漢じゃないと思うけどなぁ。でも、それならカレンディル王国に束縛されずにマウントバスや大森林に行ってたかもな。いや、米を食いたがっただろうからもしかしたらゲッペルス王国経由でミスクロニア王国に行ってたかもしれん」

　とりとめのない『ｉｆ』の話をしながら宿へとゆっくりと歩く。もしかしたらあったかもしれない、無数の可能性と分岐点。二人とも敢あえて口には出さないが、その中には俺が死んでしまうものや、或あるいはマールが死んでしまうものもあったかもしれない。

　もし万が一、どこかのタイミングでカレンディル王国がマールを暗殺していたら、今頃俺は史上最悪の魔王となっていたかもしれない。

「着いちゃいましたね」

　話しながら歩いているうちに宿の前に辿たどり着いていた。魔道具のランプが蛍光灯のような白い清浄な光を放っている。

「時間はまだまだあるさ。今晩は二人きりだからな」

「そうですね、二人きりです」

　宿に着いた俺達はすぐにディナーを頂いた。

　メニューとしては中華料理に似たようなラインナップだった。油を多用した炒いため物や、手の込んだ煮込み料理や蒸し料理が多く、ボリュームがあってガッツリ系だ。

「美お味いしいんですけど、重いんですよね」

「わかる。俺はいいけどマールはキツそうだよな」

「そうなんです。そもそも、余るくらいの量を作るのが当たり前らしくって……」

「ああ、なんとなく理解した」

　恐らく飽食を是とする文化なんだろうな。それこそ元の世界のお隣の国がそんな感じの文化だった気がする。料理も似てるし、どこか奇妙な符合のように思えるな。

　俺も割と食う方だが、さすがに残した。全体的に味は良かったんだが、毎日これだと胃もたれしそうだな。俺的に一番の当たりは蛇肉のスープだな。サッパリ系の薬味が入っていて、意外と旨うまみもある。何より肉の食感が悪くない。こう、軟らかいけどなかなか嚙かみ切れない弾力があってな。俺は割とこういう感じの肉が好きだ。

　え？　蛇肉に対する忌避感？　八やま岐たの大蛇おろち肉も食ってるし今更だよね。虫だけは今でも少し引くけど、蜂の子美味しかったからなぁ。今なら問題なく食えるかもしれん。

　マールは海鮮物の入った蒸し饅まん頭じゆうみたいなのがお気に入りのようだった。海鮮小しよう籠ろん包ぽうの大きめサイズみたいな。海から遠く離れているこのガンディルで海鮮物とは、と思ったら乾物を戻して作っているらしい。戻した水も生地を練るのに使ったりしているそうだ。なるほど。

　少々量が多いのには参ったが、豪華な料理を堪たん能のうできたのは良かった。たまにはこういう重くて豪華な料理も悪くない。

「あの……今日は、魔法なしでゆっくり、しませんか……？」

　食事を終えて部屋へ戻り、ゆっくりと二人でお風呂に入ってからマールはそんな風に切り出してきた。なんだか妙にしおらしい。

　久々に二人っきりだし、今晩はどうなることかと若干身構えていた俺としては少し拍子抜けである。なんというかいつもはこう、ガツガツしてる感じですし。マールさんマジ猛獣。

　俺としてはどちらかと言えばそういうゆっくりじっとりねっとりの方が好みであるし、一も二もなく了承した。結果としてなんというか、すごく盛り上がった。

　いや、何が盛り上がったかというと、いつもは捕食に来るマールが妙に大人しくて、それでいていつもとは比べ物にならないくらい甘えてきたのだ。確実にいつもと何かが違う。

　蕩とろけるような甘い声で俺の名を呼びながら必死に抱きついてくるマール。そんな彼女を前に俺の薄紙のように強きよう靭じんな理性は完全に崩壊した。

　仕方ないよね、男の子だもの。

「うぇひひ……」

　翌朝、どんな夢を見ているのかだらしない笑みを浮かべながら俺の腕によだれを垂らすマールさんである。おうコラ、俺の腕が凄すごいことになってるんですわ？　お？

　まぁ後で軽く浄化すればいいか。生活魔法マジ便利。昨晩の痕こん跡せきも綺き麗れいになってるしね。

　さて、今日はどうしようか。

　まだ街の中で見て回っていない場所もあるし、留守番組へのお土産を買って回るのもいいな。昼過ぎにはケンタウロス達の所に行かなきゃならない。領都に連れて行った後のことを少し話しておかないとな。

　そうだ、家を建てるための建材も調達しておこう。カレンディル王国からゲッペルス王国行きの建材がこのガンディルで止まって不良在庫になってるかもしれん。安く買い叩たたけるかもな。

　もう少しマールの寝顔を見てから行動を始めよう。どうやらいい夢を見ているみたいだしな。

「うぇひひ……タイシさぁん、私たちの赤ちゃんですよぉ」

　なんか口元をむにゃむにゃさせながらマールさんが爆弾発言をしました。

『あ、そうだ。ちょっと冒険者ギルドで済ませたい用事を思い出したので、行ってきますね。一時間もかからないと思いますから』

『はい、済みましたよ！』

『そうですね、二人きりです』

『あの……今日は、魔法なしでゆっくり、しませんか……？』

　俺の脳裏に電流が走り、微かすかに覚えていた違和感が全すべて繫つながる。そうか、そういうことだったのか。パチリと目を開けたマールとばっちりと目が合う。

「マールさん」

「はい」

「昨日、避妊魔法解除してきましたか」

「……」

「してきましたね？」

「……はい」

　しゅんとした顔でマールがその事実を認める。俺の脳裏に針の刺さった近藤さんが過よぎる。この子はなんということをしてくれたのでしょう。

「あの、怒ってますか？」

「怒っています。とても怒っています」

「あの、ごめんなさい。私、その、タイシさんを取られたく──」

　俺は強引にその唇を塞ふさいでお馬鹿さんの言葉を強制的に中断させる。マールはイヤイヤをするように首を振って抵抗していたが、暫しばらく強引に逃さずにいると観念したのか大人しくなった。

「俺が怒ってるのはそんな大事なことを秘密にしたからだコラ。この馬鹿ちん」

「だって、だって……私よりもフラムさんやクスハさんの方がおっぱい大きいし、メルキナさんやデボラさんの方がタイシさんを上う手まく甘やかせるし……あうぅ……」

「お前ね、自分でけしかけといてハマるとかアレですか。高い木に登って降りられなくなる猫ですか。この……言葉にし難いっ！」

　ポロポロと涙を流すマールを抱きしめて広いベッドの上をゴロゴロと転がる。なにこのお馬鹿で可愛い生き物。自分で色々画策しておいて今更不安になってお馬鹿やらかすとか本当に馬鹿可愛すぎる。

「よし決めた。今決めた」

　俺はストレージから紙とペンを取り出し、サラサラと『昼過ぎに出てくるまで声をかけないでください』と書きつけて入り口のドアに貼り付け、すぐにドアを閉めて鍵かぎをかけた。

　これからどうするかって？　野暮なことを聞いてはいけない。わかるね？

　俺は狼だ、狼になるのだ。わおーん。




　　　　─☆★☆─




　身支度を整えて宿を出た俺とマールはまず最初に約束通りケンタウロス達の下を訪れた。
















　歓迎はされたものの昨日の今日で新たな問題が起こっている事もなく、移動準備が順調に進んでいる事を確認するだけに留とどまっている。怪け我が人や病人も昨日のうちに粗方処置を終わらせていたからな。

「いらっしゃいませ。本日はどのようなご用件ですかな？」

　目の前でニカっと笑う豚──商業ギルド長の顎あご肉がぶるんと揺れる。

　ケンタウロスの野営地で特にやることもなかったため、俺とマールは昨日に引き続きできる豚ことガンディル商業ギルド長と面会することにした。街の人に聞いてみても、比較的新しい交易都市であるこの街にはこれといって観光名所が無かったのである。

　いや、正確にはマールと二人で楽しめる観光名所が無かったのである。

　ここは交易都市。特に観光を振興しているわけでもないので、そちら方面にカネをかけていないのがまず一つ。周囲に良いい狩場が無いので冒険者なども隊商の護衛でも受けていなければあまり寄り付かないのももう一つ。

　そして隊商といえば過酷な旅をする必要があり、自然とその構成人員の性別は偏る。つまり基本的に男が多い。そして男達が求める憩いの場と言えば相場は決まっている。酒と女である。

　そういうわけで、この街にはそこそこ規模の大きい花街があるわけである。綺麗なお姉さんとお酒を飲んだり、キャッキャウフフしたり、にゃんにゃんしたりできるアレな感じのスポットだ。

　当然ながら、リア充の俺には縁が無い。えも言われぬ魅力を感じるが、縁は無いのである。

　……ああ、一人だったら是非一度行ってみたいよ。男の子だからね、それは認めよう。だけど俺の嫁さん達は妙に勘が良かったり五感が鋭かったりするので縁は無い。無いのだ。

「いや何、市場があんな調子だろう？　見るところがあまり無くてな。ちょっと世間話でもと思ってな」

「ふむ、世間話ですかな……？」

　豚──ではなく商業ギルド長が怪け訝げんな表情を作る。

　まぁそうだろう。街の商人の頂点に位置する人物をアポ無しで捕まえて世間話とか何事だって話だ。

「いやな、荷はあってもゲッペルス王国やミスクロニア王国においそれと運べない。カレンディル王国内で処分しようにも運賃を考えると国内で捌さばいても殆ほとんど儲もうけが出ない──下手すると赤字。かといって荷を眠らせておくとなると食い物とかは商品価値が無くなるものが出てくるし、このままじゃ商品を抱えたまま干上がる商人が続出……そんな状況なんじゃないかと思ってな」

「ふむ、なかなか豊かな想像力ですな？」

　商業ギルド長の鼻の穴が広がってピクピクしている。カネの匂いを嗅かぎつけたな、豚ちゃんめ。いや、ちゃん付けするほどかわいい見た目じゃないけど。

「資材、建材、工具に食料、塩、衣料その他諸もろ々もろ……今後も良いお付き合いができるように、お互いが納得できる価格で引き取ろう。予算はとりあえず──」

　どん、と高級そうなテーブルの上に金貨の詰まった箱が出現する。中に詰まっている金貨の枚数は５０００枚、その重さは箱を入れておよそ80㎏。金貨の詰まった箱の重みで重厚な木製のテーブルがミシリと軋きしんだ音を立てる。

「──カレンディル王国の正金貨５０００枚だ」

「タイシさん、キメ顔のところすみませんけど邪魔臭いので引っ込めてもらえますか」

「あっはい、すみません」

　マールさんに冷静に指摘されて金貨の詰まった箱を引っ込める。なんというか今の一撃で俺の心がベコンって音を立てて凹へこんだ気がする。でも泣かないぞ、男の子だからな。くっ！

「見ての通り、資金はそれなりに潤沢です。私達についての情報はどこまで？」

「はぁ、そうですなぁ……亜人を集めてどこかに村を作っているらしいという風の噂は聞いておりますな。両国からあの呪われた大樹海を領地として認めさせたということもあり、大樹海にその街があるのでは、と……こちらは眉まゆ唾つばものと思っておりました」

　ちょっといじけた雰囲気を出しつつ、マールと商業ギルド長の会話に聞き耳を立てる。ふーん、こいつには正式に名乗ってないけど、俺達が何者かは正確に把握しているみたいだな。流石さすがにこの街の商人達を一手に牛耳っている男か。豚だけど。

「概おおむねあってます。それで、物資や資材は幾らあっても困らない状況なんですね。お得に手に入れられるなら尚なお良いです」

「確かに未開地の開拓となれば幾ら資材や物資があっても困ることはありませんな」

「はい。買える時に買っておいて、備蓄しておければ色々と安心というわけですね。ちなみに、タイシさんのことはどこまで？」

「勇者殿のことについて、となると漠然としすぎてなんともですが……曰いわく、一人で数千数万の魔物を魔法で消しとばした。ドラゴンを一撃で撃墜した。他には……そう、魔法を使って軍団を遠くの地に移動させたという話もありましたな。なるほど」

「おわかりいただけたようで何よりですね！　では、お互いに利益を得ましょう」

　今のやり取りはきっとあれだ。他の所に買いに行くのは容易たやすいんだから足元見るんじゃねぇぞオラ、という話だな。多分。

　実際問題、このガンディルで物資を大量に購入しなければならないという必要性は無いわけだ。困ってるなら買うよ。安くしてくれるならね？　って話だからな。別に差し当たって物資に窮してるわけじゃないし。

　マールが商業ギルド長と話し合って話を詰めていく。俺は蚊か帳やの外である。

　べ、べつに悔しくないし退屈だったりもしないんだからね！　適材適所って素晴らしい言葉があるじゃないですか。こういう交渉ごとはマールに任せるのが一番なんです。俺がやると物理的なのとか金銭的な感じの力こそパワーな交渉になるし。

　え？　元の世界の社会人としてそれはどうなんだって？

　この世界でペコペコ頭下げて下手に出て謙虚な態度で相手を立てて──なんて交渉は有効じゃないとは言わないけど、俺の立場的にそれはマズいんだよね。俺は勇者で、ミスクロニア王国では爵位ももらってる貴族なわけで。いくら相手が街一つを牛耳っている商業ギルドの長だとは言っても、そう簡単に頭を下げるわけにはいかんわけだ。

　え？　前からパワー外交が多いって？

　仕方ないだろ。舐なめられたら終わりな状況での交渉ばっかりだったんだから。権威も立場もないんだから、力か金しか俺には交渉カードが無いんだよ。

　ソフトな交渉はマールやティナに任せてハードな交渉は俺がやるのが効率がいいのさ。

　暇だし久々にステータスチェックでもするかな。





　【スキルポイント】２０４ポイント（スキルリセット可能）




　【名前】タイシ＝ミツバ　　【レベル】７３

　【ＨＰ】９３２　【ＭＰ】４９６７




　【ＳＴＲ】１８８０　【ＶＩＴ】１９１５　【ＡＧＩ】１７７８

　【ＤＥＸ】５１９　　【ＰＯＷ】１０３４




　【技能】剣術５　格闘５　長柄武器５　投とう擲てき５　射撃１　魔闘術３




火魔法５　水魔法５　風魔法５　地魔法５　光魔法５　純粋魔法５　回復魔法５

始原魔法２　結界魔法５　空間魔法５　生活魔法　身体強化５　魔力強化５

魔力回復５　交渉２　調理１　騎乗５　鍛か冶じ５　魔導具作製５　気配察知５

危険察知５　鑑定眼　魔力眼　毒耐性３






　このぶっ飛んだステータスと有り余るスキルポイントを見よ。いや、実際持て余し気味ではあるんだよね。

　そりゃ強くなるなら各種魔法や魔眼をガンガン取って、武器スキルもガンガン取って、生産スキルもガンガン取って俺は新世界の神になる！　みたいにできるんだろうけども、現状ではそこまでの必要性を感じない。いざとなったら転移で逃げればいいしな。

　転移ができない、スキルポイント操作もできない状況に追い込まれて、尚且つ俺が手も足も出ないような相手にでも遭遇しないとどうにもならないだろうな。こう言うとフラグが立ちそうな気がするが、さて。

　結局のところ、魔法は取っても慣熟訓練して使いこなせるようにならないと意味がない。そうなると即戦力になるのは基礎能力を強化する常時発動型のスキルなんだが……それっぽいのがあんまり無いんだよなぁ。

　各種武器習熟なんかはそれといえばそれなんだが、習熟した武器を振るうときにしか効果が無いしな。そうなるとやはり強力な武器を作るべきだろうか？

　魔導具作製と鍛冶レベルが最大になった今、その二つを組み合わせれば恐らく──いや、確実に凄すさまじい武器を作ることができるだろう。一振りで山を割り、天を引き裂くほどの魔剣を創れるに違い無い。

　だが、そんなものを作ってどうするというのか？　それは個人で携行できる核兵器みたいなものだ。そんなものを手にして俺は冷静でいられるか？　手に入れた力は振るいたくなるものだ。

　今でさえ、俺は力に酔っている自覚がある。自分の持つ絶大な力を背景に、手の届くもの全すべてを掬すくい上げようとしている。今回はマールにほだされてケンタウロスを助けたが『結局のところどうにかなるだろう』というある種の驕おごりがあった事は間違いない。

　そんな俺が『これならどんな奴でも一撃だ』みたいな武器を創り出し、持ってしまったら？

　どんな敵が相手でも勝てるだろうと思えるだけの力を手に入れてしまったら？

　俺は致命的なミスを犯してしまうんじゃないだろうか。過信と慢心の末に何かとんでもないことを仕出かしてしまうんじゃないだろうか。それが恐ろしくてたまらない。

　俺がスキルポイントを余らしているのもそんな考えが原因だ。

　俺は怖いんだ。身に余る力を手にして、それを御し切る自信がないから。自分がいい加減な駄目男だっていうのを知っているからな。

「タイシさん？」

「ん？　ああ、すまん。ちょっと考え事をしていた」

　考え込んでいる間にマール達の話し合いが終わっていたらしい。結果をよく聞いていなかったが、マールのことだから強したたかに交渉したことだろう。

　その場を辞して街中をブラブラ歩くことにする。商品の引渡しと支払いは明日の朝ということになった。今晩のうちにガンディル内の各商会の在庫を商業ギルドの倉庫に集積しておいてくれるらしい。支払いは金貨単位。端数は出しませんとのこと。

　俺とマールは商業ギルドを後にして昨日も訪れた市場まで戻ってきた。また屋台で色々と摘みつつ、掘り出し物を探したり留守番をしている皆へのお土産を見繕ったりしようという考えだ。

　本日の屋台飯は薄焼パンとトマト風味の豆スープ、それにドネルケバブのような焼き肉である。パンは焼き立てで温かく、表面はパリッとしていて中はしっとり。ドネルケバブと一緒に食うもよし、スープに浸して食うも良しだ。

　マールはトマトソースとチーズたっぷりの薄焼ピザのようなものと、俺と同じくトマト風味の豆スープにしたようだ。それぞれの料理を持って屋台の近くに設置されている粗末な木製のテーブルで料理をいただく。

「私はこういう食事のほうが好きですね」

「ホテルの豪華な料理も美う味まいんだけどな」

　お互いの料理を食べさせあいっことかしながらサクサクと食事を済ませる。マールの頼んでた薄焼ピザ美味かったな。サッパリとしつつも強烈なトマトの味にチーズの濃厚な旨うまみが完全にマッチしてた。やっぱトマトとチーズの組み合わせは鉄板だな。今度デボラにああいうの作ってもらおう。レシピ本とか売ってねぇかな？

　食後にナツメヤシっぽい果実のジュースを飲んでからマールと連れ立って市場の散策を開始する。たまに歩いている色っぽい格好をしているお姉さんは花街の娼しよう婦ふだろうか？　こんな状態じゃ彼女達も商売上がったりだろうな、とか考えていたらマールに勘違いされて脇腹を抓つねられた。違います、見み惚とれてたわけじゃないんです！　許してください！

　そんな感じで市場の露店やメインストリート近くの商店を見て回る。収穫は途中で見つけた書店で色々と書物を買えたことだろうか？　少しばかり古いものもあったが、子供向けの絵本や文字の読み書きの練習に使う本、この辺りの料理のレシピ本などが見つかった。

　マールはマールで知らない薬品のレシピが書いてある錬金術の本を手に入れたらしい。
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　その後は特にハプニングもなく、翌日の朝を迎えた。

　いや、マールさんのサービスは凄すごく良かったですがね。久々に踊り子風の衣装とか着てくれちゃったりしてそりゃもうサービス満点でしたよ。どうも昼間に俺の視線が色っぽいお姉さんに向かったのを気にして対抗してくれたらしい。

　事が起こったのは商業ギルドの倉庫で今回購入していく品物の目録を確認しているその時だった。

　俄にわかに倉庫の出入り口が騒がしくなる。何事かと思ってマールを背中に庇かばう。すぐに騒ぎの発生源が俺達の前に現れた。

「王よ、一大事だ！　ゲッペルス王国の軍がこの街に向かってきている！　およそ一刻で到着するぞ！」

　息せき切って倉庫に突入してきたのは女ケンタウロスだった。あれだ、俺に鋼の肉体を讃たたえられて満更でもなかった感じの漢女ヲトメケンタウロスさん。いや、美人だけどさ。

　彼女の後ろではチャラタウロスが商業ギルドの職員や護衛相手に愛想笑いを浮かべながらしきりに頭を下げている。

「ここの物資を回収したらすぐに行く。必要最低限の荷物だけ持って即刻移動する準備を整えろ。荷物は俺が回収していくから、ひとまとめにしておけ。家畜の移動も行うから、迅速にだ」

「御意、行くぞ！」

「ええっ!?　おいちょっ──あはは、いやマジでサーセンっした」

　怒ど涛とうの勢いで走り去っていくケンタウロス二頭。いや、二人か？　どう数えるべきなんだろうな、これは。

「タイシさん、後は私が。お金だけ置いていってください」

「わかった。物資は回収させてもらうが、構わんな？」

「はい、問題ありませんぞ」

　金貨の詰まった箱を出し、この場をマールに任せて物資の回収を始める。余った金貨はマールが自分の収納バッグに回収してきてくれるだろう。梱こん包ぽうされた物資や資材を十分足らずで回収し、ゲッペルス王国側の門まで転移魔法で一気に飛ぶ。

　さっさと門を出てケンタウロス達の野営している場所まで向かうと、ケンタウロス達の野営地は蜂の巣を突ついたかのような大騒ぎ──かと思ったら思った以上に落ち着いていた。

「落ち着いているな」

「はっ……我々ケンタウロスは遊牧の民。突然の出立などには普段から慣れておりますからな」

　ペネロペは落ち着いた様子でケンタウロス達にテキパキと指示を出していた。遠くを見ると完全武装した戦士達が警戒に当たっているのが見える。

「荷物は俺が運ぶから、一ヶ所に集めておけ。それと人員と家畜の移動準備を半刻で終わらせろ。戦士達もその時間までに全員呼び寄せて集合だ」

「はっ。伝令！」

　ペネロペがケンタウロスの戦士に俺の指示を伝え、テキパキと伝令を飛ばしていく。

「ゲッペルス王国の兵はどっちの方角から来てるんだ？　なぜ接近に気付いた？」

「東北東ですな。我々の足で一刻ほどの位置まで斥候を何組か放っていたのですが、そのうちの一組が先ほど報告してきましてな。その時点で撤収準備を開始しつつ、続いて斥候を放って情報を確定しました。兵数は輜し重ちようも含めておよそ千八百程です」

　ペネロペの指示を受けたケンタウロスの戦士達が駆けまわっているのを眺めながら情報を吟味する。なんというか、思った以上にケンタウロス達というかペネロペが有能でビックリだ。予あらかじめちゃんと斥候を放ってあったのにも驚きだし、撤退準備を行いながらしっかりと情報の確定まで行っているのだから恐れ入る。

　差し当たって対策はどうしたものか。

　領地の発展は順調だが、まだゲッペルス王国と正面切って対立するのは避けたい状況ではある。だが、ケンタウロス達を保護するということを決めている今、近い未来に決定的な対立が起こるのは確実だろう。

　俺が保護したという情報もガンディルで聞き込みをすればすぐに割れるだろうし、情報の拡散は不可避だ。俺の正体について知っている人間はそう多くないだろうが、人の口に戸は立てられないしな。

　ゲッペルス王国軍の到達は一刻──およそ二時間と想定されるが、向こうも情報を確認するために斥候を放ってくるだろう。そろそろ斥候がこちらを捕ほ捉そくしていてもおかしくない頃合いである。

　さて、どうするか──うん、考えをまとめよう。

　まず、こちらの絶対に達成しなければならない目標はケンタウロス達を安全に撤退させることだ。これは転移門を使えばすぐに達成できるから、問題無いだろう。

　ゲッペルス王国との敵対を可能な限り避ける、というのが二次目標になるが……これは難しいだろうな。可能な限り死者を出さないようにするくらいか。

　俺は手早くメニュー画面を開き、スキル取得画面を操作し始める。

「ゲッペルス王国軍を潰つぶしてくる。お前らは撤退準備を急げ」

「はっ、ご武運を」

　ペネロペの言葉に背を向け、今しがた取得したばかりの『隠形』スキルを使って気配と姿を消し、全力で走り始めた。すげぇ、この速度で走っても地面が弾はじけたりしないぞ。

　この辺りの地形はかなり荒涼としている。

　植物はまばらで、赤茶けた乾燥した大地が見渡す限り広がっている。起伏も激しく、岩山も目立つ。見るからに瘦やせた、耕作に適さなそうな荒野だ。そんな風景が一歩踏み出すごとに風のように過ぎ去っていく。

　隠形スキルはレベル毎に機能が大幅に強化されていくタイプのスキルのようで、レベル１では自分の立てる音や気配を察知されにくくなる程度だが、レベル２で無音行動が可能になり、レベル３では匂いも遮断。レベル４では魔力や熱なども遮断し、レベル５では姿すら消える。

　某蛇も真っ青な光学迷彩をセルフで発動できるのだが、レベル３以降では発動時に魔力を消費するようになるので使い勝手が悪くなるようだ。俺の場合、自然回復する魔力の方が多いから何の問題にもならないけど。

　因ちなみに同レベルの気配察知を無効化する能力もあるらしい。危険察知は無効化できないし、姿が見えなくなるだけなので、物理的なトラップには普通にかかる。魔法の障壁や結界の類たぐいも無効化できない。魔力や熱源探知型の罠わなは発動しなくなる。

　優秀だが、過信して良いいものではないな。

　スキルの説明に目を通しながら斥候を探し出すためにゲッペルス王国軍がいるであろう方向に意識を向けて気配察知を向ける。イメージ的にはパラボラアンテナをそっちに向けるような感じで指向性を意識して察知を強化する感じだ。

　そうすると、ずっと奥の方に大量に固まった気配を察知した。これが恐らく本隊だろう。その手前に四つの気配が固まった反応が二つほど引っかかった。これは恐らく騎兵の斥候部隊だろうな。

　一部隊毎に気配が四つ固まってるのは馬と騎手が二組で一部隊になっているんだな。

　二つの斥候部隊の距離は遠からず近からず。恐らく手前側にいるのが敵を調べるための部隊で、奥側にいるのが前衛の斥候部隊を監視するための部隊だろう。前衛斥候が襲撃されたら後衛斥候が速攻で逃げて斥候が襲われたということを本隊に伝えるための編成だな、多分。

　いずれにせよ俺の行動はバレるだろうからゲッペルス王国との対立が避けられまい。とはいえ馬鹿正直に正体を晒さらすことも無いか。

　目標を目視で捕捉した俺は赤茶けた岩陰に身を隠し、ストレージにアクセスして装備品の中から何か変装に使えそうなものは無いか探してみた。

　候補はいくつかあるが、できるだけ俺のイメージとかけ離れているものがいいな。勇者としての俺の特徴といえば白銀に輝くミスリルの鎧よろいと、強大な純粋魔法による広範囲殲せん滅めつ能力、そして一振りで広範囲の魔物を消し飛ばす接合剣による一撃だろう。

　というわけで今回は純粋魔法縛り、鎧は黒鋼製の脳筋仕様、武器は長柄武器スキルで使える神銀製のポールメイスにした。ポールメイスというか、巨大メイスと言った方が良いけど。

　元の世界で遊んだ事のあるゲームに出てきた巨大なメイスをイメージして作ったもので、魔法文字を刻む事によって魔法効果を付与してある。合言葉で必殺技発動って浪漫だよね。

　しかし諸事情によってソーン率いる実験部隊では『使えない』という判断が下されてしまい、ストレージで死蔵される事になってしまった一品だ。製作者である俺が今回上う手まく使ってみせよう。

　直接ストレージから装備を選択して脳筋仕様の黒鋼鎧を装着する。

　フルフェイスの兜かぶとからは捻ねじくれた禍まが々まがしい角が二本伸び、鎧の肩部分には髑どく髏ろをモチーフとした冒ぼう瀆とく的な意匠が施されている逸品だ。悪ノリして変声機能とか特にこれといって意味のない禍々しいオーラが出る機能とか肩の髑髏から怨えん嗟さの声が漏れる機能とかがついている。俺とペロンさんが徹夜テンションで作り上げてしまった過ちの一品である。

　この過ちの権化を身につけた今の俺には怖いものなどもう何もない。今なら三段笑いとかもできちゃうかもしれない。口調だって中二病全開で逝っちゃうＺＥ☆
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　装備を換装した俺は先程と同じく隠形を発動しながら岩場を跳び、一気に斥候部隊に忍び寄った。こちらは後ろにいる方の斥候部隊で、遠くにもう一組の斥候部隊も見える。

「今のところは問題ないようだな」

「ああ、だが奴らは足も速いし弓も上手い。敵の斥候らしきものも居たから、気を引き締めてかかるぞ」

　馬上で望遠鏡らしきものを前衛斥候部隊の方向に向けながら二人の騎兵が話し合っていた。このままプチっと潰してしまうのは簡単だが、さて……この世界には謎の賞罰システムがあるんだよな。別に賞罰がついたって何があるってわけじゃないと思うが、どうしたものか。

　いやいや、今になってビビってるわけじゃないですよ。ブチ切れてない素面しらふの状態で殺意を持って人間を手にかけるのは初めてですけどね。いや、本当のところビビってるんですけどね。はい。

『へいへーい、ピッチャービビってるー』

　久々に出たな邪神。今忙しいから黙ってろ。

『いやいや、今更何をくだらないことで怖おじ気けづいているのかと思ってね？』

　いや、くだらないことってお前な。人殺しなんてのはお前、普通に考えて人として最大級の禁忌だろうが。

『家畜や野生動物や魔物を殺すことに罪はなく、人間を殺すことだけは罪だと？　その理屈で言えば、君が贔ひい屓きにしている亜人や獣人や理性を持った魔物は人間ではないから殺しても罪じゃないのかな？』

　それは……。

『何かを殺すことそのものに罪などありはしないよ、少なくともこの世界においては。私が保証しようじゃあないか。結局のところ、生き物というのは他の生き物を殺さないと生きてはいけないのさ。生存競争というやつだね』

　なら賞罰システムってのは一体何なんだよ。

『さてね？　気になるなら作った神ほん格にんに直接聞くと良いんじゃないかな。或あるいはその信者にでも、ね。ところで、ゆっくりと考え事をしている暇があるのかい？』

　ハッとして斥候の騎兵を見ると、どうやら周辺の確認を終えて出発するようだった。今は余計なことを考えている暇は無いか。仕方がない。

　巨大なメイスを担いで岩陰から飛び出す。狙いは馬上の斥候。隠形を発動しているから俺の姿は見えないはずだが、何か違和感を感じ取ったのか、軍馬が落ち着かなそうに耳を動かす。

　これ以上は隠れていても無駄だろう。そう判断した俺は隠形を解除して斥候達の前に姿を現した。斥候達の目にはまるで突如俺が現れたように見えたことだろう。

　俺が取るべき行動はシンプルだ。無言で巨大なメイス──パニッシャーと銘打ったそれを肩に担ぎ、一歩踏み込むと同時に振り抜く。

　パニッシャーの柄つか頭の大きさは人間の頭部よりもなお大きいスイカのようなサイズだ。

　ミスリルとオリハルコンの合金である神銀がいくら軽いとはいっても、このサイズの塊となればその重量がどうなるかは推して知るべしである。だが、そんな常人では持ち上げるのも一苦労な得物でも俺にとっては小枝も同然だ。

「は……？」

　目の前で起きた光景の非常識さに度肝を抜かれたのか、もう一人の斥候があんぐりと口を開いて固まる。




『一緒に行動していた相棒がいきなり現れた禍々しい黒鎧に馬ごと鈍器で薙なぎ払われて真横に吹っ飛んでいった』




　彼の見たものというのはそのようなもので、何が起こったのか理解できずに呆ぼう然ぜんとしてしまっているようだ。

　正に致命的。

　この状況下ではそうとしか言い表しようがない。無言で更にもう一歩踏み込み、今しがた振り抜いたパニッシャーの柄頭を返して逆に振り抜く。

　先程の焼き直しのように軍馬ごともう一人の斥候がカッ飛んでいった。ピンボールか何かみたいに吹っ飛んでったけど、生きてるかな？　まぁ、馬は走れないだろうし騎乗していた兵が生きていたとしても今回の戦で斥候としてはもう動けないだろう。無力化できればそれでいい。

　パニッシャーを肩に担ぎ、地面を粉砕しながらもう一方の斥候に向かって駆け出す。

　本来であれば短距離転移でもした方が早いのだが、黒鋼製の鎧を着ていると魔法の効果が著しく減衰する上、消費する魔力が大きくなるのであまりやりたくない。魔闘術を利用した瞬間的な身体強化とか、鎧の中の自分の肉体に直接作用させる回復魔法とかは問題ないんだけどね。

　黒鋼は魔力を遮断するから、魔法を併用する戦闘にはとことん向かないんだこれが。一応籠こ手ての掌てのひらの部分だけは神銀で作ってるから掌から魔力を放射する魔法とか武器に魔力を通すのは問題ないけど、全身から魔力を全方位に放射する魔力爆轟フオースデトネーシヨンとかは使えない。俺の肉体はともかく鎧が弾け飛んでいく。

　遠くから文字どおり俺が爆走してくる音に気が付いたのか、斥候が腰の鞘さやからサーベルのような曲刀を引き抜くのが見えた。それに構わず俺は更に加速し、メイスを構えたまま肩から、騎乗したままの斥候に突っ込む。斥候の兵の引きつった顔が見えた。




　ドォン！




　自動車同士が衝突したかのような轟ごう音おんが響き、斥候の一人が馬上からぶっ飛んでいった。直前でサーベルを捨てて両腕を使ってガードしていたが……さて、生きてるかな？

　俺が衝突しなかった方の斥候は素早くサーベルを振り上げて俺に斬りつけてきた。そのサーベルを左腕の籠手で弾き飛ばし、右手だけで振り回したパニッシャーでもう一人の斥候を殴り飛ばす。なんか金属鎧ごと骨を砕く感触があった気がするが、深く気にしないでおこう。

　さぁ、本隊を撃滅しにいこうか。
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　赤茶けた岩山の上から眼下を移動するゲッペルス王国軍を見下ろす。赤い岩って鉄分を多く含んでるんだったかな。まぁ採掘されてないってことはきっと鉄鉱石としては低品質なんだろうな。

　さて、鉄鉱石は置いておいて問題はゲッペルス王国軍だ。人数は自分で数える気にならないがさっきは何人って言ってたっけな。二千弱だったかね。こういうのって何か数えるコツとかあるんだろうか？

　構成としては弓兵とクロスボウ兵が多めか。突撃対策の長なが槍やり兵と、弓矢対策の盾兵もいるな。数は多くないが軽装騎兵も随伴しているようだ。追撃戦力かな。

　寡兵のケンタウロス達を寄せ付けずに圧倒的な矢や衾ぶすまで圧殺することを念頭に置いてるな、これは。殺意の高さが窺うかがえるぜ。

　ゲッペルス王国軍の進軍は実にゆっくりとしたものだ。この荒野で輜し重ちようの馬車がスタックしたり壊れたりすることを警戒しているんだろう。あるいはケンタウロス達の奇襲を警戒しているのかもしれない。

　さて、ここでまんじりと進軍を眺めていてもどうにもならない。さっさと片付けるとしよう。

　重心を確かめるためにパニッシャーを一振りしてから構える。狙いはゲッペルス王国軍の進行方向、前方三十ｍくらいでいいか。

　助走をつけて岩山の上から跳ぶ。

　赤茶けた岩が俺の踏み込みに耐えられずに砕け、大きな音を立てた──ゲッペルス王国軍の視線が集まるのを感じる。

　空中でパニッシャーを振るい、無理矢理姿勢を変更する──二千人弱の人間が発するざわめきがさざ波のように押し寄せてくる。

　落下が始まった。距離は目測通り、パニッシャーを空中で大きく振りかぶる。




『〝唸うなれ〟、パニッシャー』




　俺が発した合言葉によって神銀製の巨大な柄頭に魔法文字が浮かび上がり、陽炎かげろうのように柄頭周辺の空間が歪ゆがみを帯びた。

　落下の速度も合わせ、歪みを帯びた柄頭を大地に叩たたきつける。




　轟音。




　そう形容するのも生なま温ぬるいような暴力的な衝撃音が荒野に響いた。

　大地が広範囲にわたって蜘く蛛もの巣状にひび割れ、その先端は三十ｍほど離れたゲッペルス王国軍の最前列にさえ届きそうだ。もう少しだったな、惜しかった。

　ゲッペルス王国軍は軽い恐慌状態に陥っているようだ。

　最前列には腰を抜かしたのかへたり込んでいる兵もいるし、今の一撃で大地が揺れて馬が驚いたのか嘶いななきが遠くから聞こえてくる。

　俺は大地にめり込んだパニッシャーを地面から引き抜き、石突きを大地に突き立てて仁王立ちした。全身に魔力を漲みなぎらせ、禍々しいオーラ全開で威嚇もしてみる。最前列の兵士の股こ間かんが濡ぬれている。よし、摑つかみはＯＫ。

「な、何奴！　我々が栄えあるゲッペルス王国軍と知っての狼ろう藉ぜきか!?」

『いかにも。貴様らがゲッペルス王国軍と知っての行いである。古いにしえの誓約を破り、無む辜この民を悪あく辣らつなる奸かん計けいによって皆殺しにせんとする貴様らの所業、誠に許し難い』

　底冷えするような魔王ボイスで他の兵士より立派な鎧を身につけた兵を糾弾する。おお、ビビってるビビってる。

『この場で引き返すなら良し、もしこの先に進むというのなら……』

　パニッシャーを肩に担ぎ、左手を前に出して構えを取る。

『この場で貴様らを叩き潰つぶす。大地の染みになりたい者からかかってくるが良い！』

　どよめきが聞こえる。うんうん、大いに悩むが良い。そしてできれば撤退を選んでくれ。ほーら見ろ、俺強そうだぞー、ヤバそうだぞーと禍々しいオーラを揺らめかせてみる。

「う、撃ち方ようーぃっ！」

『えっ？』

「狙えーっ！」

『えっ？　えっ？』

　なんかヤバそうなのでパニッシャーを掲げて不測の事態に備える。これ撃ってきますよね？　もう少しこう、穏便に済ませようとか思わないんですか？

「第一列、放て！」

『ちょっ』

　問答無用でクロスボウのボルトの嵐と矢の雨が降り注いできた。穏便に済ませる気は無いらしい。よろしい、ならばこちらも容赦はすまい。パニッシャーを両手で天に掲げ、合言葉を口にする。




『〝吼ほえろ〟パニッシャー！』




　俺の合言葉と同時にパニッシャーから大きな歪みが発生し、ボルトと矢の雨を消し飛ばした。衝撃の余波がゲッペルス王国軍の前衛を薙ぎ倒し、跳ね返された矢とボルトがそこに追い討ちをかける。

　このパニッシャーは先程の『唸れ』で衝撃力の大幅な増加を、今の『吼えろ』で強力な衝撃波を発生させる。『吼えろ』を使う場合は同時に振ることによってその方向に衝撃波を飛ばすこともできるし、今のように掲げて使えば一種の攻性防壁のように使える。どうだ凄すごいだろう。

　ただし『吼えろ』を使って振る場合は入力がシビアで慣れないと明後日あさつての方向に衝撃波が飛んでいくのと、今みたいに攻性防壁として使う場合は味方の誤射に注意しないと味方を吹っ飛ばしてしまうんだけどな！　今は一人だからそんな心配ないけどね！　ＨＡＨＡＨＡ！

　はい、欠陥品です。ごめんなさい。

　一人で敵陣に突っ込んで蹂じゆう躙りんするには良い武器だよ。こんな風に。

「く、来るぞ！　長槍兵！　盾兵！　止めろ！」

「無茶言うな！　あんなの止められ──ぎゃあああっ!?」

「うわらばっ!?」

『フハハハハッ！　貧弱貧弱ゥ！』

　矢の雨をやり過ごした俺は直ぐさまゲッペルス王国軍に突っ込み、乱戦へと持ち込んだ。乱戦に持ち込んでしまえば大量にいるクロスボウ兵や弓兵は役立たずになるからな。俺が三十ｍと比較的近い位置に着地したのもそれを狙ってのことだ。

　え？　三十ｍは近くないって？　俺にとっては踏み込み一歩の距離だよ。

『ククク……ハハハッ！　ハーッハッハッハァ！』

　三段笑いをキメながらめったやたらにパニッシャーを振り回してゲッペルス王国軍を蹂躙する。『唸れ』を使ったり全力で振り回したりしたらゲッペルス王国軍の皆さんがミンチよりひでぇ状態になってしまうので優しく振り回す。金属鎧よろいがひしゃげる音とか骨がバキバキ折れる音とか血反へ吐どを吐く音が聞こえるが気にしない。多分死んでない。多分。

「圧おし潰せ！」

「無理だッ！　あんなの止められ──おいおいおいこっちくんなやめ」

『無駄無駄無駄無駄ァッ！』

「散開しろ！　騎兵に突撃させるんだ！」

　周りに指示を出している奴を優先的に狙っていたんだが、まだ統率できる奴が残っていたらしい。兵達が這ほう々ほうの体ていで散開し、軽騎兵が突撃してくるための道を作る。いいでしょう、付き合ってやろうじゃないの。

　兵が割れてできた道を三騎の軽騎兵が馬とともに駆けてくる。

　ランスチャージの一撃の威力というのは目を見張るものがある。なんせ時速数十㎞で突撃してくる馬と騎手の体重と速度がその先端に集約しているわけで、盾や鎧なんてものは紙かみ屑くずのように簡単に貫通されてしまう。

　俺とて生身でまともに食らったら酷ひどい目に遭うだろう。まともに当たったらだが。

『〝吼えろ〟、パニッシャー』

　突っ込んでくる三騎の軽騎兵に向かってパニッシャーを振り下ろす。

　パニッシャーに組み込まれた魔法文字が明滅し、地面に叩きつけると同時に解放された衝撃波が前方から突撃してくる軽騎兵をまとめて薙ぎ払った。更にその後続や、周辺の兵達をも巻き込んで枯れ葉のように吹き飛ばす。

　流石にこの一撃には気勢を殺そがれたのか、ゲッペルス王国軍の兵士達は俺から大きく間合いを取って様子を窺いはじめた。各々武器を構えてこそいるが、腰が引けているのが見え見えだ。だって軽く視線を向けるだけで怯ひるんで後あと退ずさるんだもの。

『どうした？　もうかかって来んのか？』

　何人くらい吹き飛ばしたかな？　多分まだ二百はやってないと思うが。確か総員数が二千弱くらいだったはずだから、人数比で言えば一割くらいの損耗だろう。輜重部隊を戦力に数えなかったら一割強かな。

『今、撤退するなら後は追わんでやろう。どうする？』

　俺の問いかけに兵達がざわめく。指揮官は俺の攻撃に巻き込まれて戦闘不能かな？　全体の数字から見ればまだまだ損害は軽微だろうけど、指揮官っぽいのを潰しまくったからね、軍団として機能不全に陥ってるのかもしれん──いや、兵が割れて道ができた。何か来るな。

　ゲッペルス王国軍の後方から現れたのは異様な風体の男だった。

　背丈は２ｍを超えているだろう。下半身は質素な布のズボン、上半身は裸で魔物のものらしい派手な虎縞しまの毛皮だけを身に纏まとっている。体つきは実に立派で、ムキムキの筋肉が今にもはち切れそうだ。凶悪そうな顔に、粗暴な印象を与える伸びた髭ひげ。そして、肩に担いでいるのは長柄の朱塗りの槍。

　槍の穂先は蛇のようにくねくねと波打っており、切っ先は刃こそあるようだが尖とがっていない。ただ分厚く、頑丈そうな槍──いや、しらばっくれるのは止めよう。あれは蛇矛と呼ばれる槍だろう。三国志で有名な張ちよう飛ひが使っていたとされる槍やりだと思う。見た目が凶悪で威圧感があり、いかにも強そうだ。
















「なんだァ、おい。俺様の出番なんて無さそうなつまんねェ仕事だと思ってたが、面白そうな事になってるじャあねェか」

　独特なイントネーションで喋しやべる男のもう片方の手には酒入りらしい土瓶が一つ。俺なら一抱えほどはありそうなその土瓶に直接口をつけ、グビグビと中身を呷あおる様はまるで山賊の首領か何かのようだ。

　中身が無くなったらしいその土瓶をそこらに投げ捨て、巨漢がゲップをする。汚ねぇなおい。

「捕らえたケンタウロスの女を犯すくらいしか楽しみが無いと思ってたんだがな……俺様のはちょっと立派すぎてな、普通の女だと入りきらねぇのよ」

　男はそう言ってニヤニヤと笑いながら自分の股こ間かんに手をやって腰を振る。男の腰振りダンスなんて見たくありません。帰って、どうぞ。

「俺様はゲッペルス王国の四勇者の一人、猛虎のジャンだ。名乗れる名はあるか？　黒いの」

『下げ衆すに名乗る名は無い……と言いたいところだが、勇者相手にそれは失礼か。我が名は……そうだな、シャドウとでも名乗っておこう』

　勇者である俺の影ということでシャドウ。安直な上に後で恥ずかしさに転げまわりそうな名前だが、魔王アーマーを身に付けた今の俺に怖いものなど何も無い。とことんまで突き抜けてやる覚悟だ。

　さて、ジャンとやらを鑑定してみるか。





　【名前】ジャン＝グリィ




　【レベル】39

　【スキル】槍そう術じゆつ５　長柄武器５　剣術４　格闘術４　投とう擲てき４　弓術３　騎乗３　土魔法３　身体強化４　魔闘術４　自己治癒　直感（戦）　転化




　【称号】チェンジリング ライカンスロープ　槍士　戦士　剣士　格闘家　弓士　乱暴者　戦闘狂　酒豪　絶倫　山賊の首領（元）　殺人鬼　豪槍　無頼漢　槍聖　ゲッペルス王国四勇者　猛虎

　【賞罰】窃盗（恩赦）　放火（恩赦）　殺人（恩赦）　強ごう姦かん（恩赦）






　わぁ、清すが々すがしい程に脳筋。しかも賞罰欄ヤバいじゃないかこいつ。

　称号を見る限りでは元山賊の勇者ってところか。こんなのが暴れてたら周辺住民もさぞ大変だっただろうなぁ。最終的には懐柔されたか調伏されたかしたんだな。欲望に忠実そうだし懐柔されたのかね。それにしても自己治癒とか直感とかなんだよそれ、面倒くさそうなんだけど。

「んだァ？　てめェ鑑定眼持ちかよ。小こ賢ざかしい野郎だ」

『使えるものはなんでも使う。当たり前であろうが？』

「違いねェな。んじゃ、ヤるか」

　お互いに武器を構え、同時に地を蹴ける。




　激突。




「ああっ!?　ジャン様がやられたっ!?」

「たった一合でか!?」

　ご覧の有様だよ！

　いやね？　レベル差が倍近くあるわけですよ。

　いくら身体強化があろうとも槍術と長柄武器が５であろうとも、俺の圧倒的有利は揺るがない。全力の一撃でぶつかり合うとか俺の得意分野ですし。俺とまともにやり合うならせめてスキルレベル5+になって人外の領域に足を踏み入れて欲しい。

　俺のほぼ全力の一撃を受けた四勇者（笑）さんは辛うじて武器を盾にすることには成功したようだった。まぁ遠くの赤茶けた岩山に頭から突き刺さってビクンビクンしてるけど。一応生きてるとは思う。多分。

　上空に弾はじき飛ばされていた蛇矛が俺のすぐ近くの地面に突き刺さった。よく見たらこの蛇矛、オリハルコン製じゃないか。俺の一撃を受けてもぶっ壊れないわけだ。見たところ特別な力を持つ魔槍の類たぐいではないようだが、四勇者（笑）さんには勿もつ体たい無いので俺が貰もらっておいてやろう。

　振るってみるとこれがなかなかどうして、悪くない。長柄武器スキルが有効に働くからなのか、妙に手に馴な染じむ。これは良い拾い物をした。

「も、もうだめだぁ！　おしまいだぁ！」

「魔王にジャン様がやられたぞ！　逃げろーッ！」

「うわああぁぁぁぁぁぁっ！　魔王だあぁぁぁぁぁっ！」

　そんな叫び声をあげながらゲッペルス王国軍は蜘く蛛もの子を散らすように逃げていった。おいおい、岩山に突き刺さってる四勇者（笑）さんを助けていってやれよ。痙けい攣れんがなんか弱くなってきてるぞ。俺は助けないけど。

　兵が散って荒野に残るのは俺がぶっ飛ばして行動不能になっている兵と、放り出された武器の類。補給物資を積んでいる馬車はちゃんと持って行ったらしい。置いてってくれれば有効活用したのに。

　使えるかどうかはともかく、勿体無い精神を発揮して置き去られた弓やクロスボウ、矢弾を回収しておく。ついでに苦しんで呻うめいているゲッペルス兵の口にマール謹製の激マズポーションを突っ込んでおいてやった。まるで断末魔のような歓喜の声が聞こえた。やったぜ。

　イヤァ、イイコトシタナー。ハハハ。

　決して不良在庫の処分ではないので勘違いしてはいけない。これはそう、博愛精神溢あふれる医療行為だ。いいね？

　頭から岩山に突っ込んでいるジャンは引っこ抜くのが面倒だったのでケツにポーション瓶を突っ込もうかとも思ったのだが、男のケツに触る趣味はないので放置しておいた。自己治癒とかいうスキルもあるし強く生きるだろう、多分。

　帰り道でゲッペルス王国兵の残党を潰つぶしていこう。ガンディル方面に逃げてない奴らは放置だ。




　　　　─☆★☆─




　ケンタウロス達の野営地に戻ると、既にマールが到着していた。

「タイシさん、おかえりなさい」

「おう」

　俺の顔を見るなりマールが抱きついてきた。俺の胸に顔を埋うずめ、顔をぐしぐしと擦こすり付けてくる。おい、俺は良いいけどお前メイクとか大丈夫か。

　そんなことを考えながらマールを眺めていると、俺の顔をジッと見つめた後に頰を両手でぐにぐにと動かし始めた。なんなんですかね、この一連の行動は。

「少し顔が強こわ張ばってます……ごめんなさい、タイシさん」

「ん、そうか？　そうか……」

　自分ではあまり気にならなかったと思っているんだが、顔に出ていたらしい。人間相手に武器を振るうのはやっぱりまだ完全には割り切れないみたいだな。仕方ないね。

「まぁその、なんだ。あまり気に病むな。どんなきっかけがあったとしても、俺の決断だしな。マールが何も言わなくても結局はケンタウロス達を助けてたんじゃないかとも思うし」

　もし仮に見捨てていたとして、後からケンタウロス達がゲッペルス王国軍に蹂じゆう躙りんされたと知ればきっと後悔していただろうと思う。

「そのうちこういう事も増えるだろうしな」

　マールの頰をそっと撫なでながらケンタウロス達の方へと視線を向ける。

　ゲッペルス王国と敵対するのはもう避けられないだろう。いくら変装しても魔王シャドウの正体が俺であることはバレバレだろうし。証拠が無くとも向こうはそのように考えるに違いない。

　というか、神や魔法が実在する世界だ。奇跡的な何かとか魔法的な何かで調査すれば魔王シャドウの正体なんぞ簡単に割れるんじゃなかろうか。

　一国を相手に戦うとなれば気を抜いてはいられない。暗殺者に怯おびえる日々が再び訪れるのもそう遠くないだろう。俺はともかく、嫁達は何に代えても守らなきゃならない。幸いなことに領都は天然の要害に囲まれている。少なくとも、まだ外部との道が繫つながっていない今のところは暗殺者の類が潜入する可能性は考えなくても良いだろう。

　逆に言えば外と道が繫がって人間の行き来が活発化するまでにある程度対策を取らなきゃならない。害意を持つ人間を探知する魔法なり、道具なりを見み出いだす必要があるか……あまり頼りたくないけど、イルさんとかゾンタークのおっさん辺りに相談してみるか？

　撤収の準備を急ぐケンタウロス達を眺めながらそんなことを考えていると、マールが頰を撫でていた俺の手をキュッと握ってきた。こちらを見上げてくる表情はどこか不安げな感じだ。

「相談、してくださいね。私も、フラムさんも、ティナもクスハさんも、デボラさんも、カレンちゃんもシェリーちゃんもシータンも……ついでにメルキナさんもタイシさんを支えてあげたいって思ってますから」

「メルキナはついでか」

「あの人は支えるというよりは際限なくタイシさんを甘やかしそうですから。油断なりません」

　そう言ってマールはクスリと笑った。

　ああ……なんか重い気分が一気に癒いやされたな。マールの自然な笑みは俺の心を軽くしてくれる。世の男達はこんな感じで恋人に、伴はん侶りよに癒されて明日への活力を得るんだろう。

　帰ったら色々と嫁達に相談しよう。ちょっと色々溜ため込み過ぎている気がしないでもない。俺自身の事とかも実はあまり打ち明けていない気がする。まずはマールに、それから皆に洗いざらい話そう。

　さて、折角稼いだ時間を浪費しても仕方がない。とっととケンタウロス達を移動させるとしよう。名残惜しいがマールから身を離し、連れ立って慌ただしく移動準備をするケンタウロス達へと近づく。

「準備はどうだ」

「はっ、ほぼ完了しております」

「では女子供と老人、傷病者を優先して移動を開始する。荷はまとめてあるか？」

「滞りなく。後は家畜が第二陣、殿しんがりが戦士達という流れがよろしいかと」

「そうしよう。マール、第一陣に随行してくれ。とりあえず北東部の空き地に出す」

「わかりました」

「よし、じゃあ転移門を出すぞ」

　メニューを呼び出し、マップから位置を指定して転移門を発生させる。メニュー経由での転移門発動は魔力を集中したりする必要が無く、魔力が自動的に吸い出されて発動する。半ば強制的に魔力が吸い出される感覚はいまいち慣れないが、便利ではある。何しろ普通の発動と違って集中していなくても転移門を発生させ続けられるからな。

　発生した転移門を潜くぐり、転移先を確認する。潜ってすぐに領主館の側面が見え、右を向けば工事中の運河などが見える。うん、問題ないな。

「開通確認完了だ。マール、先導してくれ」

「わかりました。では、ケンタウロスのみなさーん！　移動しますよー！」

　ぱんぱん、とマールが手を叩たたいて傾注を促し、ケンタウロス達をまとめて移動を開始する。転移門は馬車の移動も想定した大きさであるため、大柄なケンタウロス達でも数人並んで潜れるだけの大きさがある。まずはマールが転移門を潜り、その後をケンタウロスの女子供がおっかなびっくりといった感じでついていく。中には転移門に入るのを怖がる者もいたが、周りのケンタウロス達に励まされてなんとか移動していった。

　俺はケンタウロス達が移動している間にまとめて置いてある荷物やら敷物のようなものやらを回収していく。中にはガンディルで購入したと思おぼしき真新しい布や新鮮そうな食料などもあった。恐らく先日渡した資金で買い足したものだろう。

　女子供達の移動が終わったので、次は家畜達の移動だ。

　家畜達の移動にはかなり骨が折れた。いや、物理的な意味でも本当に。

　馬なんかは割と従順だったのだが、問題は牛と羊である。牛も羊も転移門を怖がって近づこうとしないし、追い込んでもなかなか入ってくれない。仕方ないのでロープで結んで引っ張っていったり、抱き抱えて移動させたりする羽目になった。その騒ぎの間に家畜の牛が足を骨折したりなんだりと大変だったのだ。牛は痛みで暴れるしさ。

　ケンタウロスの戦士達も動員してなんとか家畜達を移動させ、最後に健康な男女や戦士達が転移門へと駆け込んだ。全員が転移したのを確認してから気配察知を使い、ゲッペルス王国軍の動向を探る。散り散りになっていた兵達は幾つかの小集団を形成し、街道に集結しつつあるようだ。補給物資を積んだ輜し重ちよう隊は無事だったはずだし、ガンディルも近い。落らく伍ご者が続出という事もないだろう。

　ガンディルの門からこの野営地を監視する視線は感じるが、まぁ俺とケンタウロス達が懇ろな関係になっているのは今更隠しようもない。打てる手もないし、放置だ。

　確認を終えた俺も転移門へと身を躍らせた。







　　　第五話　～領地の発展に注力することにしました～







「一気に人口が増えましたね」

「なんというか、すまん」

「いえ、タイシ様が謝ることではありません。街として、都として人口が増えるのは歓迎すべきことですから」

　そう言ってマールと同じ鳶とび色いろの髪の美少女──ティナーヴァ＝ブラン＝ミスクロニアは笑顔を見せた。その視線の先にはとりあえずの住居として幕舎を建てているケンタウロス達と、木製の仮住居ができたので使わなくなった幕舎を倉庫から引っ張り出してきた獣人達の姿があった。

　獣人達の使っていた幕舎はケンタウロス達が使うには少々小さいようだが、子供や小柄な女性が使うのにちょうど良いらしい。あまり心配はしていなかったが、和気藹あい々あいとした雰囲気で作業は進んでいるようである。

　そうしてティナと一緒にケンタウロス達を眺めていると、二足歩行の馬がこちらに駆けてきた。できる馬こと馬獣人のヤマトである。上半身がヒト、下半身が馬のケンタウロスとは違い、馬獣人のヤマトは顔が馬で立派な鬣たてがみのような髪の毛、２ｍ近い筋骨隆々の人間と似た体たい軀くを持つ。デカくてゴツくて見るからに脳筋っぽく見えるヤマトであるが、こう見えて文官肌であったりする。

　いや、この体軀から繰り出される鈍器の一撃とか蹴けりとか相当強いらしいけど。

　文武両道のできる馬なのだ。

「タイシ様、幕舎の数は足りそうです。食料や衣料に関しては当面の間は持参したもので賄うということです。ただ、領都の備蓄も余裕がある状態なので、もし彼らの蓄えが無くなっても暫しばらくの間は問題無いでしょう。彼らの働き口はどうされるので？」

「ケンタウロスなだけに馬力もあるし機動力も高い。当面の間は東西に延ばしていっている街道の工事現場に資材や食事を運んでもらったり、畑仕事を手伝ってもらったりするのがいいんじゃないか。城壁周りの資材運搬とかな。あと、戦士には工事現場の行き帰りの護衛をしてもらうのも良いかもしれん。こちらからも家畜の世話の手伝いや、住居の建設に関して人手を出してやってくれ。あと、水場の利用や領都のルールに関して案内する人員を派遣してくれ。なんだったらクスハ辺りに頼んでもいい。何かあったらすぐに連絡すること。ただ、彼らは疲れているからな……働きたいというなら止めなくても良いが、数日は休ませてやれ」

「はっ、わかりました！」

　俺の言葉をメモに取り終えたヤマトが蹄ひづめの音を響かせながら駆けていく。手は指が五本あるけど、足は蹄なんだよな。以前住んでいた獣人の村では基本的に土の地面だったから問題がなかったらしいが、この領都では石畳を敷いているところが増えてきているので蹄は色々と辛つらいらしい。特にヤマトはあちこち走り回ることが多いからな。

　そういうわけで悩めるヤマトに先日試しに神銀で蹄てい鉄てつを作ってやったのだが、大層具合が良いらしい。滅茶苦茶感謝され、忠誠心も鰻うなぎ上のぼりである。因ちなみに羊娘のカレンも足が蹄なのだが、彼女は普通に靴を履くことにしたようだ。獣人も一定数住んでいるミスクロニア王国には様々な獣人達の足に合わせた靴が作られており、必要に駆られたこともあって輸入した。カレンの靴はその時にオーダーメイドで作ってもらったものだ。

　輸入した獣人用の靴は決して安いものではないのだが、パルミアーノ雑貨店の売れ筋商品だったりする。

「よし、ティナ。すまんがマール達を集めてくれ。全員だ」

「はい、わかりました。一体何をするんです？」

「家族会議だ」

　俺の返答にティナが小首を傾げた。
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「はい、というわけで第一回、ミツバ家家族会議をはじめまーす」

「わー」

　カレンが俺の膝ひざの上で歓声を上げる。めっちゃ棒読みだけど。左右では狐娘のシェリーと犬娘のシータンがタンバリンを叩いて場を盛り上げてくれていた。一緒になって盛り上がっているのがマールとメルキナ。ティナとフラム、クスハとデボラは笑顔が引きつっていたり白けた様子だったり様々な表情である。

「茶番は良い。態わざ々わざ全員集めてどうしたんじゃ？」

　優雅にティーカップを傾けながらクスハがそう言う。下半身がデカい彼女が生活しやすいように、この領主館は色々と大きな作りのものを厳選して移築した。扉然しかり、廊下然り、お手洗いや浴場然り。そんなわけで、家族会議を開いているこの居間もかなり大きくて広い部屋である。

　クスハが座っているのはその一角、彼女自身が自分の糸を紡いで作った大小様々なクッションが置かれた場所だ。クッションに使われているクスハの糸やその糸で作られた布はスベスベで凄すごく手触りが良い。俺だけでなく嫁達も既にクスハ糸の虜とりこである。

「うん、まぁ色々とぶっちゃけようと思ってな。俺の出自とか、俺が今考えてる事とか相談に乗ってもらいたい」

「ふむ……？　まぁ、主あるじ殿の出自には確かに興味があるの」

　そう言ってクスハが嫁達の顔を見回すと、皆がそれぞれに同意を示した。持ち前の姉御肌な部分がそうさせるのか、それとも話し方に貫かん禄ろくがあるからか、それとも単純に年の功か、クスハは嫁達のまとめ役という立場を確立しつつあるな。

「よし、じゃあどこから話し始めるかね……まぁ最初からか」

　俺は語り始める。

　この世界に来た経緯、神を自称する声だけの存在、元の世界の俺のこと、レベルとスキルシステム、マールとの出会い、カレンディル王国との確執とフラムとの出会い、例の声によって大だい氾はん濫らんの発生を予知したこと、スキルシステムを使って鍛か冶じを極め、強力な武器を多数作ったこと、大氾濫をどう跳ね返したか、その後で獣人達と接触した経緯、その後から今に至る諸もろ々もろを全すべて、包み隠さずに全て話した。

「と、こういうわけでな。マールには少し伝えている部分もあったが、洗いざらい全部話したのはこれが初めてだ」

　俺の告白を聞き終え、最初に口を開いたのはティナだった。

「スキルを自由に取得できるというのは、本当ですか？」

「本当だ。クスハ、俺の事を鑑定眼で見れば俺のスキル構成はわかるよな」

「ん……うむ、わかるぞ」

「なら、見ててくれ」

　そう言ってから俺はスキル操作画面を呼び出し、操作を始める。





　【スキルポイント】１８９ポイント（スキルリセット可能）




　【名前】タイシ＝ミツバ　　【レベル】７３

　【ＨＰ】９３２　【ＭＰ】４９６７




　【ＳＴＲ】１８８０　【ＶＩＴ】１９１５　【ＡＧＩ】１７７８

　【ＤＥＸ】５１９　　【ＰＯＷ】１０３４




　【技能】剣術５　格闘５　長柄武器５　投とう擲てき５　射撃１　魔闘術３




火魔法５　水魔法５　風魔法５　地魔法５　光魔法５　純粋魔法５　回復魔法５

始原魔法２　結界魔法５　空間魔法５　生活魔法　身体強化５　魔力強化５

魔力回復５　交渉２　調理１　騎乗５　鍛冶５　魔導具作製５　気配察知５

危険察知５　隠形５　鑑定眼　魔力眼　毒耐性３






　さて、何を上げるかな、

　そうだなぁ、これからあると便利かもしれないし農業でも取ってみるか？　いや、そういうのは適材適所な人材に任せるべきか。じゃあ精神魔法とか闇魔法とか取ってみるか？　なんかバレたら捕まりそうで怖いんだよな、この辺。まぁ貴族で領主にもなった俺を誰が捕まえるんだって話だが。

　うーん、生活系のスキル取るのも微妙だしなぁ。いっそ前から気になってはいたが手を出すまいと誓っていた絶倫とか性技とかのスキルでも取るか？　それはそれでどうなんだろうか。

　うーん……そうだ、彫金を取ろう。魔導具作製するにも武器とかに魔法刻印を彫るのにも役立ちそうだ。

「よし、彫金を取るぞ」





　【スキルポイント】１７４ポイント（スキルリセット可能）




　【名前】タイシ＝ミツバ　　【レベル】７３

　【ＨＰ】９３２　【ＭＰ】４９６７




　【ＳＴＲ】１８８０　【ＶＩＴ】１９１５　【ＡＧＩ】１７７８

　【ＤＥＸ】５１９　　【ＰＯＷ】１０３４




　【技能】剣術５　格闘５　長柄武器５　投擲５　射撃１　魔闘術３




火魔法５　水魔法５　風魔法５　地魔法５　光魔法５　純粋魔法５　回復魔法５

始原魔法２　結界魔法５　空間魔法５　生活魔法　身体強化５　魔力強化５　

魔力回復５　交渉２　調理１　騎乗５　鍛冶５　彫金５　魔導具作製５

気配察知５　危険察知５　隠形５　鑑定眼　魔力眼　毒耐性３






　クスハが俺を二度見した。目元を擦こすってからもう一度俺を見つめてくる。眉み間けんに皺しわが寄ってますよ、クスハさんや。

「一瞬で彫金の技能が……しかもみるみるうちに最上級まで熟練しおったぞ」

「おう、スキル操作で一気に取った。魔導具作製とかに役立ちそうだったし」

「なんという出で鱈たら目めな……つまり主殿は何十年、下手をすれば何百年とかけて到達するあらゆる武術や技術、魔法の真髄を好きな時に得る事ができるということか？」

「制限はあるけどな。魔闘術とか始原魔法とかスキルシステムで取れないスキルもあるし、スキルを取得するにはポイントが必要だ。ポイントは魔物とかを倒してレベルアップすることによって取得できる。つまり、それなりに戦って経験を積まなきゃいけない。それに、スキルを取っても即刻使いこなせるわけでもない。スキルを取っても十全に使うには習熟する必要がある」

「れべるあっぷというのはなんですか？」

「ああ、この世界で言うところの階かい梯ていを上げるってやつだ。俺は階梯が上がるたびにスキルポイントという技能を取得するための通貨みたいなものを手に入れられるんだよ」

　小首を傾げるシータンにそう説明するが、今一つ理解できないようだ。

「獣人の村には測定器がないから知らないはず。私は昔見たことがあるから知ってる」

　そう言うカレンの言葉にシェリーもコクコクと頷うなずいている。彼女達が過去にどこで測定器を見たのか知らないが、話しぶりからするとあの獣人の村に暮らし始める前のことなんだろうな。

　幼い身の上で壮絶な体験をしていそうだし、思い出させてもなんだからあまり深く聞かないでいたのだが……今度聞いてみるべきだろうか？　あまり過去のことを穿ほじくり返すのは趣味じゃないんだが。

　とりあえず測定器については今度一つ取り寄せてみるか。一個バラして仕組みがわかれば効率いいのを作れるだろうし。

「私はタイシのいた元の世界っていうのが気になるわね。どんな世界だったの？」

　メルキナが尖とがった耳をピクピクと動かしながら元の世界の話をねだってくる。

　ふむ、どう話したものかな。俺は少し考え、言葉を選びながら元の世界の話を始める。

「魔物がいないけど、魔法もない。人間しかいない世界だよ。俺の住んでいた国は小さな島国で、でも世界有数の豊かな国だった。殆ほとんどの人が飢えることなく、安全に暮らせる国だったな。元いた世界は魔法が無い代わりに科学──錬金術みたいなものが発展した世界だった。何十人もの人を乗せて空を飛ぶ乗り物があったし、馬の全力疾走よりずっと速い速度で長距離を走り抜けることができる乗り物もあった。手のひらサイズの道具で遠く離れた相手とも瞬時に言葉を交わせたし、世界中の出来事を知ることができた」

「なんだか凄い世界ね。想像もつかないわ」

「話だけだとそうだろうなぁ……まぁ、俺の住んでいた国ではもう何十年も戦争がなかったけど、世界的に見れば争いは絶えなかったよ。資源や宗教的な問題、民族的な問題や領地問題を発端とする紛争が起こっている地域は少なくなかった。そういった地域だとこっちと変わらないか──より酷ひどい場所だってあっただろうな」

　そう言って俺は肩を竦すくめる。

　世界中の情報を指先一つで取得できるネットの海に少しだけ深く潜るだけで悲惨な画像、映像、情報なんてものはいくらでも目にすることができる。俺の住んでいた国にだって暗く深い闇なんてのはいくらでもあっただろう。わざわざ覗のぞこうとしなければ目に触れないだけでな。

　法の支配が十全に及んでいた平和な国でさえそうなんだから、法の支配の及ばない紛争地帯や観光客などが訪れないような地域ではどんなことが起こっていたことか。想像もできないようなことが起こっていただろうな、きっと。

　それはこの世界でもそうだ。いつぞやの行方不明になってもらった変態貴族の地下室では胸むな糞くその悪いものを大量に見せられた。助けられる分は助けたが、どうにもならないものはどうにもならなかった。ああ、今思い出しても胸糞が悪くなってくる。忘れよう。

「それにしても皆あんまり驚いたり疑ったりしないんだな」

　俺の言葉に嫁達は互いに顔を見合わせ、それから次々に口を開いた。

「そうですね、異世界から訪れる異邦人や勇者の話は昔からありますから」

「特にミスクロニア王国にはそういう話が多いですしね！」

「カレンディル王国にも似たような話は伝わっていますね」

「ここで主殿が法ほ螺らを吹く理由があるとも思えんしの」

「私はタイシ以外には知らないけど、里の長老達が実際に会ったことがあるって言ってたわ」

「まぁ、あんたが色々とデタラメなのは今更よね」

「タイシはタイシ。変わらない」

「えっと、難しくてよくわかりませんけど寂さみしかったら私が慰めます」

　嫁達は皆口々にそんなことを言う。シェリーだけは何も言わず、俺の腕をぎゅっと握って心配げな表情を浮かべていた。俺のことを心配してくれているのだろうか？　もふもふの狐耳がある頭を撫なでてやると少し表情が和らいだ。

「とりあえず今のところ、元の世界に帰るつもりは全くない。例の声は元の世界に帰る方法を探すも良し、みたいなことを言っていたから帰る方法が無いわけではないんじゃないかとは思ってるが、探すつもりもない」

　俺の宣言に対する嫁達の反応は様々だ。マールはニコニコと笑顔だし、クスハやメルキナ、カレンにフラムは特にこれといってリアクションがない。ティナとデボラはこちらを気遣うような表情を浮かべ、シータンとシェリーは何も言わず俺に寄り添ってくれる。

「それにしても例の声、ですか。神と名乗っているとのことですが……」

　場の空気がしんみりとしそうになったところでマールが笑顔を一転させ、神妙な面持ちをする。

「実際に大氾濫の時期を他の預言者達と同じ時期にタイシさんに伝えているわけですし、神の一柱であることは間違いないでしょうね」

「神様ねぇ……エルフはあまり信心深くはないのよね。祖霊と精霊と森に畏い敬けいの念や感謝は捧ささげるけど」

　クスハやデボラ、獣人三人娘もメルキナと同じくあまり信心深いわけではないらしい。一般常識として有名どころの神様の名前は知ってはいるらしいけど。

　俺もこの世界に来て少しは勉強をしたので、有名どころの神様の名前はわかる。

　まず神といえば筆頭に挙がるのが秩序と裁きの神ヴォールト。人に法と裁きの概念を与えた神で、賞罰システムを司つかさどっている神であるらしい。ある意味でヒトと一番近しい神である。

　ありとあらゆる鳥を眷けん属ぞくとして人々の行動を見守っているとされ、天空を支配する天空神としての権能を持つ。雷を武器とし、大罪人には彼自らが天空より雷を落として成敗するという。様々な神話や逸話を読んだ俺の印象は綺き麗れいなゼウス神といったところか。

　次に生命と豊ほう穣じようを司る地母神ガイナ。ヴォールトの妻であり、他の様々な神を生み出した母神であるとされる。生命と豊穣を司るということで農民や妊婦などにとても人気がある神様であるらしい。しかし怒り狂うと疫病を流は行やらせたり飢き饉きんを起こしたりするらしく、また冥めい府ふも彼女の領分であるとされ、苛か烈れつな冥府の女王としての側面も持つとか。怖い。

　死と闇の神ヘイゲルは彼女の子とも弟とも言われており、彼女の下で冥府の住人の管理をしているらしい。死と闇の神と言っても邪悪な性質というわけではなく、寧むしろ闇の中での安息を齎もたらす温和な神であるとか。そして彼はアンデッド絶対許さないマンであり、死霊術師絶対殺すマンでもある。

　哀しみ彷徨さまようアンデッドには安息を、怒りのまま悪意と害を振りまくアンデッドには裁きを、死者を弄もてあそぶ死霊術師には苦痛と絶望と破滅を、というタカ派がいるという話である。あれか、エェェイイメン！　とか言いながら刃物を振り回す不死身の神父とかいるんだろうか。

　実際にヘイゲルに会った人の話では割とぽんぽんそこらで人やら何やら死ぬせいで年中仕事に追われているくたびれたおっさんだったとか。しかも割と適当な性格だったらしいけどね。

　他にもふらっと人間界に現れて酒盛りをするらしい酒神メロネルとか、水と流転の神クローネとか、風幸神ゼフィールとか色々いる。というか、土着の神とかも含めるとキリがないレベルで沢たく山さんいるらしい。

「教会というか神殿勢力とのコネがねぇな、そういや」

「私とティナは王女ですから、別にないわけではないですよ。敬けい虔けんな信徒ではないですけど」

「ミスクロニア王国の各神殿にその神様について調べてもらうのも良いかもしれませんね」

「今のところ帰る気は無いからそこまでせんでもいいさ。でも、後々のことを考えれば今のうちに接触しておいて、領都に神殿や礼拝堂を建てるのを検討してもいいかもな」

　俺自身は必要とは思わないが、これから色々な人が入ってくればそういった場所も必要になるだろう。

「それとな、ちょっと悩んでいる事があるんだが」

「何ですか？」

「いやな、俺ってぶっちゃけ強いじゃん。今まであんまり苦戦らしい苦戦もしたことないんだ。でもこれから先もそうとは限らないから強い武器を作ろうかと思うんだが、どう思う？」

「強い武器って……あの接合剣よりもですか？」

「うん」

　俺の言葉にその場の全員が引き攣つったような笑みを浮かべた。

　うん、その反応はわからなくもない。そりゃ魔力込めて振り回すだけで環境破壊を引き起こす剣があるのに、それよりも更にヤバげなものを作るって言ってるんだからな。

　でも接合剣は切れ味は鋭いけど刀身の一部がクリスタル素材だから、普通にオリハルコンとかよく鍛えた黒鋼とか不壊武器とかと打ち合うと脆もろいんだよね。

「ご主人様は何と戦うつもりですか……」

「いるかどうかわからないけど今の手持ちの武器じゃ倒せないような凄すごくヤバい存在？」

「上には上がいるからの。それに備えるのは悪いことではないと思うが……それのどこが悩みなんじゃ？」

「いや、過剰な力を持って増長しちまわないか不安でな」

「……今更では？」

「まぁ、私達から見たら今更だねぇ。今までもその規格外の力を乗りこなしてきたんだろう？　なら少しばかり強力な武器を持っても変わらないと思うけどね」

　フラムが首を傾げ、デボラがそれに同意して肩を竦める。

　そうは言うがな、大佐。過剰な力を持つと自己顕示欲とか支配欲とか性欲とか色々と持て余すかもしれないだろ。いや、ここは逆に考えればいいのか。持て余しちゃってもいいやと考えるんだ。ヒャッハー！　汚物は消毒だー！　みたいな。

　いや、駄目だろう。

　自由に振る舞うのと自分勝手に振る舞うのは似ているようで全く別物だ。

「取り敢あえず作るだけ作ってみては？　あまりにもまずいモノができたら封印とか廃棄処分する方向で」

「大樹海は魔物も強いですから。色々と活用できるのではないでしょうか」

「うーん……そうするか。悪いが俺が変に増長したりしたら注意してくれよ」




　　　　─☆★☆─




　そんなわけでケンタウロス達を迎え入れ、我が領都の発展は急ピッチで進んだ。

　元々肉体的に強きよう靭じんであった獣人達は勤勉に働いて着々と周囲を固める城壁を造り上げ、馬力と速力に優れるケンタウロス達は農地開拓や東西に伸張中の街道整備に大きく貢献した。

　アルケニア達は優れた機織りの技術を存分に発揮し、川の民達は運河の整備を精力的に進め、アンティール族は上下水道の整備だけでなく、あらゆる土木作業に強力な力を発揮した。

　妖よう精せい族はあちこちで遊んだりいたずらしたりして暮らしていた。いや、工事現場とかで危ないことがあったりすると助けてくれたり、喧けん嘩かを仲裁してくれたり、住人にリラックス効果を与えてくれたりとあれで凄く役に立ってるらしいんだけどさ、話を聞くと。少なくとも俺の目には遊んでたりいたずらしてたり食っちゃ寝してたりって姿しか見せないんだよ、あいつら。

　俺に気を遣ってくれていたりするんだろうか？　でもマール謹製のボディソープの中身をハッカ油に変えていたのは許さない、絶対にだ。風ふ呂ろの中でのたうちまわる羽目になったわ。浄化で落としたら治ったけど。

　ケンタウロス達を領都に招いてからはや一週間。生活習慣の違いなどで少々のトラブルは起こったものの、特に大きな問題に発展することなく概おおむね順調に領都は回っている。

　そもそも領都の建築物はケンタウロスでも問題なく利用できるように色々と大きめに造られているからだ。獣人の村にも少数ながらケンタウロスがいたし、同じように下半身のでかいアルケニアもいるからな。

　広大な平原で暮らしてきたケンタウロスからすると大樹海の中にあるこの領都は窮屈に感じるかもしれないが、そこは新天地ということで慣れてもらうしかない。そもそもここにいる住人の殆ど全員が新天地での生活なわけですから。

　そうそう、この一週間でこの領都の名前も決まった。いつまでも領都とか呼ぶのも味気ないという意見が上がってきたからだ。三日三晩悩むこともなく、領都の名前は『クローバー』とした。

　俺の名前にある程度由来したものにするべきだという意見を汲くみ、かつ直接的でない形で、ということで採用した。紋章も作らなきゃならないということなので、四葉のクローバーをモチーフとしてデザインを発注してある。

　このエリアルドにも似たような草はあった。名前は全然違うけど。しかし不思議なもので、四葉のものは縁起が良いというのは共通していたりする。不思議な符合だ。まぁ動植物に似ているものが多いのはわかっていたので、そんなもんかと軽く流した。

　ちなみにこちらでのクローバーの呼び名は加護草、或あるいはガイナグラス。瘦やせて小麦が育たない土地に生い茂らせると次の年には小麦が育つようになるからそう呼ばれているそうだ。細かいことは覚えていないが、確か根粒菌による窒素固定がどうのこうのとかそういう理屈じゃなかったかな、それは。まぁ神の加護でも間違いはないんだろうけど。

　そんな感じで色々と進しん捗ちよくがあったわけであるが、俺は何をしていたのかというと。

「プロトタイプって言葉、男の子だよな」

　俺はそう言いながら作業台の上にでき上がった白銀の光沢を放つ物体を眺める。

　この一週間、俺は雑務をこなしながら新型武器の開発に精を出していた。

　やはり武器を作るからにはロマンと実益を兼ねるべきであろうという考えから、俺は接近戦と遠距離戦のどちらもこなせる武器の開発をすることに決めた。

　つまり銃と近接武器の融合である。

　元の世界でも黎れい明めい期にはピストルと剣が合わさった武器などが開発されたようだが、すぐに廃すたれた。最終的には長銃に着剣する銃剣が一番長命だったが、それも自動火器の発達で廃れた。

　いや、とある国のイカれた奴らが自動火器が発達した元の世界でも銃剣突撃かましてたという事例があったけど。しかも成功していたというね。

　まぁいい、そこは置いておこう。

　俺がこの世界で注目したのは魔法だ。いや、正確には魔法の武器だ。

　この世界のあちこちに点在する古代遺跡では魔剣などと呼ばれる魔法の武器が稀まれに見つかるらしい。いや、俺も作れるけどね、魔剣。

　で、魔剣の中には魔力を込めて振ると光の刃やいばが飛んで行ったりするモノがあるわけですよ。それこそこの前ゲッペルス王国軍に使ったパニッシャーもその一種だな。

　で、考えているうちに俺は閃ひらめいたわけですよ。魔法武器を突き詰めればビームサーベルとかビームライフル的な武器を作れるんじゃないかとね。しかもそれらを融合した新世代の魔剣を作れるんじゃないか、とね。

　剣部分は実体剣でも良いとして、まずはビームライフル的な部分を作り出そうとしたわけです。その試作一号機が目の前の銀色の物体です。はい。

「タイシさん、何作ったんですか？」

「新型武器につける機能の一つを取り出して作った試作武器だな。言うなれば魔導砲といったところだ」

　絶妙なタイミングで現れたマールに作業台の上の試作武器を見せる。

　見た目は銀色の大きな筒である。全長は１ｍちょっとくらいで、垂直に立てても小柄なマールよりも頭一つ分くらい全長は短い。肩に担いで保持するように設計されており、筒の先端を攻撃対象に向けやすいように取っ手が付いている。

　そう、見た目的にはバズーカに似ていると言えばイメージしやすいだろうか。

　本体後部の魔導機関には樹海に出没する魔物から獲得した魔核を加工した魔晶石が装そう塡てんされており、その魔晶石から得られる魔力を高精錬クリスタルによって構築された魔法回路で増幅して高密度に圧縮できるようになっている。それを神銀製の砲身に刻んだ魔法文字で加速・収束して発射するというわけだ。

　純粋魔法の『魔マジツク砲カノン』を武器として落とし込んだ試作武器だが、後々はこの機構をダウンサイジングして魔剣や魔槍やりに搭載するつもりである。いくらダウンサイジングしても武器自体の重量増加は免れないだろうが、この世界ではレベルが上がれば筋力も上がるので問題無いだろう。むしろ重さがそのまま破壊力に直結するから問題ない……はずだ。

　次はこの試作機を基に放出する魔力に属性を付与する計画である。

「見た目より軽いですね？」

「そりゃ安全第一で神銀をメイン素材にしてるからな」

「それはなんというか……鈍器としても使えそうですね」

「その発想は無かった」

　目から鱗うろことはこのことだ。次回作は鈍器としても使えるように考慮するとしよう。そういやパワーアーマーを装備した改造人間が異星人と激闘を繰り広げる某ゲームでもロケットランチャーで異星人殴ってぶっ飛ばせたな。仮想空間でロボットが戦うゲームでも俺が愛用していた機体はバズーカで敵機を殴ってた。どうしてその発想ができなかったんだ、俺は。
















「タイシさん、これどうやって使うんですか？」

「ん？　ああ、そうやって肩に担いでだな。そう、んで右手はそこ、左手は前にある取っ手を摑つかんで構える。右手の人差し指がかかるところに引き金があるだろ？　後は安全装置を解除してその引き金を引けば筒の先からドヒューンと魔法が発射されていくわけだ」

「ちょっと大きいですけど、魔法式のクロスボウ──いや、バリスタみたいですね」

　マールが言っているバリスタというのはコーヒーを上手に淹いれる人では無く、攻城戦に使ったりする大型の弩ど砲ほうのことだ。この世界ではワイバーンなどの翼竜やサイクロプスやオーガなどの巨人系の敵に使ったりもするらしい。馬車に積める小型のものから城壁に設置する大型のものまで色々ある。

「携行型魔導砲、マジックランチャー、マジックバリスタ……まぁその辺で名前を考えておくかね」

「そうですね。あとで試し撃ちさせてください」

「いや、多分大丈夫だと思うけどいきなり爆発とかするかもしれないから安全確認してからな」

　あちこちに砲口を向けてドヤ顔をしているマールから試作武器を取り上げてストレージにしまっておく。マールがぶーぶーと可愛かわいい子豚ちゃんになったので適当に頭を撫なでて宥なだめていると新たな来訪者が現れた。

「何をイチャついておるんじゃ……」

「クスハさんも一緒に甘えましょう！　さぁ！」

「さぁ！　ではないわ。主あるじ殿、そろそろ鬼人族の里に顔を出したほうが良いのではないか？　ケイジェイが心配になったのか妾わらわの所に相談に来たぞ」

「おお、すっかり忘れてたわ。めんどくせぇ」

「気持ちはわかるが放置もできまいて……」

　クスハが苦笑いしながらじゃれついてくるマールをあしらう。この二人、結構仲が良いんだよな。出会った当初は割とマールが突っかかっていく感じだったんだが、色々とやりあったりしているうちにすっかり打ち解けたらしい。

　マールはこの前のお泊まりデート以降なんだか肩の力が抜けたようで、自然な笑顔が増えた気がする。というか程よくサボるようになったようだ。今度は逆にティナがビキビキ来ているので連れ出してやらにゃならん。

「ほら、主殿もしゃんとせい。これ、嬢！　妾の腹はクッションではないと言っておろうが！　叩たたくな！　顔を埋うずめるでない！」

　マールがクスハの蜘く蛛もボディの腹部に抱きついてモフモフしている。

　そう、クスハの蜘蛛ボディの腹部分は硬いかと思いきや実は結構柔らかいのだ。毛のほうはちょっと硬めだが、刺さるほどでもない。毛並みが良いので撫でると気持ち良いのだ。因ちなみに逆撫でするとチクチクする上に本人はかなりくすぐったいらしくクスハが怒る。

「あっ……んっ、嬢、そろそろ怒るぞ？」

「クスハさんは人間のお腹部分と蜘蛛のお腹部分のどっちで食べ物を消化するんでしょうか」

「知らんがな」

　クスハの蜘蛛ボディに跨またがったマールが後ろからクスハに抱きついて人間ボディのお腹をさすっている。マールさん、そろそろクスハの額に青筋が浮かんできているのでそれ以上いけない。

「いい加減にせんかぁっ！」

「きゃー!?」

　一喝と共にクスハの体から魔力が溢あふれ出し、その圧力で背中に跨っていたマールが弾はじき飛ばされた。目にも留まらぬ早技──俺にはしっかり見えてるけど──で糸がマールに絡みつき、壁に激突する前にクスハの眼前へと引き戻される。げべっ、とか聞いてはいけないマールの声が聞こえた気がするけど聞かなかったことにしておこう。

　俺？　俺はこの程度の魔力圧で動じることはないけど俺の研究室兼工房は酷ひどい有様だ。室内で台風が吹き荒れたが如き様相である。

「ちぃとこの前主殿と旅行に行ってから浮かれておるな、嬢。説教じゃ」

「タイシさーん、たーすーけーてー」

「オタッシャデー」

　クスハに簀す巻まきにされて引きずられていくマールを見送り、部屋の中の惨状を見なかったことにしてとりあえず散らかったモノをストレージに全部放り込んでおく。一個一個手で片付けるより一回ストレージに収納して再配置したほうが楽なんだよね。後でデボラかシータンかシェリーに手伝ってもらおう。カレンとかメルキナはダメだ、寧むしろ散らかす。フラムは不幸体質のせいか思いがけない事故を起こすのでこういう片付けに向かない。

「しゃーない、行くか……」

　鬼人族の里に行くならまずは川の民のとこに行ってイケメントカゲことケージェイを拾わないとな。他には誰を連れて行くかね。
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「さて、これから鬼人族の里に向かうわけだが……」

　そう言ってから集まった面めん子つを見渡す。

「お姉様はクスハ様にお説教されているので」

　同行者の一人目はすました顔で俺の隣に立つティナだ。

　今日は仕立ての良いワンピースの上に赤い皮革のレザーアーマーという出いで立ちだ。額を飾るティアラも神銀製の特別品である。

　ワンピースはアルケニアの糸を織ったもので、見た目に反して金属製の帷子かたびらに匹敵する防御力を誇り、さらに赤い皮革のレザーアーマーの材料はなめしたドラゴンの皮革だ。ワンピースとドラゴンレザーアーマー、神銀製のティアラにはそれぞれ攻撃に反応して魔法障壁マジツクバリアを展開する機能が搭載されており、一層あたりの防御力は金属製のプレートアーマー相当。それにワンピースやレザーアーマーの防御力も合わせるとフルプレートアーマーを三着から四着くらい重ね着しているような状態だ。

　これなら俺の腕を千切りかけたあの剛弓の一撃も防げるだろう。

「別に戦いに行くわけでもないだろうに、ちょっと過保護すぎやしない？」

　デボラが苦笑いしてそう言うが、俺はそうは思わない。初見でいきなり左肩に重傷を負わされたからな、用心しすぎて悪いことはないだろう。いや、あまり剣けん吞のんな印象を持たせるのは良くはないんだろうけど。まぁ見た目は軽装にしか見えないから大丈夫だろう。

「本当はお前にもその過保護な装備を着けてもらいたいんだけどな」

「遠慮しておくよ。そういうワンピースとか着ても似合わないし、何より落ち着かないからね」

　そう言って肩を竦すくめて見せるデボラだが、俺は知っているぞ。実はこっそりマールに体毛を薄くする薬とかもっと人間っぽい見た目になれる薬とかを作れないか相談しているのを。俺としてはデボラの見た目は個性だと思うから今のままでも良いと思うけどな。最初はちゃんと致せるか不安だったが、慣れると全然いけたし。我ながら自分の守備範囲の広さが怖い。

「俺までこんな立派な鎧よろいをもらっちまって良いんですかい？」

　そう言いながらケイジェイが無表情で鎧の各部を調整している。ケイジェイに装備させたのはヒドラレザー製のソフトレザーアーマーにドラゴンの鱗を貼り付けたドラゴンスケイルメイルだ。作りは非常に簡素で、頭から被かぶって脇のベルトと金具で留めるだけである。覆うのも上半身の胴体だけで、肩や腕は剝むき出しだ。もっとも、腕や足に関しては同じく簡素な作りの籠こ手てや脛すね当てを装備するわけだが。

　最も致命的な部分だけを防御する機動性重視の防具と言えるだろう。

「使い心地を報告してくれ。最近呼んできたドワーフの鎧職人はわかるな？」

「ええ、わかります」

　頷うなずくケイジェイに俺も頷き返す。そう、実はもうリッツ氏とペロンさん夫妻はこの領都クローバーで暮らしている。オリハルコン-ミスリル合金である神銀の精製方法と引き換えに夫妻を招しよう聘へいしたのだ。リッツ氏は若干渋っていたが、奥さんであるペロンさんの強い希望に押し通された形だ。

　ペロンさん本人は俺の支援の下で神銀の精錬を好きなだけできるということで大層乗り気だったからな。大樹海で得られる未知の魔物素材にも惹ひかれたらしい。今は獣人やアルケニアの職人達の親方みたいな存在として働いてもらっている。

　彼女の専門は鎧や盾などの防具類だが、武器の製作や服飾製作もできるようだ。まぁドレスアーマーとか仕立てられるみたいだから、服飾はあんまり違和感無いな。

「軽くて良いですね、これは。動きにも違和感がない」

　手足だけでなく尻しつ尾ぽも使って飛んだり跳ねたりしながらケイジェイが感心したような声を上げる。ケイジェイの得物は魔物素材を流用した爪と投とう擲てき武器だ。

　戦闘スタイルが俺と被るところがあるから一度訓練がてら組手をしたことがあるのだが、素早さと力強さを両立したなかなかの手て練だれだった。回し蹴げりをやり過ごしたと思ったら尻尾で薙なぎ払ってきたり、尻尾で地面を蹴って跳んだり、空中でも尻尾を使ってトリッキーな姿勢制御をしたりとなかなか面白い戦い方だった。何発か避よけきれずにガードさせられたくらいだ。

　流石さすがに能力差がありすぎて俺が攻めに回ったらすぐに勝負がついてしまったけどな。

「あなた、今回の訪問は私達四人で行くのですか？」

「ああ、そうなる。マールはクスハに説教されてるし、フラムはカレンディル王国に出張中、カレン達は危ないかもしれないから連れて行けないし、メルキナは所構わず俺に構ってくるから却下。となると、交渉をそつなくこなせるティナと常識人枠かつ獣人代表のデボラ、そして顔かお繫つなぎ役のケイジェイとなるわけだ。ヤマトは馬車馬のように働いてるし、ソーンは街道敷設現場周辺の魔物退治という名の新型装備の運用試験をしてるしな」

　今試験運用させてるのは対応型魔物用の炸さく裂れつ投げ矢だ。

　投げると風魔法で加速して突き刺さり、炸裂する。元の世界の対戦車ロケットを参考にして作った武器で、無論使い捨てだ。魔法を使えない人員にも強力な火力を持たせるという目的を持って作ったんだが、さてどうなってるかな？

　素材は黒鋼と真しん鍮ちゆう、ごく少量のミスリルに魔核の粉という感じでコストを抑えている。加速と炸裂の魔法文字を刻印したミスリル製のチップがキモなんだが、これは専門の職人か刻印機を開発することで解決できると思っている。領都を守る部隊に配備する予定だから、量産性を考慮しているわけだ。

　上う手まく投げないと明後日あさつての方向にかっ飛んでいきかねないピーキーさがあるからなぁ……とりあえず運用してもらっているけど、命中精度の向上を図るために発射筒を用意した方がいいかもしれない。こうなると完全にロケットランチャーだな。

　おっと、思考が逸それた。

「よし、さっさと行くか。奴らも首を長くして待っているだろうし」

「鬼人族か……どんな奴らか少し楽しみだね」

「私は少し怖いです」

　デボラとティナのそんな会話を聞きながらメニューを開き、マップから鬼人族の里を指定して転移門を開く。さて、話し合うとは言っていたが、どうなっていることやら。
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「ようやくか。忘れられたかと思い始めたところだったぞ」

　鬼人族の里の入り口に突如出現した俺達はすぐに里の見張りに発見され、すぐに里の中へと招き入れられた。出入り口を守る鬼人族の番人達は魔物素材製のいかつい武具を装備していて物々しい雰囲気だったが、里の中の案内を引き継いだのは綺き麗れいな着物を着た小鬼族の女性だった。

　大体２ｍ以上の体たい軀くである大鬼族に対して小鬼族の背丈は１ｍから１ｍ50㎝くらい。正直言って童女にしか見えないのだが、門番の反応を見る限り相当な地位にあるのだろうということが察せられた。

「人間の女が着る服はどれもそんなに美しいものなのか？」

「どれも、というわけではありませんがこれは夫が私のために特別に仕立ててくれた品なので。でも、貴女あなたの着物も素敵です。生地の光沢も素敵ですし」

「そうだろう？　私のこの着物も私の旦だん那ながとある御人に頼み込んで織ってもらったものでな。私のお気に入りだ。下手な鎧よりもよほど頑丈だしな」

　そしていつの間にかティナと打ち解けてガールズトークをしている。確かに小鬼族の女性の着物は美しい一品だった。漆黒の夜空をそのまま生地にしたような艶つやのある黒い生地に色とりどりの花が金糸や銀糸などで織り込まれている逸品だ。恐らくはアルケニアの糸で織られたものだろう

　今はアルケニアの里との関係は良くないらしいから、そうなる前の交流が盛んだった頃に作られた着物なのかね？

　里の中心部へと案内されて歩く俺達とすれ違った里の鬼達は例外なく案内をしている小鬼族の女性に頭を深く下げている。この前話し合ったエンキが族長じゃなかったか？　なんか敬いのレベルがこっちの方が上に思えるんだが。

「そういえば名乗っていなかったな。私の名はイロリ、エンキの妻だ」

「……えっ、マジで。あのデカいエンキのおっさんの奥さん？」

「うちの旦那は無駄にうすらでかいからな」

　ケイジェイに視線を向けると無言で頷いた。マジらしい。体格差凄すごいぞこれ。

「ちなみにエンキより私の方が強い」

　ケイジェイに視線を向けると無言で頷いた。マジらしい。どうなってるの。

「女が政に口を出すのは憚はばかられたのだが、今回ばかりは男に任せておくわけにもいかなくてな」

「と言うと？」

「なに、簡単な話だ。どうやったかは知らんが、貴殿はあの亡霊どもの蔓延はびこる地を浄化したのだろう？　しかも外から塩や食料を調達するという話だと聞いた。この大樹海を切り拓ひらいて都を作るともな。本来ならば馬鹿な話を、と一笑に付すところなのだがな」

　そう言ってイロリと名乗った小鬼族の女性はチラリとこちらに視線を向けてくる。なんだよ。

「本当にあの不浄の地を浄化して街と城壁を築いているという確度の高い情報が入った。大規模な魔物除よけの結界まで展開しているらしいという情報もな」

「情報？」

「妖よう精せいが出入りしているだろう？　アレはまったくいたずら好きで困った連中だが、取引ができん相手でもない」

　ｏｈ……妖精をスパイにしてたのか。いや、スパイにしたというよりはうちに出入りした事のある妖精達から情報収集したんだな。あいつらが出入りしてても誰も気にしないもんなぁ。しかしそうなると妖精対策をしっかり考えなきゃならんな。機密情報を盗み出されたらかなわん。

「そう心配するな。あれらは無邪気な存在だし、悪意には殊更敏感だ。貴殿の心配するようなことは起こらんよ。我らとて聞き出せた情報は人々の暮らしぶりや美お味いしい食べ物、面白おかしいいたずらの話などの当たり障りのない内容が中心だ」

「そりゃどうも」

「ちなみに貴殿へのいたずらが妖精の中で一番人気だそうだぞ。捕まる可能性が一番高くてスリリングだとか」

「あいつらマジで泣かす」

　連日のように捕まえた妖精にお仕置きしてやっているんだが、これはお仕置きのレベルを上げるべき案件だな。全自動妖精虐げ装置でも作るか。拘束してくすぐるマシーン的な。

「ところで、私たちの目的地はもしかしてあそこかい？」

「うむ、我らの集会所だ。何か物事を決める時に集まって話し合うのだ。何かおかしいか？」

　デボラの言葉に小首を傾げて見せるイロリの態度に俺達は顔を見合わせる。

「いや、あれはなんか違くね？」

　俺の言葉にティナとデボラが頷く。

　そりゃそうだろう。どう見ても集会所というより野外特設リングにしか見えないし、行われているのは話し合いじゃなくて殴り合いだ。

　あれか、話し合い（物理）ってか。何それ怖い。

「話し合いというのは拳こぶしでするものだろう？」

「世間一般ではそれは話し合いじゃなくて殴り合いっていうんじゃねぇかな」

「そうなのか？　とにかくああやって自分の意見を通すために連日話し合いが行われたのだ」

「そりゃ、さぞかし壮絶な光景だったろうねぇ……」

　今も大鬼族の男同士が石でできた舞台のようなリングで血と汗を飛び散らせながら互いに殴り合っている。互いに足を止めての打撃戦だ。一撃ごとに重い打撃音が鳴り、大鬼族の巨体がぐらりと揺れている。

「ちなみに今は何を話し合ってるんだ」

「春に美う味まい食材はキノコかタケノコかで揉もめているようだな」

「キノコですよね」

「タケノコだろう？」

「おいやめろ馬鹿」

　キノコタケノコ紛争は異世界にまで波及しているらしい。ティナはキノコ派、デボラはタケノコ派のようだ。俺？　俺はどっちも好きだから優劣はつけない。日和見野郎とでもなんとでも言うが良い。争っている間に横から全部食ってやんよ。

「鬼人族の話し合いは鬼人族だけでやってくれよ。鬼人族の文化なのかもしれんが、鬼人族以外は話し合いっつうと基本的に言葉だけでやるもんだからな」

「当たり前だろう。そんなことは当然知っている」

　そう言ってイロリはニヤリと悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。どうやらからかわれていたらしい。冗談に聞こえないから本当にやめてほしい。

　そんなやりとりをしていると話し合いという名の殴り合いをしていた鬼人族達がこちらに気づいた。殆ほとんど男だが、中には女もいる。ウホッ、ちょっと露出度高くありませんかね。

「痛いです」

「あんまりジロジロ見るんじゃないよ」

　デボラに脇腹を抓つねられた。ティナもジト目でこちらを睨にらんでいる。仕方ないじゃない、男の子だもの。ずどーんばきゅーんって感じのダイナマイトボディに目を奪われてしまうのは習性というか本能みたいなものなので許してほしい。

「ふっ、まだまだ青いな」

「いや、本当は見た目よりもずっとおっさんなんだけどね、俺。どうも身体からだに引っ張られるみたいでなぁ」

　あまり考えないようにしていたのだが、身体が若返って分不相応な力を手に入れたせいか思考や行動が身体にかなり引っ張られているように感じる。こっちの世界に来る前はもう少しこう、悪く言えば引きこもり体質というか自堕落な感じだったんだけどね。良く言えば安定思考で落ち着いた感じだったと思う。

　とはいえ、思い悩んでも仕方ないのも事実だ。考えても仕方ないことは考えない。その代わり、何か目に余ることがあればすぐに指摘するなり引っ叩ぱたくなりしてもらうように嫁達にはお願いしている。

「フン、やっと現れたか。待ちくたびれたぞ」

「そうですかありがとう。ところで顔のど真ん中の絆ばん創そう膏こう凄すごいですね」

「……グヌゥ」

　俺の指摘にエンキが沈黙する。

　厳いかつい顔のど真ん中にでっかい絆創膏が貼られてるんだもの。突っ込むしかないよな。突っ込まれた本人はぐうの音も出な──いや、ぐうの音しか出ないらしい。

「で、道すがら聞いたが鬼人族の里は俺達が切り拓いた街と交易や人材交流を進めていくって方向で良いのか？」

「そういうことだ……だが、条件がある」

「条件？」

　ぐうの音しか出ないエンキに代わるイロリの言葉にさて、なんだろうかと俺は首を傾げる。飲める条件なら良いが、そうでないなら少しばかり暴れ──いや、話し合うのもアリだな。

「互いに交流することに関しては前向きに検討するが、物資のやりとりや人員のやりとり、万一罪人が出たり諍いさかいが起こった際などの約定は口約束ではなく、話し合いの上しっかりと証文を作ること。そして約定の内容を定期的に見直す機会を設けるということだ。我々は長らく外部の存在──特に人間とは関わってこなかった。こう言っては気を悪くするかもしれないが、我々にとって人間というのは狡ずる賢い存在なのだ。気がついたら一方的に搾取されているなどという事態は避けたいのでな」

「なるほど、確かにそう考えるのは自然だろうな。俺だって鬼人族とはできるだけ末長く上う手まくやっていきたいし、そのためにはお互いに利益がある関係を築いていきたいと思う」

「私もそう思います。どちらかだけが一方的に得をするという関係は長続きしませんから」

　俺が視線を向けると、ティナは俺の言葉に同意してそう言った。

　だよな、誰だって相手ばっかり得をするのは面白くない。誰だってそう思う。俺だってそう思う。鬼人族だってそう思うだろう。とはいえ、相手より得をしたいと思うのもまた人間の性質というものだ。鬼人族はどうだかわからんけど。

「つってもな、俺は正直あまり頭が良くない方だしそういった通商条約みたいなものに関してはど素人しろうとなんだよな。こういうのはどういう感じで決めたらいいんだ？」

「そうですね、国同士の通商条約となると両国国民の入国や居住、身体や財産の保護、商業活動の自由権、互いの国民が罪を犯した際の処遇、関税をはじめとした交易に関する事項の取り決めなどでしょうか」

「なるほど。よきにはからえでいいかな？」

「ダメです」

「ですよね」

　俺の面倒なことは丸投げ作戦はいきなり頓とん挫ざした。なんということだ。そういうのを考えるのは専門家に任せるべきだと思うんだけどなぁ。素人が考えてもロクなことにならないよ。

　専門家といえば法整備の専門家を手配しないといかんな。ああ、面倒臭い面倒臭い。あれだ、もう全部よきにはからえで任せてしまっても良いんじゃないだろうか？　俺はほら、指示通りに人を運んで土木工事してさ。俺頑張ったよね？　ダメですかそうですか。

「とは言え、今日全すべてを決めるというのは無理があると思います。まずはおおまかな方針を決めて、詳細を詰めていってはどうでしょうか？」

「そうだな、俺が転移門使えば行き来はそんなに難しくないし」

「では、そのあたりも含めて話し合うとしようか」

　双方の同意を確認し、まずは今回の話し合いの進め方について議論をすることにする。今回はさすがにエンキも参加するようで、俺達三人の対面にエンキとイロリが並んで座った。ケイジェイはオブザーバーに徹するのか、俺たちを仲立ちするような位置に腰を下ろした。

　ちなみに座っているのは特設リング横に敷かれた茣ご蓙ざである。茣蓙の上には更に座布団も置かれており、その上に座った形になる。なんか花見でもするみたいだな。

「とりあえず、毎回こちらに来て話し合うというのはフェアじゃないと思うんだよな」

「そうは言ってもな。正直に言うとこちらからそちらの都まで行くのは骨が折れるぞ？」

「ああいや、そういう意味じゃなくてだな。俺が送迎するから、次回はクローバー、こちらの都で協議をしないか、ということだよ。あんた達鬼人族はまだ領都を直接目にしていないだろ？　実際に目で見て感じるものもあると思うんだよな」

「フン、そう言って交渉に赴いた者を人質にするのではないか？」

「んだとコラ」

「大将、落ち着いてください。エンキの旦那もやめてください。旦那が危き惧ぐするのは当然ですが、大将はそんな事は絶対にしませんよ。川の民代表のこの俺が保証します。もしこの約定を違たがえた場合は俺の事を煮るなり焼くなり自由にしてくださって結構です」

　険悪になりかけた俺とエンキの間にケイジェイが割って入ってくる。

　そうだそうだ、もっと言ってやれ。そもそもやろうと思えば五分もかからずこの里くらい更地にできるってのに、人質を取ったからってなんだってんだよ。脅迫するなら交渉に来た人員を人質にするなんてショボいことしないでこの里そのものを人質に取るわ。

「こっち側の私が言うのも変な話だけど、タイシはそんなことはしやしないよ。私達獣人の村に初めて来た時だって、ボロボロの私達をほとんど見返りもなしに助けてくれたんだ。カレンディル王国では私達みたいな獣人は捕らえて奴隷にすれば大金が手に入るんだよ。それでもタイシはそんなことはしなかったし、それどころか新天地を用意してくれた。なんというか、悪ぶることが多いんだけど根がお人好よしなのさ。だからそういう『後味の悪くなること』はしないと思ってもらっていいよ」

「そういえば先日、うちの旦だん那なが怪け我がを負わせた時にも死ぬような攻撃はしてこなかったな。いや、あれはあれでえげつない攻撃ではあったが」

　イロリが苦笑いを浮かべる。最臭兵器シュールストレミングさん半端ないからな。

「ぶっとい矢を撃ち込んでくれたお礼に魚の塩漬けをプレゼントしただけなのにナー。そういやさっきも気になったんだが、初見殺しの一撃ってのはなんだ？」

「それは言えんな」

　そう言ってニタリと笑うイロリにイラっとしたので鑑定眼でエンキを見ようとしたのだが、何な故ぜか何も見えなかった。いつもなら鑑定結果を表示するウィンドウが出てくるのだが、それすらも出てこない。ただ、チリチリと目の奥が痒かゆくなるような不快感がある。

「無駄だ、覗のぞき見の対策をしてあるのでな」

　ニタニタと笑い続けるイロリに思わず舌打ちをする。笑ってやがったのはこういうわけか。どうにもこの娘さんは苦手だな。娘さんっつっても俺よりも年上なのかもしれんけど。
















「それよりも話を進めよう。私としてはタイシ殿の案には賛成だ、実際にこの目でクローバーとやらを見てみたいしな。人数は今日の貴殿らと同じく四人か五人くらいがいいか？」

「俺としては別に何人でもいいけどな。まぁ応対の人員とか考えると最大でも十人くらいかな」

　それなりに自由に見て回ってもらうつもりだが、危険な場所やプライベートな場所に立ち入らないように人もつけなきゃならんしな。あまり多いと困る。

「それくらいが妥当ではないかと思います。イロリ様とエンキ様はどうでしょうか？」

「フム、良いのではないか。十人もいればそうそう無様なことにはなるまい」

「そうだな。試しにこちらの産物も持ち込んでみるか？」

「ならそういう方向で調整しましょう。大将、クローバーからの人員も嬢ちゃん達や川の民、あと大将の愛人達も連れて来てみたら良いんじゃないですかい」

「愛人はやめろ。別に彼女らはそういうのじゃない」

　何笑ってんだこのトカゲ野郎、皮剝はいで財布にしてやろうか。

　ケイジェイが俺の愛人と言っているのはいつぞやのイルさんの使いっ走りの時にクソ貴族──なんて言ったっけ、そう、サイデン子爵から助け出した亜人奴隷達の事だ。どうもサイデン子爵は亜人の娘をいたぶるのが趣味だったようで、彼に行方不明になってもらう序ついでに彼女達を救出したのだ。

　行く当てが無い者が多かったので、紆う余よ曲きよく折せつの末に開発中だった領都クローバーに住まわせる事にしたんだが……まぁなんだ、いたく気に入られてしまったわけだ。状況的に俺が白馬の王子様か何かに見えても仕方ないのはわかる。

「認知して差し上げたら良いいのに」

「認知も何も子供とか作ってないからね？　認知も何も無いよね？」

「はっはっは、英雄色を好むというが貴殿はそれを地で行っているのだな。うちの里からも何人か嫁にやろうか？　ん？」

「そういうの返答に困るんで勘弁してくれませんかねぇ……」

　受けても断っても角が立つじゃねぇか。
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　結論から言うと、鬼人族の里との互恵関係構築は上う手まくいった。

「人はパンのみにて生くる者にあらず、か」

「ジャムや燻くん製せい肉やミルクが欲しくなりますよね」

「うん、まぁ。本来の意味は全然違うんだけどな、この言葉」

　人間は物質的な満足だけで生きるのではなく、神の言葉や信仰を得ることによって生きていくのだ、っていうのが本来のニュアンスだったと思うけどね。でもまぁ、今回のパターンは誤用の方がピッタリとはまっている感じだな。

「実際問題、娯楽や嗜し好こう品ってのは重要だけどな。生活が安定しているなら尚なお更さらだろうな」

「嗜好品ってだけでなく塩は重要ですけどね」

　鬼人族の里では嗜好品だけでなく、塩も慢性的に不足していたらしいということが後からわかった。海から遥はるか遠く離れた大樹海の生活では塩の確保が非常に難しいのだ。

　主な入手先は川の民が川を流れる水に極僅わずかに含まれる塩分を水魔法を使って抽出したものや、鬼人族の里の近辺に湧く塩泉の水を煮詰めたもの、後は樹海に生えている植物の中に微量の塩を溜ため込む性質のあるものがあるらしく、その植物を乾燥させて燃やし、その灰を水に溶かして濾こして煮詰めるなど手間隙をかけて得たものなどに限られる。

　どれもそんなに効率は良くない上に得られる塩は僅か。しかも今年は川の民が得体の知れない魔物に襲撃されて川の民も取引できるほどの塩を確保できていなかったり、そもそも大だい氾はん濫らんの影響でいつもの魔物も数が増えたり凶暴化しているものもいたりで割と切羽詰まっていたのだとか。

　まぁ、わかったからといってそれを利用するつもりもないんだけどな。そりゃ塩を盾に取れば鬼人族に対して有利に事を運べたかもしれないが、別に俺は鬼人族から利益を搾取したいわけじゃない。身内として取り込んで領地開発の邪魔をされないように──可能であれば上手くこき使いたいだけだ。ならここは大いに恩を売っておくべきところだろう。鬼人族は義理堅い性質みたいだしな。

「いいんですかー？　塩や嗜好品はもっと高く設定して利益を取れると思いますけど」

「身内から搾り取っても仕方ないだろ」

「んふふ、そうですねー」

　俺の横で執務の補佐をしているマールは何が楽しいのかなんだかやたらニコニコとして機嫌が良い。なんだろうか。

「何か良い事でもあったのか？　随分と上機嫌だが……もしかしてデキたか？」

「いえ、残念ながらまだデキてません。ただ、タイシさんのやろうとしてきたことが形になりつつあるのが嬉うれしくて」

「ああ、なるほど。うん、確かに形になってきたよな」

　とりあえずコミュニケーションを取れる大樹海の種族のうち、守モリ人ビトと呼ばれる機械生命体っぽい種族以外とはコンタクトが取れて友好的な関係を築けた。市街地を囲む城壁もまだ建設の途中ではあるが、形になってきた。

　街並みも整ってきたと言えるだろう。アンティール族の尽力によって上下水道も整備されたし、魂こん魄ぱく結晶を用いた給水塔や蛇じや龍りゆう玉ぎよくを使った浄水設備も正常に稼動している。川の民の生活地域に向かって延ばしていた運河も、ザックリとではあるが工事が完了した。今も自称サハギン──もう河童かつぱでいいや。河童達が昼夜を問わず護岸工事やら整備やらをしているらしい。

　領都クローバーから東西に延ばしている街道だが、こちらもカレンディル王国側については開通した。開通というか、まだ大樹海を突っ切るように木を伐採して歩けるようになった程度だけど。これも馬車が通れるように道を拡張して石畳を敷かなきゃならない。それにクローバーに至るまでの道数カ所に宿場も作らなきゃならないし、魔物対策だって必要だ。

　ミスクロニア王国側への街道は途中で大きな湿地帯にぶつかってしまったので、迂う回かいするか埋めるか橋を架けるか検討中だ。川の民の運河がいち段落してきたので、彼らを派遣して調査してもらい、どうすればいいか意見を聞く予定だ。

　獣人達は広範にいろんな仕事に従事しているし、アルケニア達は職人になる者が多いようだ。アンティール族は土木工事だけでなく計算にも強いので、実は文官向きだ。川の民には色々な種族がいるのだが、全体的に水や土魔法の適性が高い者が多いので魔法を活いかして水回りの仕事や医療、衛生、清掃に工事関連など幅広く活躍している。ケンタウロス達は領都クローバーの内外を西へ東へと忙しく駆け回っているし、最近入植し始めた鬼人族は農業や陶器製造、酒造に建築、単純な肉体労働など様々な仕事をしている。

　妖よう精せい族？　あいつらはまぁフリーダムに色々なところで好き勝手にやっているが、子供を見守ったり喧けん嘩かを仲裁したりと治安の維持に一役買っている。意外なことに。

「カレンディル王国との交易が先に始まりそうですね」

「だな。まぁ東にあんなでかい湿地帯があるとは思わなかったからなぁ……」

　マールが大樹海横断街道を地図に起こしたモノを眺めながら漏らした呟つぶやきに同意する。西に延ばしたカレンディル王国行きの街道が大樹海を貫通してついにカレンディル王国の国土に到達したわけだが、さっきも言ったが東側のミスクロニア王国側に抜ける街道はその行程半ばで大規模な湿地帯にぶつかってしまっていた。

「どうしますか？　タイシさんの魔法でずばーんとやっちゃいます？」

「それならそれでもいいけどな。あれは使えないか？　ミスクロニア王国の首都で使われてた水上盤」

「確かに水上盤は大型のものなら荷物も沢山運べますけど、クロンで使われている水上盤は歩くよりやや速い程度の速度しか出ませんから、交易で使うのには速度が足りませんよ？」

「速度は何かしらの方法で補えるんじゃねぇかな。運用コストはどうなんだ？」

「私も詳しくは知りませんが、そんなには高くないと思います。クロンでは一般的に使われていますし。ただ、速度を上げるとなるとどうなるかわかりませんね」

　ミスクロニア王国で使われている水上盤を使うとなれば相当な量を発注することになるだろうから、これはこれでイルさんには喜ばれそうだけどな。何にせよ川の民を派遣しての調査結果次第か。

「手っ取り早いのは魔法で湿地を干上がらせるなり、道を作っちまうなりすることかね」

「とても現実的な手段とは思えませんけど、タイシさんならできちゃいそうですよね」

「やってみなきゃわからんけど、できそうな気はするな」

　土魔法と水魔法を併用して土を寄せて水を抜いて、その上である程度の範囲を硬質化させればいけそうな気がする。ただ、それなりに深いところまでやらないと後から道そのものが沈んだりするかもしれん。

「いっそデカい橋でもかけるか」

「橋ですか？」

「土魔法で長い石杭くいを沼に打ち込んでいって、それを基礎としてつり橋をかける方が楽かもしれんとか思ってな」

「つり橋というと、あの谷とかにかかってるぐらぐら揺れるやつですよね？　馬車が通れるようには思えないですけど」

「ああうん、そうだよな」

　俺が想像するつり橋とマールが想像するつり橋は違うものだけど、考えてみれば大型のつり橋を作る技術がこの世界にあるとは思えない。支柱から延びるメインケーブルは確か太い鋼のワイヤーを百本以上も束ねたやつだったと思うし。そんなの作る技術も資材も無いな。

　金属は高いんだよ。加工するのも採掘するのも魔法という要素があるおかげでそこそこ発達はしているんだけど、魔物という要素のおかげで採掘そのものが命懸けだからな。鉄鉱石の鉱床ヤッター！　とか思ったら甲殻が鉄でできてる魔物の巣そう窟くつだったじゃないですかヤダー！　なんてことがままあるらしいからな。そういうのも叩たたき殺して鉄製品を生産しているマウントバスのドワーフ達マジぱねぇっす、というのが世間一般の認識らしい。

　マールと顔を突き合わせてぬーん、と唸うなっていると執務室のドアがノックされた。

「どうぞー」

「お邪魔、します」

「お、シェリーか。一人でどうしたんだ？」

　遠慮がちな様子で入室してきたのは狐耳少女のシェリーだった。いつもカレンと一緒にいることが多い彼女だが、珍しく今日は一人のようだ。彼女は小柄なマールよりも更に小さい。頭の大きな狐耳を入れてもマールとそう変わらない身長だ。

　俺の嫁の一人でもあるわけだが……うん、これは間違いなく犯罪だわ。こんな子とアレがナニでズキューンな事したら一発アウトでおまわりさんの世話になること間違いなしだね。

　俺とマールの視線を一身に受けたシェリーはしばらく俯うつむいてモジモジとしていたが、意を決したのか胸の前で両拳こぶしを握り、叫んだ。

「わ、わたしもちゃんとおよめさんにしてくださいっ！！」

　緊張のためか、それとも羞しゆう恥ち心しんからか顔を真っ赤にしながらそう言ったシェリーは目を瞑つむってブルブルと震えている。俺？　俺はあまりにショッキングで唐突なシャウトに茫ぼう然ぜん自じ失しつだよ！　助けを求めてマールを見たら何か愉快そうな顔でニヤニヤ笑ってるし。抓つねりたい、その笑顔。

「とりあえず落ち着け、な？　こっちに来て座れ、ほら、膝ひざの上にカモン」

　そう言ってポンポンと膝を叩くとシェリーは素直に俺の膝の上に座ってひっしと抱きついてきた。何この可愛かわいい生き物。もふもふもふもふもふ。

「完全に犯罪者の顔ですね」

「そんな馬鹿な」

　至高のモフモフを愛めでている俺がそんな邪よこしまな顔をしているわけがない。真理を得た宗教家の如き悟りを開いた表情の筈はずだ。あー、狐耳もふもふが気持ちいいんじゃあー。

「それで、突然どうしたんだ？　シェリーにもちゃんとミスリルの短剣は渡しているし、紛れもなく俺のお嫁さんじゃないか」

「マールお姉ちゃんとかフラム姉様とかティナお姉ちゃんとかクスハ様とかデボラさんとかメル姉と同じくしてほしいんです」

「？　同じくしてるぞ？」

「夜のおつとめをして子供をはらもがもが」

「ストップ、ストップだ。誰からそんな事を吹き込まれた？」

「め、メル姉がそうするのが妻の務めだって」

「マール」

「はい。あ、一刻くらいの間執務室には誰も近づけないようにしておきますね？」

「違う、そうじゃない。おい、ちょ、置いてくな！」

　変な方向に空気を読んだマールがごゆっくりー、とか言いながら退室していく。違うよ！　そこはあの駄エルフを連行してくる流れだろ！　この状況でシェリーと俺を二人きりにさせて何をしろと言うんだ。ああ、ナニをしろって？　こういうのは初めが肝心だしそう軽々しくはできないだろう。常識的に考えて。

「およめさん……」

「待って、少し待って、ちょっと考えさせて」

　俺の服の胸元をクイクイと引っ張って上目遣いで見上げてくるとか反則だと思います。

　よし、俺は覚悟を決めたぞーッ！

「いいか、シェリー。夜のおつとめをするのには必要な作法や知識があるんだ。それらを習得するまでは他のお姉さん達と全く同じようにはできない。わかるな？」

「そう、なの？」

「ああ、そうなんだ。俺が教えてもいいんだが、男の俺が女の子のシェリーに教えるのは色々と問題があるんだ。女の子には女の子の、男の子には男の子の作法があるからな」

「うん」

　大人しくて素直なシェリーは俺の言葉に神妙な様子で頷うなずいてくれる。なんていい子なんだ、なでなでしてやろう。もふもふもふもふもふ。

「だからな、俺が女の子の作法をちゃんと教えてもらえるように手紙を書いてやる。ティナかフラムかクスハかデボラに渡すんだぞ。マールとかメルキナには渡さないように」

「うん……はい」

「よし、いい子だ。いい子のシェリーはちゃんと作法を覚えてきたらお姉さん達と同じく扱うからな」

「ほんとう？」

　キラキラとした純粋で無む垢くな瞳ひとみが俺に向けられる。あ、ヤバい。これ絶対に誤魔化せない奴だ。ティナ、フラム、クスハ、デボラ……俺とシェリーの未来はお前達にかかっているぞ。

「勿もち論ろんだ。俺は噓をつかないゾ」

「……」

　何か不審がられている気がする。目の前で至高の狐耳がピクピクと動き、スンスンとシェリーの鼻が鳴る。そしていきなり首筋をペロリと舐なめられた。

「うひょう!?」

「……噓をついている味がする」

「何それ怖い!?　わかった、絶対に絶対だ。噓ついたらシェリーの言う事をなんでも聞こうじゃないか」

「むー……絶対に絶対？」

　少し頰を膨らませて聞いてきおる。これが天然のあざとさというやつか……シェリー、怖い子。とりあえずこれ以上不審がられると嫌われてしまいそうなので、サクッと手紙を書いて便びん箋せんに入れてシェリーに渡す事にする。中身はこうだ。




『おめでとう、本状の開封をもって君はシェリーの性教育係に任命された。

　君の使命はこの可愛いキツネちゃんに淑女としての性教育を立派に施す事だ。

　君がシェリーに免許皆伝を与えた暁にはシェリーとそういう仲になる事になる。そう約束したので、シェリーと何より俺の運命は君の双肩にかかっているというわけだ。

　俺の精神衛生と、何よりシェリーの身体からだを気遣ってくれるように最大限の配慮をしてもらいたい。引き受けてくれた報酬は俺のできる範囲で望むままの内容を約束させてもらう。

　マジでお願いします、なんでもしますから！




　追伸

　マールとメルキナはこの件に関して信頼できないので意見を聞かないように。

　あと右記二名は性教育係として不適切だと俺が判断しているので、万一開封したのが右記二名だとしても本状の効力は無効とする。


ミツバ領主　タイシ＝ミツバ』



　うむ、これでいいだろう。

　正式な書状と同じく便箋を綴とじ、最近でき上がってきた俺の印章を使って封ふう蠟ろうを施す。

「よし、ではシェリー君。君の任務はこの書状をティナかフラムかデボラかクスハに届け、そして書状を渡した相手を師として作法を学ぶ事だ。マールとメルキナは師として相応ふさわしくないので書状を渡さないように。いいね？」

「絶対に、絶対」

「うん、約束する。シェリーが作法を学びたい人をしっかりと考えて渡すんだよ」

　俺の言葉にシェリーはこくりと頷き、俺の頰に軽く触れるだけのキスをして逃げるように執務室を去っていった。一瞬だけ見た顔が真っ赤だった。

「うむ……小さくてもしっかり女の子だ」

　柔らかい感触の残る頰を撫なでつつ、呟く。

　とりあえず危機は脱した。あとはメルキナをとっ捕まえて折せつ檻かんせねばなるまい。つってもな、あの駄エルフの場合１００％善意でやってたりするんだよな……人間の寿命は短いからいっぱい子供を作りなさいとか普通に言うんだよな。私が寂さみしくならないようにって。

　理屈はわからんでもない。マールが推し進めようとするハーレム思想を更に過激にしたような内容で、まさに産めよ殖ふやせよ地に満ちよってノリで種たね蒔まきをさせようとしてくるから困る。善意１００％で。まるで我が子にお見合い相手を探してくるかーちゃんの如く。

　そもそも俺が普通の人間と同じ寿命なのかもよくわからんのだけどね、実のところ。なんというか普通に老いてはいかない予感がしてるんだよな。確信はないけど。
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「紹介状を書いてもらえると聞いて」

「聞いて！　です！」

「うん、この流れは予想できてた」

　どばぁん、とノックも無しに執務室の扉を突破してカレンとシータンが現れる。俺の目の前には笑顔のまま額に青筋を立てているティナさんがいて、両隣にはマールとメルキナが床の上に正座していた。勿論俺も正座中である。

「……特殊なプレイ中？」

「お前はホントどこからそういう言葉とか覚えてくるの？」

「乙女の秘密」

　無表情でダブルピースするカレン。本当に謎だ。本当は俺と同じ世界からの転生者とかじゃないだろうな？

「最近カレンちゃんは夜魔族のキキさんの所によく行ってますよね」
















「マール姉、バラしちゃだめ」

「あいつかー」

　夜魔族のキキは俺が変態貴族から助けた違法奴隷の一人だ。夜魔族なんて大層な名前だが、頭と腰に蝙蝠こうもりみたいな羽が生えているだけで、身体能力も魔力資質も人間と同等かそれ以下という不遇な種族だ。ただ、生命力が非常に高いというか身体がとにかく頑丈で、怪け我がの治りも早いし病気の類たぐいにも滅法強い。しかも長命で外見年齢が若いまま百五十年ほど生きるらしい。

　よく今まで滅びなかったな、というのが話を聞いた俺の最初の感想だ。見た目が若いままであまり強くない上、しかも美しく、怪我にも病気にも強いとかどう考えても奴隷として付けねらわれる未来しか見えない。

　実際に奴隷狩りの対象として虐げられ、高額で取引された──というか、今でも夜魔族と言えば高額奴隷の代名詞であるらしい。

　だが、彼らは意外と強したたかな者が多く、逆に主人に取り入って権力を手にすることも多いのだとか。上う手まく主人に取り入って奴隷身分から解放された彼らはほぼ例外なく色街で娼館を営み始めるという。娼館の主人と言えば夜魔族という固定観念すらあるそうだ。ドワーフと言えば職人、夜魔族と言えば夜の蝶ちよう関係、みたいな。それはそれでどうなんだと思うけど。

　ちなみに当のキキからもクローバーで娼館を経営したいという要望が上がってきている。お前それで良いいのか？　と言ったら。

『えー、じゃあ私も囲ってくれますかぁー？』

　って笑いながらニコニコとにじり寄ってきたので逃げた。超逃げた。食われるかと思った。夜魔族怖い。饅まん頭じゆう怖い。おっと、間違えた。

　それとあの変態貴族に捕まってた違法奴隷の中でもキキだけはなぁ、なんかわざと捕まってた節があるんだよなぁ。実際彼女が来てからあの変態は彼女にかかりきりになることが多くなって、結果的に他の違法奴隷の負担が大きく軽減されていたらしい。彼女にそれとなく聞いてみても惚とぼけるばかりでのらりくらりと追及を躱かわすし。

「あなた、聞いているんですか？」

「イエスマム！　しかしながら本官が愚考しますに、本官が彼女等に色々と教えるのは問題があるかと！　よって女性陣に任せようと思いました、マム！」

「そ、それはそうですが……でも、その、私には無理です！」

　ティナが赤い顔で俺の頭をペシペシ叩たたいてくる。手加減しているのか全然痛くない。

「いや、この性獣二匹に任せるのは流石さすがにな……参考までに、マールならどうする？」

「え？　私ですか？　私ならこの特製の薬を渡して──」

「はいアウトオォォォ！　没収！　お前ほんとそれやめろよな！　初めてが前後不覚って後から罪悪感半端ないんだぞ！　お前朝起きたらロクに何したか覚えてないのに全部終わってた男の気持ちも考えろよ！　男だって初めては大切にしたいんだよ！」

　マールとの馴なれ初そめを思い出しながらマールがどこからか取り出したピンク色の液体を没収する。初手酔い潰つぶしからの既成事実作成がこの娘の手口でした。それもこれも全部イルさんって奴の教育が悪いんだ。おのれイルさん。

「あの……その節はすみません」

「ああうん、そういえばティナもそうだったよね」

　思えばティナも手口が同じだった。やはり教育が元凶……ハッ!?　このままではシェリーまで？

「あの、シェリーちゃんにはそういうのは無しで教えますから」

「あっ、はい、お願いします」

　結局教育係は持ち回りで三人同時に受けさせる事になったらしい。どんな内容なのか気になるが、流石に男子禁制ということでした。ですよね。

　講師として経験豊富な夜魔族のキキや、他にも出産経験のある女性も招かれて割と大大的に勉強会が行われている。開催にあたってはしっかりと予算を出すことにした。性教育は大事だからね。
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「突然ですが、奴隷を買いたいと思います」

「本当に唐突じゃな。一体何がどうなってそうなったのか説明せい」

　クスハが手元に視線を落としたまま呆あきれたような声を上げる。手元には編みかけの服。

　そう、編みかけの服だ。

　どういう仕組みなのか見ていても理解できないのだが、アルケニアは織り機も使わずに糸から布を織り上げ──いや、編み上げるのだ。嫁たちから色々とねだられて最近のクスハは少し暇があればこうして服を編んでいる。人間と同じ五指を持つ自分の手と前側の蜘く蛛もの脚四本を巧みに動かして布を作り、衣服やクッション、寝具を作る様は見ていて実に飽きない。

「うん、単純労働を行う人手は足りてるけど教育者とか事務方とか色々と足りないじゃん？　そういった層を手早く簡単に手に入れようかなと」

「なるほど、理には適かなっておるの。しかし主あるじ殿よ、お主はそういうのが嫌いだからわざわざ獣人を匿かくまっているのではなかったか？」

「それは少し違う。奴隷制度そのものについては思うところはあまりないぞ。俺が気に食わなかったのは獣人というだけで奴隷にされなきゃならないっていう理不尽だけだしな」

「ふむ、何なに故ゆえじゃ？　ヒトというものは自分と大きく容姿や文化が異なる相手を排斥するものじゃろ？」

「まぁ、そうだな。俺が元々いた世界でも肌の色の違いや言語の違い、宗教や思想の違い、民族や文化の違い、そういったものを原因として争いは絶えなかった。ヒトの本質として自分とは違うものを排斥するっていう本能というか、性質があるのは確かだろうな」

　領都クローバーにおいても文化の違いによるいざこざは大なり小なり起こっている。

　例えば獣人族は地肌が見えるほどに毛を刈られるのを屈辱と考えるのだが、それを知らずに川の民が獣人族の子供の毛をバッサリと刈ってしまって親が怒鳴り込んだとか、逆に獣人族の子供と一緒に河童かつぱの子供が水浴びをして、面倒を見ていた獣人族の大人が善意で河童の子供の皿の水までしっかり拭ふいて河童の子供が死にかけたとか、できる馬ことヤマトが予備の神銀製の蹄てい鉄てつを蹄ひづめ痛（蹄のある獣人やケンタウロスの間では石畳の上で長く過ごすと起こるらしい）に悩むケンタウロスの女に善意で贈ったらその行為はケンタウロス族のしきたり的には婚約を申し込むのと同義で、危うく電撃結婚する羽目になりかけたとか。

　日々そういったいざこざ、或あるいは面白イベントが起こるので、そういった情報をアンティール族に集めさせて朝昼夕の三回に分けて人の集まる場所で周知している。あいつら個体間の情報共有が早い上に情報の処理能力も高いからこういう仕事にも向いてるんだよな。アンティール族有能過ぎる。そのうち公衆電話代わりに街頭に立ってもらうかな。

「話し合いさえすれば必ずわかりあえる、なんてのは俺も理想論だとは思うが……意志を持ち、言葉を使って対話できる存在というのは、俺は原則的に同等？　同格？　適当な言葉が見つからんが、とりあえず一個の存在としての格は変わらないと思うんだよな。そりゃもちろん種族間や個人間で身体能力やら何やらの差はあるだろうし、経済力の差、社会的立場の差とかは色々あるだろうけど」

　クスハは手を止めて俺の言葉をじっと聞いている。頷うなずいて先を促すような仕草をするので、俺はそのまま言葉を続けることにした。

「ただ人間と外見やら何やらが違うってだけで人間以下の存在とするようなのは間違ってると思うんだよ。人間じゃないってだけで安全とは程遠い場所に隠れ住まなきゃならないなんてのは、あんまりだ。幸い、俺には無理を通すだけの力があった。だからまぁ、好きにやってみようと思ったって話でな。今の世の中が俺の考えに添わないなら、俺の、俺による、俺の思想を実現するための場所を作ろうと思ったって話さ……あー、なんの話だっけか？」

「奴隷を買うって話じゃろう。話を聞いて思ったのじゃがな、買うなら人間の奴隷を使った方が良いのではないかな？　人間が苦手だろうからと、主殿自身が皆を人間から遠ざけては本末転倒じゃろ。真に主殿の目指す『人と魔』が共に暮らす場所を作るのならば、尚なお更さらじゃな」

「そうか……？　そうかもな」

「うむ、そうじゃろ。妾わらわだけでなく、他の妻にも相談してみるが良い。フラム殿や、デボラ殿が良いのではないかな」

　クスハはそう言って編みかけの布を植物を編んで作った籠かごの中にしまい、のそのそとその大きな蜘蛛の下肢を動かして俺のそばまで歩いてきた。

　そして、無言で俺を梱こん包ぽうし始める。

「おい待て、なぜ梱包する」

「うむ、主殿の大望を語る姿にキュンときてしまってな。少しばかり休憩と洒落しやれ込もうではないか」

「わぁ肉食。しかもこの肉食って言葉が地味にシャレにならないのが笑えない」

「心配するな、優しくしてやるでな。しっぽりと楽しもうではないか？　妾も早く主殿とのややこが欲しいのじゃ」

「真正面から子供が欲しいって言われるのなんか凄すごく恥ずかし──ちょ、その上お姫様抱っことかやめて！　誰かに見られたらお婿にいけなくなっちゃう！」

「ははは、今更じゃろ」

　この後滅茶苦茶貪むさぼられた。

　本当に興奮しすぎた時の嚙かみ癖と人の生き血を舐なめて恍こう惚こつとする癖は直して欲しい。







　　　第六話　～出鼻を完全に挫かれました～







「おかえりなさいませ、お館やかた様」

「ご無ぶ沙さ汰たしてます、すみませんね。あ、これお土産です」

「これはこれは……ふむ、酒は見たことのない物ですな。それにこちらはゲッペルス王国産のドライフルーツと香辛料ですか。近頃ゲッペルス王国の香辛料は品薄でしてな、有り難く頂ちよう戴だい致します」

　俺からの土産を受け取ったジャック氏は実に嬉うれしそうな顔でそう言ってから完かん璧ぺきな礼をして見せた。彼の斜め後ろにいるメイベルも嬉しそうな顔だ。彼女はデーツのドライフルーツが嬉しいんだろう。決して俺を踏めるという笑顔ではないはずだ。多分。

　後でマッサージはしてもらうけどな。

　ここは王都アルフェンの屋敷。俺とマールの最初の拠点だ。

「フラムはどうしてる？」

「今頃はマイスター侯爵邸かと」

「ああ、ゾンタークの所か」

　悪人顔の侯爵ことゾンターク＝フォン＝マイスター侯爵はカレンディル国内で俺が付き合っている数少ない貴族の一人だ。カレンディルの王宮での地位とかは興味がないのでよく知らんが、カレンディル王国内での『俺担当』と言えばあの悪人顔のおっさんである。

　無体な事も色々と要求してきたが、その分のリターンもしっかり返している。まぁ良い関係だろう。主要な取引相手であり、友人である。いや、この関係を友人と表現するのが適切かどうかわからんが。

「フラムの様子はどうだった？」

「少々疲れておいでのようでしたな」

「まぁ、そうだろうなぁ……」

　苦笑いしつつ、今日はフラムを思う存分労ねぎらってやろうと心に決める。

　ここ二週間ほどの間、フラムにはカレンディル王国の首都である王都アルフェンに出張してもらっていたのだ。フラムを正式に娶めとるための手続きなどでどうしてもフラム自身が王都アルフェンに滞在しなければならなかったのと、それに加えて商業ギルドとの交渉も必要だったからだ。

　こちらには超有能執事であるジャック氏とゾンタークがいたので、彼らに補佐をしてもらいつつフラムが一人でそれらの仕事をこなしていた。鬼人族の件やら何やらで俺もあまり顔を出せていなかったんだよな。

「それで、首尾はどうなっているんだ？」

「商業ギルドの方は既に動き始めておりますよ。あの商人、ヒューイでしたか。なかなか目端が利きますな。既にある程度話をまとめていました」

「なるほど。まぁ俺の無茶にはあいつも色々関わってたからな」

　ヒューイは既にある程度話をまとめて領都クローバーの最寄りの街であるクロスロードに物資や人員を動かしていたらしい。俺の金で。

　おい、ギリギリグレーどころか完全に真っ黒じゃねぇか！　顧客の資金を勝手に運用してるんじゃねぇよ。結果オーライだから良かったものの、これで開通が三年後とかだったらあいつの首が物理的に吹っ飛ぶところだったんじゃないのか。

「お館様がギルドに預けている資金の運用を任せる旨の証文にサインしていたからですな。額面は金貨１０００枚でしたが」

「……そういえばそんな書類にサインしたような気がせんでもない」

　全然横領とかブラックじゃありませんでした。俺が適当にサインしてただけでした。てへり。

　ちなみに金貨１枚は約十万円ほどの価値なので、金貨１０００枚で一億円ほどの価値になる。一億円の運用をポンと任せて忘れているとか俺の金銭感覚の崩壊具合がヤバい。

　だって実感湧かないんだよね、あんまり使わないからさ。この世界では特に金がかかる武器の類たぐいは自前で作れるし、防具は材料持込でペロンさんに作ってもらうし、薬はマールが作れるし、魔導具の類はもう自分で作れるようになったしね。それにいい女は周りに揃そろって抱き放題だから、女遊びに使う事もない。プレゼントですら鍛か冶じスキル取ってからはアクセサリの類は自前で作るし。

　服とか食べ物を贈ることはあるけど、大した金額じゃないというか、うちの嫁さん達はあまり物に固執しないんだよなぁ。アクセサリの類を贈ればそりゃ喜んでくれるけどさ。ああいうのはそんな頻繁に贈る物でもないだろうし……いや、もっと贈るべきなのだろうか？

「ジャックさん、先達の意見を聞きたいんだけど俺ってもっと嫁さん達にプレゼントとか贈った方が良いいのかな？」

「ふむ……そうですな。これから先は奥方様達が社交界に顔を出されることもあるでしょう。そうなればドレスやアクセサリは奥方様達の鎧よろいとなり、武器となります。質だけでなく、量も必要となるものですから、そういったものを贈られるのがよろしいのではないでしょうか？」

「なるほど。そういうのならゾンタークに伝つ手てを紹介してもらうのが良いか」

「それがよろしいかと」

　そうとなればゾンタークの屋敷を訪ねるとするか。

　俺はジャック氏とメイベルに今日はこの屋敷に泊まっていく事を告げ、それなりに品の良い服に着替えてから屋敷を出た。あんまり貴族然とした格好は堅苦しくて仕方がないので、一目で上質な生地でできているとわかる騎士服のような出いで立ちだ。

　これで腰に剣をぶら下げておけば非番の騎士か貴族の青年に見えるだろう。多分。

　屋敷を出て、そのまま徒歩でゾンタークの屋敷へと足を向ける。ジャック氏が馬車を呼ぶか聞いてきたが、断った。暫しばらく王都アルフェンを歩いていなかったので、街並みを少し観察しておきたいと思ったのだ。

　俺の屋敷があるのは第三城壁の内側に当たる区画で、『壁内』と呼ばれている。騎士などの下級貴族や裕福な商人、兵士やその家族などが主に住む区画で、かなり広めの区画である。上等な宿や店はこの壁内に多いので、稼いでいる冒険者もこの区画に居ることが多い。

「人の量は減ったか」

　少し歩いてから俺はぽつりと呟つぶやく。

　前に歩いた時には王都アルフェンに避難してきた近隣の村人達がこの壁内にも溢あふれかえっていたのだが、今はそれも大分落ち着いているように思える。恐らく大だい氾はん濫らんの余波も収拾がついてきて、村人達が元の場所に戻り始めているからだろうな。

　冒険者の姿も目立つ。恐らく各村への物資輸送やその護衛、大氾濫で発生した魔物の残党狩りなどで需要が高いからだろうな。せっかく田舎の村から都会に出てきた序ついでに冒険者に転向した農民も多いのかもしれないけど。やっぱ次男以下とか女の子は農地も継げないし厳しいらしいからな。

　街の作りについても何か収穫があるかと思ったが、普通の街並みであまり参考になるところはなかった。専門家でもないからな、見てもわからんだけかもしれんけど。ただ、やっぱ馬車が余裕を持って行き来するために大通りの広さは十分に取るべきだとは思った。特に交差点は大きく、環状に作った方が良さそうだ。馬車は自動車ほどには小回りは利かないように見えるしな。

　あと、事故を減らすために車道と歩道を分けた方がいいかもしれん。元の世界と同じように縁石で一段高くすれば良いんじゃねぇかな。

　そんなことを考えながら第二城壁を抜けて貴族区に到着する。俺の服装から貴族と思ったのか、それとも俺の顔を知っていたからか特に咎とがめられることもなく普通に門を通過できた。

　貴族区では専門の清掃員が常に道を綺き麗れいに保つように掃除をしているため、いつもゴミひとつ落ちていない。馬車が通るので馬ま糞ぐそなどもそこらにポンポン排出されるわけだが、どこからともなく清掃員が現れて速やかに道を綺麗にしていく。馬糞だけでなく小便の方も浄化の魔道具で速やかに掃除されていく。ちょっと異様だ。

　後にジャック氏に聞いてみたところ、数十年前に不衛生であったことが原因で疫病が発生したことがあったらしい。その教訓を活いかし、王都に住まう貴族達が金を出し合って清掃員を雇って貴族区の衛生環境を徹底的に保っているのだとか。貴族区だけ。

　しかし衛生的な環境を保つというのは確かに大事だ。領都クローバーには綺麗な水を使った上下水道が整備されているが、そのうちにゴミ収集の必要性なども出てくるだろう。手っ取り早いのは燃やすことだが、それには燃料が必要になる。幸いなことに領都クローバーの周りは森なので燃料には事欠かないだろうが、それだって無限じゃない。

　折角魔法なんてものがあるんだから、魔法をフル活用した廃棄物処理場の建設を視野に入れておいた方がいいな。理想はただ燃やすだけでなく、肥料とかに転用するのが好ましいが……腐敗を促進する魔法とか無いかな。今度調べてみるか。

　つらつらとそんな事を考えながら貴族区を歩き、程なくしてゾンタークの屋敷であるマイスター侯爵邸へと辿たどり着いた。俺の背より高い、美しい石の塀に囲まれた大きな屋敷である。門扉の向こうに見える前庭の芝はそろそろ秋も終盤だというのに青々としており、何かしら特別な手入れをされている事が窺うかがえる。

　門扉の前には軽鎧と槍やりで武装した門番が二人、ただ突っ立っているだけで暇だろうに気が緩んだ様子もなく鋭い視線を周りに向けていた。その眼が俺を捉とらえ、彼らは直ぐに手を胸に当てて敬礼をしてきた。

「お疲れさん。うちのフラムが来ているよな？」

「はっ、閣下とお会いになっている筈はずです」

「通らせてもらっていいかな？」

「勿もち論ろんです、タイシ殿。只ただ今いま案内の者をお呼び致しますので、少々お待ちください」

　そう言って門番の彼は襟元についている輝石のブローチのようなものをひと撫なでし、案内の者を寄越すように輝石のブローチへと呟いた。あの輝石のブローチは対になっている同じ輝石のブローチ同士で会話ができるという優れものだ。魔力的に遮断されない限りあらゆる物理要因を無視しておよそ半径１㎞の範囲で通信できるらしい。

　このピート大陸に点在する古代文明の遺跡から発掘される魔法道具の一種で、結構お高い品であるとか。高くなる理由は貴族がこぞって買い求めるかららしいけどな。まぁ便利だしね。

　で、案内役のメイドさんに連れられてゾンタークの書斎に来たんだが。

「なんだこれは、いったいどういう状況だ」

　書斎の重厚な机に着いて何やら書類と格闘しているフラムと、その側に立ってまるで教師か何かのようにフラムにアドバイスのような事をしているゾンタークの姿がそこにはあった。

「フラム殿を俺の娘にするためにも色々と面倒な手続きが多くてな。本人の直筆が必要な部分も多いからこうして苦労しているわけだ」

「は？　俺のフラムがなんでお前の娘になるんだよ」

「身分的な釣り合いの問題だよ。フラム嬢は元々士爵──騎士の家の三女だ。対するお前はカレンディル王国では正式に叙爵されてはいないが、公認の勇者だ。勇者は基本的に貴族としての身分に囚とらわれないが、カレンディル王国では慣習的に伯爵待遇になる。ミスクロニア王国では子爵に叙爵されているらしいが、いずれ伯爵になる予定だろう？　いくら側室とは言え、身分的に士爵の三女で奴隷というのはな」

　ゾンタークは皮肉げに笑って肩を竦すくめる。

「面白くない気持ちは理解できるが、それもこれもお前が頑かたくなにカリュネーラ王女の降嫁を拒んだのが原因だ。カレンディル王国の貴族にしてみれば王族の降嫁を拒んで士爵風情の端はした女め──まぁ待てタイシ、落ち着け！　私が言ったわけじゃないし、私自身はフラム殿の事をそう思ってないから！」

　フラムを侮辱する言葉が出た瞬間に出た殺気を察したのかゾンタークが慌てて両手を挙げて降参のポーズを取る。中々反応が素早いな、このおっさん。

　平静な悪人顔が崩れて笑える表情を見せてくれたから許してやろう。

「やれやれ……とにかく、そういう事を言う口さがない輩やからもいるのだよ。そこで私の養女にするという話が出てくる。私の養女となればフラム嬢は侯爵令嬢だ。そして養父となる私はこれでも王の懐刀と呼ばれる立場だし、地位も私の上となると王族か公爵くらい──つまり、私の養女となったフラム嬢を面と向かって侮辱できる者は殆ほとんどいなくなる。陰口はそれでも叩たたかれるかもしれんがな」

「……まぁ、陰口くらいは仕方ないだろうな」

　目立つ存在が羨うらやましがられたり、妬ねたまれたりするのはどこの世界でも同じだろう。いや、貴族社会の方がそういうのはむしろ激しいに違いない。それをいちいち黙らせて回るのなんて不可能だし、意味も薄い。そりゃ陰口も叩けないくらいの恐怖を味わわせるとか手がないわけでもないが、気にしなければ良いだけだしな。

「そういうわけで、フラム嬢には私の養女になってもらうというわけだ。それで……お前はいつになったら式を挙げるんだ？」

「ああ、式ね、結婚式ね……どうすればいいんだろうな？」

　俺の言葉にゾンタークだけではなく書類に目を落としていたフラムまでもが怪け訝げんな表情を向けてくる。その視線、なんか凄すごい心に突き刺さるからやめてくださいませんか。

「いや、所属がバラバラだろう？　俺の嫁ってさ。フラムはカレンディル王国だし、マールとティナはミスクロニア王国だ。クスハはそもそも国という概念の外の住人だし、メルキナは大森林のエルフだし、デボラはまぁウチの領民だよな。あと、カレンとシェリーとシータンは幼すぎるだろう。俺としては式を挙げるなら全員と挙げたいし、だがそうなるとどうしたらいいものかわからなくてな。場所にしろ様式にしろどうしたら良いかわからん事が多すぎて困ってる」

「全員と挙げれば良いだろう。ミスクロニア王国で一回、カレンディル王国で一回、お前の領地でもう一回やれば良いではないか。というかだな、フラム嬢のドレスはとっくに仕立ててあるぞ」「えっ？　何それ初耳なんですけど」

「もう二ヶ月以上前の話だな。お前が領地獲得に動き出した頃にマーリエル王女が仕立ての発注をかけた。お前の商業ギルドの口座から代金も引かれている筈だが」

　全然気づいていませんでした。はい。

　金の管理は商業ギルドとマールに丸投げしてたからなぁ……ポンコツですみません。

「実はミスクロニア王国でも一着ずつ仕立ててもらっています。クスハさんだけは自前で作るということでしたから別ですが」

　書類を書き終わったのか、フラムが書類をまとめながら微笑ほほえむ。

「すまん……自分のことばっかでいっぱいいっぱいになってたな」

「気にしないでください。全部把握して一人でなんでもやるなんて神様でもないと無理です。そういったところを支えるのが……つ、妻ですから」

　そう言って頰を赤くしてこちらを見上げてくるフラムに釣られてこちらもなんだか恥ずかしくなってしまう。なんだよこの子、超可愛かわいいんですけど。

「お熱いのは結構だが、そういうのは二人きりでやってくれ」

　フラムとピンクな雰囲気になりかけたらゾンタークの悪人顔でジロリと睨にらまれた。そういえばゾンタークの奥方や子供を見たことがないが、どういう人なんだろうか。本人に聞いて地雷だったら困るから今度ジャック氏に聞いてみるか。

「ところで、この国での結婚式について教えてくれ。俺はそういう知識がさっぱりなんだ」

「む、そうだな。貴族の場合は神殿か、自分の屋敷で挙式することが多いな。お前の場合は屋敷がこぢんまりしているからな、神殿で挙式することになるだろう」

「なるほどなぁ……段取りはどうすればいいんだ？　神殿に直接その旨を伝えに行けばいいのか？」

「神殿関係の段取りはこっちでつけてやる。招待状の作成や送り先の選定はジャックに任せれば良い。実際の式典の運びについてはフラム殿──いや、フラムとマーリエル殿下に神殿の者と打ち合わせてもらうのが良いだろう」

「え、俺のやることは？」

「金だけ出せ」

「俺の結婚式なのに！」

「今までグダグダと引き延ばしていたお前に何か期待しろというのは土台無理な話だ」

　正論過ぎてぐうの音も出ねぇ。

　べ、別に面倒くさいと思ってたとかそういうわけじゃないから！　領地がある程度落ち着いて形になってきてからやろうと思ってただけだから！　大樹海もある程度平定が終わって領都の外観も整ってきたし、カレンディル王国向けの街道も開通の目め処どが立ってから動き始めようと思ったんだからね！　という俺の主張はゾンタークはおろかフラムやマールをはじめとした嫁達にさえハイハイと聞き流されて全く一顧だにされないのであった。酷ひどい、半分くらいは本当なのに。
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　さて、ゾンタークとの会談が終わって数日。結婚式の準備も進む中、大樹海東部の沼地をどう攻略するか考えているタイシです。皆様いかがお過ごしでしょうか。

　私は今、空気の読めない馬鹿野郎に立腹しているところです。はい。

「結婚式の準備も整ってきた頃にこの動き……絶対狙ってるだろ」

「結婚式の準備が整いつつあるからじゃないでしょうか」

「そうねぇ、お母さんもきっとそういう事だと思うわ」

　ここはミスクロニア王国の王都クロン、その中心にある王城の一室──というか、俺にとっては嫌な思い出の多いイルさんの執務室である。ここで二週間にもわたって徹底的にこき使われたことは記憶に新しい。

　領主館に置かれている報知用魔道具にイルさんからの緊急報知の信号が入ったのが今朝の事。身支度を整えた俺とマールの二人でイルさんの執務室を訪れたわけだが、その執務室で俺達は一通の書状を前に頭を突き合わせていた。

　非常に質の良い植物由来と思われる紙だ。質感は元の世界で言うところの和紙に非常に近い。質感だけではなく、金きん箔ぱくによって縁に装飾なども施されており見た目にも書状の送り主の身分の高さが窺える。問題は、その内容だ。

『我がゲッペルス王国の次期国王である第一王子の婚約者を二人も寝取った上に、うちの軍に卑ひ怯きような奇襲で損害を与えてあまつさえゲッペルス王国内で反乱を起こしていたケンタウロスどもを連れ去ったタイシとかいう調子に乗った野郎がいるよな？　それ、お前らの子飼いの奴だろ？　しらばっくれても調べはついとんねんぞオラァ！　ミスクロニア王国とカレンディル王国両国はきっちり責任取ってそのタイシとかいうクソガキの首叩き切って送って寄越せや！　良いい返事を待っとるで？　まさか断らんよな？　じゃあの』

　と、いった内容が気取った文体で長々と書かれている。差出人はゲッペルス王国の王太子だ。差出人が王太子でも、国王の印も押されているから正式な文書だな。

「ゲッペルス王国は大だい氾はん濫らんとケンタウロスとの内戦のせいでボロボロなんじゃ？」

「そうなのよねぇ……ことここに至ってミスクロニア王国とカレンディル王国の両国を相手取ってこんなに強硬な態度を見せられる状況じゃない筈なのだけれど」

　気味が悪いわねぇ、と言ってイルさんが困ったように頰に手を当てて溜ため息を吐つく。

「実際には兵の疲弊が少ないとか、大氾濫の魔物をごく少ない被害で撃退しているとか、そういう情報が巧みに秘匿されて偽情報を摑つかまされているのではないでしょうか」

「マールちゃん、潜り込ませている密偵は一人や二人じゃないわ。何代も前からミスクロニア王国に仕えている者もいるのよ？　その全すべてが掌握されているなんて考えづらいわねぇ」

「……いや、そういう思い込みは危険じゃないですかね。現在ゲッペルス王国内に潜ませている密偵とは全く別系統の諜ちよう報ほう部隊を編成して調査した方がいいと思いますよ。もしかしたら強力な精神操作系の魔法とか魅了の魔眼とかそういう類たぐいの手段でゲッペルス王国方面の情報網が根こそぎやられている可能性もありますし」

　俺の反論にイルさんは小首を傾げて頰に指を当てる。マールのあざとい仕草はイルさん譲りだったらしい。

「タイシ君、精神魔法や魅了の魔眼なんてお伽とぎ話ばなしみたいなものよ？」

「タネは明かせませんが、俺はその両方とも使おうと思えば使えます。お伽話と切って捨てるのは危険です。と、それはともかくとして、対応はどうしますかね……俺としては切ってもらっても構わないんですが」

「切る？」

　イルさんが怪訝な表情を浮かべる。

「ええ、ミスクロニア王国とカレンディル王国は俺に大樹海の領有を認めたものの、配下としているわけではないから処分を下すことはできない。その代わり、ゲッペルス王国が大樹海の俺の領土に攻め入ったとしても関知しない、どうぞご自由にって感じで」

「うーん、大丈夫かなぁ。ちょっとリスクが高くありませんか？」

「大樹海は天然の要害だし悪くないと思うけどな。川の民の生活区域が比較的近いが、あんなマングローブみたいなところをわざわざ進軍路に選ぶこともないだろ。となると森を切り拓ひらきながら進軍するか焼き払って進軍するかだけど、そんなことしたら大樹海の魔物がわんさか押し寄せてくる。ゲッペルス王国軍が魔物を間引いてくれる上にわざわざ自分の戦力を減らしてくれるという一石二鳥だ」

「カレンディル王国側に開通した道から来るかもしれませんよ？」

「カレンディル王国がゲッペルス王国軍の通行を認めるとは思えないが、もしそうなったとしても問題ないよ。わざわざあんな場所に領都を作ったのはこういう時のためだしな」

　領都から東西に延びる細く長い道にだって意味がある。あの細く長い道は大軍が歩を進めるのには向かない。どうしても隊列は長く延びることになる。長く延びれば輜し重ちようを先頭に行き渡らせるのが難しくなるし、間延びした隊列を左右の森から襲うのも難しくない。そもそも、魔物除よけの結界を解除してしまえば攻め入る軍勢は領都までの長い道のりを昼夜問わず魔物に襲われながら進軍することになるのだ。指揮と輜重がバラバラに寸断されて瓦が解かいすることは想像に難くない。

　更に言えばもし領都に辿たどり着いたとしてもそこに待つのは堅けん牢ろうな星形城壁だ。あの城壁を破れる攻城兵器の類を領都まで運搬してくるのは至難の業だろう。強力な攻撃魔法や魔法武器などによって破壊される可能性もあるから油断はできないけど。

　まぁ、俺だって漫然と都市づくりをしたわけじゃない。中央給水塔に過剰な魔力出力の魂こん魄ぱく結晶を利用したのにも意味がある。街中に張り巡らせた水路にもな。

「うーん、でもそうなるとミスクロニア王国もカレンディル王国も大っぴらには貴方あなた達の領地を援護できなくなってしまうわ」

「交易は維持してほしいもんですけどね。まぁ、国同士で大っぴらにやるのがダメなら俺が個人で商会を立ち上げるなり、誰かに商会を立ち上げさせるなりすればいいですし……抜け道はいくらでもあるでしょうから」

「国家元首を前にサラッとブラックな発言をするタイシさん、流石さすがです」

「密輸は重罪よー？」

「はっはっは」

　ストレージと転移魔法と超音速飛行を使える俺を密輸の罪で摘発することなどできやしないので笑って誤魔化しておく。まぁイルさんも摘発する気は無いだろうから問題あるまい。







　　　エピローグ　～その名は──。～







「というわけで、予定より早くなったが俺達はミスクロニア王国からもカレンディル王国からも独立した一個の国家となることになった。これは決定事項だが、何か意見があるなら耳は傾けるぞ。何かあるか？」

「何かあるか、と言われてもなぁ」

　ふさふさの顎あごの下の毛を撫なでつけながらソーンが唸うなる。試作装備のテストで大樹海の魔物を狩りまくった影響なのか、最近妙に毛け艶づやが良い。心なしか体格も良くなっているように思う。ちなみに現在のソーンのレベルは39、ミスクロニア王国やカレンディル王国の近衛騎士団長よりも高い。レベルだけならあの四勇者（笑）さんと同レベルだ。習得しているスキルの関係でまともに戦ったらさすがに負けるだろうけどな。俺の作った装備を駆使すれば勝てるんじゃないかな。

　ソーンは獣人の代表として馬獣人のヤマトと共に今回の会合に出席している。

「別に今までと変わらんじゃろ。元々妾わらわ達は大樹海の外とは殆ほとんどやり取りをしてこなかったからの」

　気け怠だるげな様子でそう言いながらお茶を啜すするクスハ。言うまでもなくアルケニアの代表としての出席となるのだが、俺の嫁でもあるので中立の立場からの物言いにはならないかもしれない。

　彼女のレベルは38、武器スキルや察知系スキルに加えて魔法スキルや半人半蜘く蛛もであるアルケニアの固有技能である粘糸や鋼糸なども操る。

「ゲッペルス王国との戦いか……我ら川の民一同、タイシ殿には大恩がある。否とは言わんよ」

　腕を組み、口元にニヒルな笑みを浮かべるのはブイティ＝ガイ。深緑の鱗うろこを持つ大柄な隻眼のリザードマンで、レベルは35。彼の槍やりスキルは驚きの５で、称号に槍聖の称号がある。渋いトカゲことケイジェイ＝ガイの親父さんである。

「我等ケンタウロスは王に従います。彼奴きやつ等との戦いの際には是非我等に先せん鋒ぽうをお任せくだされ。この戦は我等が呼び込んだようなもの、真っ先に戦うのは我等であるべきです」

　そう言って拳こぶしを握るペネロペのレベルは27、他の代表者に比べると一段低いレベルだが、彼らケンタウロス達の俊足と数、高い弓スキルと一糸乱れぬ連係は対多数戦において絶大な戦力となるだろう。

「落ち着け、ケンタウロスの……戦の是非よりも二つの大国の庇ひ護ごなしで独立することになったことに対しての意見だろう。我等鬼人族としては大樹海の外の物資が手に入るなら問題無いと考える。その辺りはどうなっているのだ」

　巌いわおのようにがっしりとした体格の肌の赤い巨漢が腕を組んだまま厳いかつい声で問いかけてくる。額に二本の小さな角を持つこの男の名はエンキ。大樹海で一大勢力を築いている鬼人族の長で、レベルは不明ながら俺に傷を負わせる『初見殺し』の切り札を持っているらしい。

「そこは問題ない。ゲッペルス王国とのいざこざが解決するまでは小さな商いになるだろうけどな」

「ならば我々鬼人族としても言うことはない」

『アンティール族も十分なニクが確保できる状況が続くなら問題ないでありますな』

　ドライというかビジネスライクな奴らである。いや、エンキのおっさんはおっさんのくせにツンデレ属性持ってそうだからわからんけど。

　アンティール族も意図が読みにくい連中だけどな。某皇帝が活躍するゲームとか某防衛軍のゲームのせいで何となく疑ってしまうから困る。見た目はただのデカいアリなんだが、少女みたいなキンキン声で喋しやべるギャップが凄すごい。

　手先は器用だし土木工事はお手の物だし、個体の概念が薄くて精神波か何かで情報共有している節もあったりと不思議な奴らだ。便利使いしてしまっている自覚はあるから、いつか何らかの形でしっかりと報いてやらなきゃならん。

「不安が無いわけじゃ無いが、前よりも悪くなる事はねぇだろ。魔物どもへの備えはできてるし、畑だって順調だ。人数が増えた分食い扶ぶ持ちも増えてるが、それだって何とかならないこたぁねぇしな」

「然しかり、森の恵みは豊富ですからな。我々が走れば森の恵みを採り尽くさぬように広範囲で採取することもできましょう。ゲッペルス王国の奴らもこの大樹海に攻め入る事は容易ではありますまい」

「フン……確かに、脆ぜい弱じやくな人間の兵では森に分け入っても早晩魔物どもの餌え食じきになるのがオチだろうな。しかし慢心はできんぞ。よほどの大うつけでない限り、できぬ事は口にせぬものだ」

「そうですね、その点はうちのママも不気味がってましたし」

　エンキのおっさんの意見にマールも同意する。

「足を掬すくわれないようにしていかんとな……ところで主あるじ殿、国を起こすとなれば名前が要るじゃろう。もう考えておるのか？」

「おお、それならもう考えてあるぞ」

　そう言ってストレージから一本の巻物を取り出す。ふふふ、発表するためにわざわざ用意したんだ。何度も書き直したぜ。

「じゃーん、国の名前はこれにします」

「タイシさん、逆さまです」

「……じゃーん！」

「きったねぇ字だな」

「もう少し優しくしてもバチは当たらないんじゃないかな！」

　叫びながら国の名前を書いた巻物を円卓の上に置いてバンバンと叩たたく。おっと、強く叩きすぎて破れたりしたら大変だな。シワシワになりかけた巻物を手で伸ばして腕を組む。

「で、なんて書いてあるのじゃ？　見たことのない文字じゃな」

「うむ、俺の住んでいた国の言葉で書いたからな。勇魔連邦、と書いてある」

「ゆうまれんぽう、ですか」

「うん、勇魔連邦だ」

　首を傾げるマールに頷うなずく。
















「勇者と魔に属する者達が互いに手を取り合って作った国、そんな意味を込めてる。連邦ってのは小さな国が寄り集まって一つの国として成り立つ国の形だ。つまりアルケニアの里、鬼人族の里、川の民の居住地、妖よう精せいの郷さとは勇魔連邦に属しながらも一定の自治権を持つということを表す」

「領都では領都の、里では里のしきたりに従うことになるというわけじゃな？」

「ですが、お互いに人が行き来することもあるでしょうし、外部の人間が訪れることも今後出てきますから……それぞれのしきたりや不文律の類たぐいを明文化していく必要があります。これはかなり大変ですね」

　ティナの言うようにこの法律作りは非常に難航するだろうということが予想される。そして俺もその作業に参加することが決定している。働きたくないでござる。

「それで、ゲッペルス王国との戦についてはどうするのかね？　先ほども言ったように我ら川の民はタイシ殿に大恩がある。戦えということであれば否とは言わんよ」

　ブイティの言葉に俺は頷く。

「油断はできないが、今日明日にすぐどうこうなるって話じゃない。とりあえず、各自で話しあって勇魔連邦のために戦ってくれる有志を集めておいてくれ。勇魔連邦軍を編成しよう。主な任務は領都や各里の防衛、街道警備、外敵の排除とする。装備と衣食住は連邦政府が用意し、給与も支給する」

　どれくらい集まるかわからんけどな。軍より防衛隊の方が良かったか？　いや、軍の方が響きが強そうだから軍でいいや。

　当面は装備の慣熟訓練を行い魔物狩りによる実力の向上を図ることとし、話し合いの結果三日後に召集をかけることになった。

　三日に一度、午前と午後に俺自らが公共交通機関よろしく各集落と転移門を繫つないで回っているので、それを利用してもらうことにする。面倒だけどそうしないと領都と各里を行き来するだけで命懸けだからな。冗談抜きに、言葉通りの意味で。

「暫しばらくは軍備の拡張もか……そろそろ手が回らなくなりそうだな」

「仕方ないですよ。あなたの力だけに頼って住民達があなたの庇護を当然と思うようになってしまってはいけませんから」

　ティナが苦笑する。

　そうなんだよなぁ。俺が何でもかんでも解決しちまったらいつまで経っても俺が全すべて面倒見てやらなきゃならなくなる。それはいかにも面倒くさいし、こいつらのためにもならないんだよな。

　だから、自分の身は自分で守れるように力をつけてもらわなきゃならん。
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「と、思うじゃん？」

　翌日の早朝。

　ミスクロニア王国の首都クロンで合流した法律の専門家を転移門で領都に送り出し、俺は単身空路で北上してゲッペルス王国の領空に侵入していた。

　確かに、何から何まで俺におんぶに抱っこではそのうちあいつらは駄目になってしまうだろう。何があっても俺が助けてくれると思ってしまったら終わりだ。俺はあいつらに寄る辺を与える主ではあるが、飼い主ではない。俺のために命を投げ出す覚悟があるって言われるのは嬉うれしいけどね。

　でも、今回の騒動はそもそも俺個人が起こした問題だし、それに付き合わせてあいつらを死なせたり怪け我がをさせたりするのは駄目だろう。

　というわけで、法律の専門家の彼には俺からのメッセージを託しておいた。今日はゲッペルス王国の視察をしに行くから立法の件を進めておくように、という指示書だ。

　働きたくないでござる！　面倒くさい話し合いは任せるでござる！　拙者はでき上がってきた書類をチェックするだけの簡単なお仕事がしたいでござる！

　とかそういう意図があるわけではない。そうではないのだ。いいね？

　隠形を発動させながら主街道と思われる大きな道の上を飛ぶ。空を飛んでいるのを目撃されて騒がれるのは避けたいからな。

「とはいえあと一年……いや、半年後だったらなぁ」

　今回は俺個人の不始末であるから俺が収拾をつけるのが妥当ではあるのだが、できることならそれなりの戦力を披露して今後舐なめられないようにしたかった。ただ、現状ではそうすることができるほどの戦力が無い。

　本来であれば何でもかんでも俺一人で片付けてしまうというのは大変よろしくない。

　勇魔連邦という国家、組織そのものが俺一人だけで成り立っているワンマン国家であると侮られてしまうからだ。俺さえ潰つぶせばなんとかなると思われるのは色々とうまくないんだよなぁ。俺が面倒ごとに巻き込まれる可能性が高くなりそうという意味で。面倒くさいし。

　しかしまぁ今回は仕方ない。後々の苦労はあるだろうが、あいつらの命を天てん秤びんに載せるほどのものでもない。俺個人を狙った暗殺者の類は死んだほうがマシなレベルの苦痛を味わわせて雇い主に送り返してやれば良いい。はっはっは。

「第一村人ならぬ第一馬車発見……ヒャッハー！　情報収集だぁー！」

　ミスクロニア王国方面から走ってきたらしい馬車を発見し、急降下する。ここはインパクト重視で進行方向にド派手に着地してやるか！　やめとこう、驚いた馬が暴走して怪け我がとかさせたら寝覚めが悪いし。

　とりあえずバレないように進行方向に着陸して道の端で手でも振って呼び止めてみるか。無視されたら止まるまで追いかけてやろう。『恐怖、馬車と同等の速度で併走するヒッチハイカー』とかそんな都市伝説ができるかもしれない。おらワクワクしてきたぞ。




　待つこと数分。

　馬車が見えてきたので大きく手を振って呼びかけると馬車は俺のかなり手前で止まった。そして武器を携えた男が四人ほど馬車から降り、そのうち二人がこちらに向かってくる。御者台の男もクロスボウに矢を装そう塡てんし、馬車に残った二人のうちの一人は弓矢を携え、矢筒から二本の矢を取り出していた。

　完全に警戒されてるね！　ですよね！　そりゃ一人でこんな周りに何もないとこでヒッチハイクとか怪しいよね！　知ってた、うん。

「あー、盗賊にしちゃ小こ綺ぎ麗れいな小僧だな？」

「どこかの貴族の子弟に見えますね」

　俺のそばまで歩いてきたのは中年のベテランっぽい冒険者風の男と駆け出しを卒業したばかりという感じの若い冒険者っぽい男だ。ベテランっぽい方は年季の入った革鎧よろいの各所を金属で補強したものを装備しており、若い男の方はまだピカピカの革鎧だ。防御力よりも機動性を重視しているのだろうか。

　得物は二人とも短槍やりと小型の盾で、腰にはそれぞれ腕ほどの長さの剣を提げている。

　貴族の子弟か。悪くないな、そういう方向で振る舞うか。

「やぁ、悪いが君達の雇い主に同乗させてくれないものか頼んでくれないかな。用を足している間に馬に逃げられてしまってね、この通り身一つでこんな辺へん鄙ぴな場所に放り出されてしまって難儀していたんだ。最寄りの街までで良いからさ」

「そりゃまぁ言うだけならタダですがね。どうなるか保証はできませんよ」

　ベテランっぽい冒険者風の男が顎あごをしゃくって若い冒険者風の男を馬車に走らせる。そしてまじまじと俺の顔を見つめてきた。

「なんかどっかで見たことあるような……なぁ、あんた、俺とどこかで会ったことねぇか？」

「んん……？　いや、多分無いと思うが。黒髪黒目は確かに珍しいかもしれないが、いないわけでもないだろう？」

「ああ、そうかもな……」

　そう言いながらも首を捻ひねるベテラン冒険者だが、そんなことをしつつも周囲に気を配っているのがわかるし、短槍の切っ先をいつでもこちらに向けられるようにしているようだ。見た目通りベテランなんだろうな。

　とはいえ、それも常識の範囲内での腕利きだろう。恐らくこのベテラン冒険者が五人同時に襲いかかってきても今の俺ならあくびをしながら片手で返り討ちにできると思う。

　程なくして雇い主の了解が得られたようで、先ほどの若い冒険者が手で大きくマルを作って見せてきた。

「許しが出たようですな。どうぞ……あー、失礼ですが名前を伺っても？　俺はアラー、今回の護衛任務を請けた『チャンス』ってパーティのリーダーですわ」

「慣れない言葉を使わなくても良いさ、俺だって元々は大した身分じゃないからね。俺の事はクローバーと呼んでくれ」

「そうか？　悪わりぃな、お上品な言葉遣いって奴は舌がつりそうになっていけねぇ。じゃあクローバーの坊ちゃん……って貫かん禄ろくじゃねぇな、旦だん那なと呼ばせて貰もらうぜ」

「あんたみたいなベテランに旦那呼ばわりされるのは少しくすぐったいなぁ」

　割と和気藹あい々あいとした雰囲気で話しながら停止した馬車に向かう。こうしている間も馬車の付近に陣取った護衛の冒険者は周囲の警戒を怠っていないようだ。感心感心。

　ある程度近づいたところで馬車から恰かつ幅ぷくの良い男性が降りてきた。こんなにしっかりと護衛をつけているから結構歳としがいっているのかと思いきや、意外と若い。三十歳前後くらいだろうか。

「私はイヴァンと申します。ミスクロニア王国とゲッペルス王国を往ゆき来する交易商人でございますが……この程は足を失ってお困りとか？」

「ああ、うん。それは噓だ。足には困ってないんだが、情報が欲しくてね。少しばかり同乗させてもらって、話を聞かせてもらっても良いかな」

　俺の噓宣言にイヴァンと名乗った商人が目を丸くして驚き、護衛の冒険者達に緊張が走る。うん、どうせ驚かすなら空から急に飛来したほうが良かったか？　いや、やっぱ事故は怖いからこれで良かっただろう。多分。

「うーん、我々に対して害意は無いのですね？」

「無い。驚かせてしまったのはすまないと思ってる。ただ、もしかしたらそっちにも有益な情報を与えられるかもしれない。進むか戻るかは俺の情報を聞いてから判断することをお勧めするね」

「ふむ……わかりました。コータ、馬車を道の端に寄せてください。アラーさん、少し早いですが小休止としましょう」

「わかった」

　イヴァンの指示で馬車が街道の端に寄せられていく。冒険者達がめいめい小休止──昼食の準備に取り掛かり始めたようだ。干し肉や干し野菜だけになりそうなので、ストレージから大樹海産の魔物肉を提供しておく。ストレージでの表示はマッドボアだったから、確かイノシシっぽい魔物の肉だったはず。

「それで、どういった情報をお求めで？　私もゲッペルス王国の領土に入って間も無いので、鮮度の良い情報はあまり持ち合わせておりませんが」

「ああ、その鮮度の良い情報を取りに行く目的でね。ゲッペルス王国の主要な都市や軍事拠点、有名な貴族の話や王家について聞きたいんだ」

「なるほど……主要な都市や有名な貴族、一般的な王家に関する情報であればある程度はお話しできます。軍事拠点についてはかなり曖あい昧まいな情報になりますが……そちらの情報についても概要を教えていただいても？」

「俺の方は勿もつ体たい振るような内容でもない。ゲッペルス王国がミスクロニア王国とカレンディル王国に対して最近大樹海に領地を持った、とある男の首を差し出せ、という要求を突きつけたという話さ」

　俺の話を聞いたイヴァンの顔色が変わった。温和そうな雰囲気は変わらないが、目の輝きが鋭さを帯びたように感じる。面白いな、この商人。

「両国はその要求を拒否。首が欲しいならご自由にどうぞ、ただしうちらはゲッペルス王国とその男との争いには関わりません──って態度で一致した。今後ミスクロニア王国、カレンディル王国の二国とゲッペルス王国との間で緊張が高まるでしょう、って内容さ。どうだ？　なかなか面白い情報だろう？」

「……大変面白い情報ですね、頭が痛くなってきました」

　力なく頭を振りながらイヴァンが苦笑いを浮かべる。うん、そうだろうな。このタイミングで何も知らずにゲッペルス王国の都市に辿たどり着いて商いを始めていたら、場合によっては商売上必要な情報収集作業を諜ちよう報ほう活動と取られて拘束されていたかもしれない。

「ところで情報の確度は……いえ、その前に貴方あなたは何者ですか？　そのような情報を一体どうやって？」

「情報の確度は最高級さ、何たって話題のとある男とは俺の事だからな」

　笑みを浮かべて手を差し出す。

「肩書きは色々とあるが……最新のは大樹海に拓ひらかれた勇魔連邦の長だな。改めて初めまして、タイシ＝ミツバだ。よろしく」

　俺の自己紹介に商人のイヴァンは引き攣つった笑みを浮かべるのだった。







　　　あとがき







　この度は五巻をお手に取っていただきありがとうございます！　リュートです！

　五巻、五巻ですね。なんとも感慨深いです。自分の書いた小説が五巻も世に出回るなんて未いまだに実感がわきません。

　そして毎回この「あとがき」が実は一番の難関です。五巻目だけど何を書けばいいのかわからないよ！　そうだ、作者の近況を書こうそうしよう。




　仕事辞めました！（ダブルピース）




　一行で終わってしまった！　いや、以前から少々身体の調子も良くないし、執筆も含めて色々なことに集中する時間が欲しかったのですよ。

　しかし仕事を辞めてみると意外と思ったほどに時間が取れないという。何故だ。

　とは言え心に余裕もかなりできましたので、身体に気をつけつつのんびりとやっていこうと思います。犬でも愛めでて美お味いしいものでも食べながら。いや、瘦やせなきゃいけないんですけどね。

　仕事を辞めて一番良かったのは資料本や他の方の作品を読む時間が大幅に増えたことですね。最近は銃関連の資料とか読み進めています。いやぁ、思ったよりも奥が深いですよ。

　銃の歴史は弾丸の歴史、弾丸の歴史は火薬の歴史なんですね。たった一つの目的のために多くの人間が弾丸の改良をしていったわけです。すごい。

　今度は農業の歴史について調べてみようかと考えています。そして本が増えていく……電子書籍でありませんかね。そういう本。

　電子書籍といえば、最近電子書籍も買い漁あさっていますね。特に漫画やラノベは電子書籍が便利で便利で……スマホの中に何百冊も本を入れて持って歩けるのって最高です。ちょっとした合間に手軽に読めますからね。こうして私も立派なスマホ依存症患者になるのか。

　電話から始まって音楽と動画、ゲームに書籍を持ち歩けるようになったわけですが、次は何を持ち歩けるようになるんですかね？　次は拡張現実を常態化するための眼鏡型とかゴーグル型のウェアラブル端末かな？　そしてコンタクトレンズ型を経てインプラント式の端末に……ここまで行くとまるでサイバーパンクですね。私が生きている間にＶＲ型のゲームとか是非実用化してもらいたいものです。自分が勇者になって魔王を倒しに行くとか男の子の夢ですからね。

　ゲームだとわかっているならともかく、本当にそういう立場になるのは絶対にＮＯですけどね！　敵国の最高指導者を少数の部隊で暗殺しに行くとかどう考えても鉄砲玉ですし。

　でも実際にはどうかな？　ＶＲ型のゲームが実用化されたとして、あまりにリアル過ぎるとＰＴＳＤとかになりそう。剣で肉を切り、骨を砕く感触とか銃や魔法で敵の色々なところが弾け飛ぶ光景とか精神にきそうですよね。特に洋ゲーはそういうところ無駄にリアルにするから……こう、ポコッ、ボワンみたいなコミカルな感じになりませんかね。規制とかかかりまくってそういう感じになりそうな気もしますが。

　とはいえそういうのが実用化されたらまずはエロ方面に行くんだろうなあ。技術は戦争によっても発展しますが、エロによっても発展すると思うんですよね。エロは偉大。

　ああ待ち遠しい！（本音）




　さて、そろそろ作品の話をしましょう。

　今回は領地の発展と嫁とのデート、ケンタウロスの引き入れにゲッペルス王国軍との対決、鬼人族の里との和解などでお送りしています。

　Web版との大きな違いはゲッペルス王国軍とのエピソードですね。大暴れしています。

　あまり詳細をここに書いてもアレですね！　もう既に読んで頂いた読者の皆様に対しては蛇足になりますし！　あとがきから先に読むという性癖をお持ちの読者の皆様は是非お楽しみに！　因ちなみに私はあとがきは最後に読む性癖の持ち主です。

　どうでもいいですか？　すみません。

　毎回のことながら、作品についてとなると何を書くべきか……そうですね、ここはマールの両親の話でもしてみましょうか。

　今までに提示してきた情報からマールの両親が『冒険を終えた後の勇者と姫』であることを読者の皆様は察しておられるのではないかと思います。

　邪悪な魔法使いが魔王を名乗って姫を攫さらい、国内を混乱に陥れた事件が過去のミスクロニア王国で起こっており、その事件を収束させたのがマールのお父さんというわけです。攫われた姫がお母さんですね。

　ミスクロニア王国には勇者の血筋が多く残っていますが、当時は勇者と呼ばれる程の存在は年老いた将軍ただ一人でした。立場と年齢故に彼は単独で姫を救出しに行くことができず、当時のミスクロニア王国は勇者の血筋を持つ優秀な騎士や冒険者を『準勇者』として選抜し、魔王打倒の任務を与えました。

　老勇者は魔王軍主力と軍を指揮して戦い、勇者の卵達が少人数で魔王の打倒に向かったわけですね。

　様々な困難の末に勇者の卵達が魔王を名乗っていた邪悪な魔法使いを討ち、囚とらわれていた姫──マールのお母さんであるイルオーネを救い出したわけですが、イルオーネを含め邪悪な魔法使いに攫われていた乙女達は無尽蔵に魔力を生み出す魔導装置のパーツとされており、邪悪な魔法使いが討たれて間もなく死亡してしまいます。

　失意に沈む王国と勇者の卵達でしたが、その中で唯一諦あきらめずに行動した男がいました。それがマールの父で後にイルオーネの夫となったエルヴィンです。

　エルヴィンは失意に沈む勇者の卵達を叱しつ咤た激励して神の試練に挑み、その剣で死という絶対的な摂理を切り伏せて真の勇者となりました。とはいえ神としても何の代償も無く死者を蘇よみがえらせることは許可できず、勇者の卵達と蘇った乙女達は一つの呪いをその身に受けることになります。

　覚えていらっしゃいますか？　エルヴィンとイルオーネの称号欄にあった『泡沫うたかたの契約者』という称号を。それが呪いをその身に受けた証あかしです。

　効果は単純。不貞をはたらいた瞬間、二人ともが泡となって消えてしまうという呪いです。

　ちなみに勇者の卵はエルヴィンを含めて五人いましたが、二人がこの呪いで泡となって消えています。当のエルヴィンも危なく消えるところでした。腐った果実さんのせいで。

　エルヴィンとイルオーネの年齢が年相応に見えないのもこの呪いの影響だったりします。寿命で死ぬその時まで、泡沫となる可能性を残すために。

　この呪いをかけた神は性格悪いですね！

　マールの両親の物語を普通に書くと本編並みに長い物語になりますね、これ。ちなみにここに書いた分で第一部って感じですね。第二部では地方視察に出たエルヴィンが身も心もボロボロになっていた異世界人であるマリア＝シドウを拾い、子持ちの身で無自覚にマリアを篭ろう絡らくしていくというハートフルストーリーとなっています。マリアの猛烈アタックのせいでイルさんが魔女化したのもこの頃だよ！　やったね！　あの腐った果実ロクな事しねぇな！

　既に第一王子であるアルバートはしっかりとものを考えられる年齢で、マールは無邪気な幼女だった頃のおはなしです。ティナはまだ赤ん坊かな？

　アルバートは両親とマリアの関係を複雑な心境で見ていたことでしょう。ところで思春期の少年がミステリアスなお姉さんに憧あこがれるのって良いいですよね。いえ、他意はありませんけど。

　マリアに関してはどこまで書こうか悩みますね！　彼女に関しても書き始めると凄すごい文字数になりそうですし。

　彼女のエピソードについては次回のあとがきまで取っておきましょう。読む方も疲れますよね？




　次は何を書こうか。趣味的な意味での近況でも書きましょう。

　主に洋ゲーを中心に広いような狭いような感じで色々とゲームをやっている私ですが、最近やったのは世界中で大人気の戦車に乗るオンラインゲームとかお船に乗るオンラインゲームとかですか。戦車に乗る方は某アニメに今更影響されてなんですけどね。いいぞ。

　友人とSkypeしながらワーワーギャーギャーと遊んでいます。遊んでみた感じだとお船の方が自分には合っている気がしますね。駆逐艦の魚雷でズブリ♂とやるのが楽しいです。一番戦果を挙げられるのは空母なんですけどね！　別ゲーになっちゃうからね！

　国産のＭＭＯもやってます。ＳＦっぽい世界観のアレです。前作では電話回線で繫つないでとんでもない請求が来て親にゲンコツを貰もらいましたね。懐かしい。

　今やってるのは戦艦相手に斬りかかってますね。文字にするとおかしいなこれ！

　他にはツクール系のフリーゲームも遊んでます。

　いや、本当に侮れないというか凄いですね。これが無料で？　いやいや、お金払いますよってクォリティのものがゴロゴロしてます。中には心を深く深く抉えぐり取っていくものもありますけどね！　やめて！　社畜精神を刻み付けないで！　ＮＴＲとかやめて！　僕のＨＰはもうゼロよ！

　しかし、遊んでみて思うのは、やはりゲームは映像よりもシナリオだということですね。

　いくら映像が良くてものめりこめないストーリーでは興きよう醒ざめですよね。物語を執筆する者としては気が引き締まる思いです。精進せねば。




　さて、今回はこの辺りで失礼させていただきます。

　担当のＨ氏、イラストの桑くわ島しま黎れい音んさん、本書の発刊に関わってくださった皆様、何より本巻を手に取ってくださった読者の皆様に厚く御礼申し上げます。

　また次巻でお会いしましょう！





リュート










リュート

RYUTO

北海道在住のエゾヒグマ。この度野良になりました。やっと少し暖かくなってきました。北の大地は寒い。最近の楽しみは七輪で炭を熾しての一人バーベキュー。肉だけでなく海産物も焼いています。
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29歳さい独どく身しんは異い世せ界かいで自じ由ゆうに生いきた……かった。　５
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